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デュアルロッドシリンダ

ファインロックシリンダ
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ストッパシリンダ
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ISO規格準拠油圧シリンダ
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傷に注意

つまんで引抜く

注意
チューブ内径4mmのパッキン交換は、当社に修理を依頼してください。
チューブ内径4mmは分解不可のため、パッキン交換時等で分解の必要が生じた場
合は、当社に修理を依頼してください。

q外観の清掃
分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないように外観の汚れを取り
除いてください。
特にピストンロッド表面には注意をお願いします。

w止め輪の取外し
適正なプライヤを使用して止め輪を取外してください。

eヘッドカバーの取外し
ピストンロッドをヘッド側に押して、ボディからヘッドカバーを取外し
てください。

r分解
ピストンロッドを引抜きます。その際、ボディ内径に傷を付けないよう
に注意してください。

シリンダの分解1

qロッドパッキン
ボディ前面から精密ドライバーなどを差込み抜き取ります。
ボディのパッキン溝を傷つけないように注意してください。

パッキンの取外し2

wピストンパッキン
ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーでは
なく手でピストンパッキン周囲の一方から押し出すよ
うにして浮き出たところを引抜きます。

eガスケット（右図参照）
手で一方から押し出すようにして、浮き出たところを
引抜きます。

CJP2 Series　パッキン交換要領 1
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グリース

グリース

ロッドパッキン ピストンパッキン

グリース

摺動部

摺動部

切り上がり部

ボディ軸受部

グリース

≒
1
m
m

qロッドパッキンおよびピストンパッキン
交換用パッキンの全周に薄くむらなく塗布してください。

wガスケット
グリースを薄く塗布してください。

グリースの塗布3

qロッドパッキン
ロッドパッキンの方向を間違えないように装着してください。
装着後にグリースをロッドパッキンとボディ軸受部にむらなく
塗布してください。

wピストンパッキン
パッキンがねじれないように装着してください。
装着後にグリースをピストンパッキン溝部に充填してください。

eガスケット
脱落に注意し、装着してください。

パッキンの装着4

qシリンダ各部品
各部品にグリースを塗布してください。

グリースの塗布5

qピストンロッドAss’yの挿入
ボディにピストンロッドAss’yを挿入してください。

wヘッドカバーAss’yの挿入
ボディにヘッドカバーAss’yを挿入してください。

e止め輪の装着
適正なプライヤを使用して止め輪を装着してください。

r組立確認
パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、最低作動圧力でスムーズに作動するか確認お願いします。

シリンダの組立6

CJP2 Series　パッキン交換要領 2

376

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



ロッドパッキンの交換はシリンダを取付けた状態でも行
えます。交換作業は以下の要領で行ってください。
q取外し
　穴用C形止め輪取付工具（スナップリングプライヤ）を
使用して止め輪を外し、ロッドカバーのポートを指で
ふさいでピストンロッドを引き出すとパッキン押えと
ロッドパッキンが外れます。

ロッドパッキン交換1

注意
CM2/CVMシリーズのシリンダはカバーとシリンダチュ
ーブがローリングかしめ方式によって結合されています
ので分解はできません。

wグリースの塗布
　グリースはGR-S-010を使用してください。
　交換用の新しいロッドパッキンの内・外周にグリース
を十分に塗布してください。また、溝部にはグリスを
充填してください。

e取付け
　向きに注意してロッドパッキンを装着します。ピスト
ンロッド先端ねじ部と二面幅部を通過させる際にはロ
ッドパッキンをやや回転させながらゆっくりと押し込
み、ロッドカバーのハウジング部に確実に装着してく
ださい。
　つぎに、パッキン押え・止め輪を装着してください。

ポート

ロッドパッキン

パッキン押え

止め輪

CM2-Z/CVM Series　パッキン交換要領
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傷に注意
wq

e 

傷に注意wq

e

シリンダの分解・再組付2

ø20～ø40はロッドパッキン、ピストンパッキン、シリ
ンダチューブガスケットの交換が可能です。

パッキン類の交換1
qロッドパッキン
　カバーの前側から図1のように精密ドライバーなどを
差込み抜き取ります。

wピストンパッキン
　まずピストンパッキンまわりのグリースを拭取ってく
ださい。その方が取出しやすくなります。
　ピストンパッキン溝は深い為、精密ドライバーではな
く図3のようにピストン周囲の一方から包んで、押出
す様にして浮出たところを引抜きます。

パッキンの取外しについて3

ø20～ø40はロッドパッキン、ピストンパッキン、
シリンダチューブガスケット、ロックピストンパッ
キンの交換が可能です。

CBG1 SeriesCBG1 Series

カバーとシリンダチューブの結合部のねじ部はシー
ル剤により気密性を持たせています。シリンダ分解
時には古いシール剤を完全に除去し組立前に新たに
シール剤を塗布する必要があります。（ロックタイ
ト542（中強度）相当品）

CG5·S SeriesCG5·S Series

耐水性スクレーパが摩耗している場合はロッドカバ
ーAss'yの交替としてください。
その際には当社営業まで問い合せ願います。

CG5·S SeriesCG5·S Series警告
パッキン類の交換は、十分な知識と経験を持った人が行
ってください。
分解、再組付後のシリンダの安全性は作業を行った人の責任
になります。分解・再組付を繰返されますと、ねじに摩耗や
変形が生じ、ねじの締結強度が低下する場合があります。再
組付の際、カバーおよびチューブのねじに摩耗や変形等の異
常がないことを確認してください。ねじに摩耗や変形等があ
りますと、使用中にカバーとチューブが外れて大きな事故と
なる恐れがあります。ご注意ください。

注意
シリンダは清浄な場所で分解・組付けをする必要があり
ます。きれいなウェス等を敷いて行ってください。
分解の際には、チューブカバーの二面取り部分を万力で軽く
はさみ、ロッドカバーの二面取り部分にスパナ、モンキー等
を掛けてゆるめ、ロッドカバーを取外してください。再度締
付ける際には、分解前の位置より0～2°位増し締めを行なって
ください。
ø50以上になると大きな締付トルクで締付けていますので分
解不可能です。分解が必要な場合には、当社営業まで問い合
せ願います。
単動タイプは、内蔵されたスプリングによりカバーが飛び出
すおそれがありますのでご注意ください。

注意
パッキン類の交換は部品の角等で手や指を切らないよ
う、十分注意して行ってください。

注意
この時カバーのパッキン溝に傷を付けないよう注意
してください。

CG5·S SeriesCG5·S Series

図1　ロッドパッキン
取外し方法

図2　ロッドパッキン
取外し方法

1CG1-Z/CBG1/CG3/CG5·S Series　パッキン交換要領
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つまんで引き抜くwq

バルブ押え用ガスケット

バルブパッキン

エンドロックユニット

パッキン押え
ø80、ø100 の場合使用

ロックピストンパッキン

q i u r y w y

!0

ote

L

L

qロッドパッキン、ロックピストンパッキン
　交換用新パッキンには薄くて良いですから、外周にグ

リースを塗布してください。これは、カバーへ装着し
やすくするためおよびカバーとの密着をよくするため
です。また、溝部にはグリースを充填してください。
これは作動用として必要です。

wピストンパッキン
　グリースをパッキンの内外周にまんべんなく薄く塗布

してください。ピストンへ装着しやすくするためです。
eチューブガスケット
　グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付の際

には脱落防止になります。
rバルブパッキン、バルブ押え用ガスケット（エアクッ

ションタイプのみ）
　グリースを薄く塗布してください。バルブ組付の際に

は脱落防止になります。
tシリンダ各部品
　シリンダの各部品には図6の各部分にグリースを塗布

しますが、100ストロークのシリンダ1本に付表の表
の量が必要です。目安としては人差指ですくった程度
が約3（g）です。

L≒100mm、又はストローク×

eチューブガスケット
　精密ドライバー等で抜取ります。

rバルブパッキン、バルブ押え用ガスケット
（CBG1/CG5のエアクッションタイプのみ）

　図4を参照し、分解後精密ドライバー等で抜取ります。

tロックピストンパッキン（エンドロック部）

グリースの塗布について4

a. エンドロックユニットのゴムキャップの上からマ
ニュアルボルトを差込みます。（－※L　ロック
タイプの場合は不要）

b. 六角穴付ボルト2本を外し、エンドロックユニッ
トを引抜きます。

c. ø20～ø63はロックピストンパッキンを取外しま
す。

d. ø80、ø100はパッキン押えとロックピストンパ
ッキンを取外します。

注意
・CG5以外の場合

リチウム石けん基グリースJIS2号を使用してくださ
い。
・CG5の場合

指定グリースを使用してください。
指定外のグリースを使用しますと、作動不適合の原因
になります。
CG5用グリースパック品番：GR-R-010（10g）［食品
機械用グリース］
グリースパックは必要に応じた数量の手配をお願いし
ます。

図4　バルブパッキン、バルブ
押え用ガスケット位置

図5　ロックピストンパッキン取外し方法

図6　グリース塗布位置
CBG1シリーズ／
エンドロック部

図3　ピストンパッキン取外し方法

1
2

CBG1 SeriesCBG1 Series

CG1 SeriesCG1 Series

CG1-Z/CBG1/CG3/CG5·S Series　パッキン交換要領 2
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L

L

r t w e

グリース

グリース

1mm弱

グリース

1mm弱

図10　ロッドパッキン

qロッドパッキン

　パッキン方向を間違えないように装着します。この後、
図8のようにグリースをパッキンとブッシュ内周全面
に渡って塗布します。また、小口径の場合には、精密
ドライバー等を使って塗布してください。

wピストンパッキン

　パッキン装着後、図9のようにグリースをすり込む要
領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。

eチュ－ブガスケット（CG5を除く）

　カバーに装着します。

rバルブパッキン、バルブ押え用ガスケット
（CBG1/CG5のエアクッションタイプのみ）

　図4を参照し、所定の位置に装着します。

パッキンの装着について5

注意
組付け終了後には必ず作動および気密性に異常がない事
を確認してください。

　　　　　　ボア
ストローク　　　

100st時

50st割増

塗布位置

qwert
yuio!0

er

ø20

2

0.5

ø25

3

0.5

ø32

3

0.5

ø40

3～4

1

グリース塗布量（g）

※ラバークッションの場合は⑤⑥⑦はありません。
※⑨⑩はCBG1シリーズ／エンドロック部です。

　　　　　　ボア
ストローク　　　

100st時

50st割増

塗布位置

qwe
rty

ty

ø20

2

0.5

ø25

3

0.5

ø32

3

0.5

ø40

3～4

1

グリース塗布量（g）

図7　グリース塗布位置

図8　ロッドパッキン

図9　ピストンパッキン

CG5·S SeriesCG5·S Series

CG3 SeriesCG3 Series

CG1-Z/CBG1/CG3/CG5·S Series　パッキン交換要領 3

外周のグリース

溝部のグリース

約3g
1cm弱

①ロッドパッキン部 グリース量
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qロッドパッキン、クッションパッキン
精密ドライバーなどを差し込み抜き取ります。
カバーのパッキン溝に傷をつけないように注意してください。（図1参照）

wピストンパッキン
図2のように取り外してください。

eチューブガスケット
図2と同様の方法で取り外してください。

パッキンの取り外し2

つまんで引き抜く
傷に注意
してください

MB/MB1 SeriesMB/MB1 Series

作業工具は表1を参照してください。

図1　ロッドパッキン,クッションパッキンの取り外し 図2　ピストンパッキン
 の取り外し

シリンダは清浄な場所で分解・組付を行ってください。

シリンダの分解1

チューブ内径
六角レンチ対辺寸法

支持金具を
取り外す場合

タイロッドナットを
取り外す場合

4
5
6
8

6
8
10
12

表1　作業工具

32,40
50,63

80,100
125

CA2 SeriesCA2 Series

作業工具は表2を参照してください。
チューブ内径 適用ソケット

13（M8）
17（M10）
19（M12）

表2　作業工具

40,50
63

80,100 

MB-Z/MB1-Z/CA2-Z Series パッキン交換要領 1
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qロッドパッキン、クッションパッキン
パッキンの方向を間違えないように装着します。図4のようにパッキンを指で曲げて装着してください。

wピストンパッキン
図5のようにパッキンを引っ張りながら装着してください。

パッキンの装着4

qロッドパッキン、クッションパッキン
グリースをパッキンとブッシュ内周全体にわたって塗布してください。（図6参照）

wピストンパッキン
グリースを擦り込む要領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。（図7参照）

eシリンダ各部品
図9の各部品にグリースを塗布してください。100stのシリンダ1本につき表3の量のグリースが必要です。
目安としては人差し指ですくった程度が約3gです。（図8参照）

グリースの塗布5

ℓ
ℓ

溝部のグリース 外周のグリース

q u t r

y yw e ut

向きに注意
してください

向きに注意
してください

1cm弱

1mm弱

図4　ロッドパッキン、クッションパッキンの装着

図6　ロッドパッキン
 クッションパッキン

図7　ピストンパッキン

図9　グリース塗布位置

図8　グリース量

図5　ピストンパッキンの装着

図3　パッキン類へのグリース

q各パッキンの外周に薄くグリースを塗布してください。
wロッドパッキンの溝部にはグリースを充填してください。

パッキン類へのグリースの塗布3

または100mm以上
ストローク

2ℓ＝

MB-Z/MB1-Z/CA2-Z Series パッキン交換要領 2
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図10　タイロッド締付順序

qゴミ等が付着していないかよく調べ、パッキン等を傷つけないように行ってください。

wタイロッドはねじ長さが短い方に手でタイロッドナットを最後までねじ込み、
　シリンダに組み込んでください。

e反対側のカバーよりタイロッドナットを取り付け、タイロッドの張力が均一に
　なるようにタイロッドナットを締め付けてください。
　締め付ける際は、表4,5の適正締付トルクにて締め付けるようにしてください。
　支持金具の締付も同一です。

シリンダの組立6

チューブ内径 適正締付トルク
（N･m）

7.4
20
29

表5　適正締付トルク

40,50
63

80,100 

チューブ内径 適正締付トルク
（N･m）

5.1
11.0
25.0
30.1

表4　適正締付トルク

32,40
50,63

80,100
125

長短

ストローク
ボアサイズ

32
3～ 4
1

40
3～ 4
1

50
3～ 5
1

63
4～ 5
1.5

80
6～ 8
2

100
8～ 10
3

125
15～ 17
3

塗布位置
①②③④⑤⑥⑦

③④

表3　グリース塗布量（g）

100ストローク時
50ストローク割増

長短

CA2 SeriesCA2 Series

MB/MB1 SeriesMB/MB1 Series

MB-Z/MB1-Z/CA2-Z Series パッキン交換要領 3

※グリースは、GR-S-010（10g）、GR-S-020（20g）を使用してください。

qt

rw

e

383A



q分解する場所は十分広く取り、ごみなどの少ない場所
で行ってください。

wシリンダを取外した場合、機械側の配管口やゴムホー
スなどの先端は必ずきれいなウエスで保護し、ごみが
入らないように注意してください。

e摺動部には絶対に傷をつけないように注意し、分解し
てください。

rカバー（押え板）をピストンロッドより抜き取るとき、
パッキン、ブッシュに傷をつけないために、ロッド先
端の2面取部にバリが出ていないか確認し、バリが出
ている場合は「ヤスリ」を用い取除いてください。

tいずれか一方のタイロッド用ナットを「ソケットレン
チ用ラチェットハンドル」、「ソケットレンチ用T型ス
ライドハンドル」、「ソケットレンチ用スピナハンドル」
などを用いて緩め、タイロッドより取外す。使用する
「ソケットレンチ用ソケット」は表のとおりです。

yタイロッド4本をカバーより取外す。

uパッキン、ブッシュを傷つけないように、押え板（ロ
ッドカバー）をピストンロッドより取外す。

iピストンロッドを引っ張り、ピストンをシリンダチュ
ーブより引き抜く。

oシリンダチューブをヘッドカバーより取外す。

!0ロッドカバー部の分解について（ヘッドカバーも準ずる）

a. シリンダチューブガスケットを取外す。ガスケッ
トが極端に変形、もしくは切れている場合は交換
する。

b. 「マイナスドライバ」を用いクッションバルブをカ
バーより取外す。

 （工具：ねじ回し 呼び 8×150 普通形、普通級）

c. クッションバルブパッキンを「ウエス」などを用い
引き伸ばすようにし、クッションバルブより取外
す。

d. 押え板の六角穴付ボルトを「六角レンチ」を用いて
緩め、押え板を取外す。使用する「六角レンチ」は
下表のとおりです。

e. ワイパーリングを取外す。どうしても手で取れな
い場合は、小さな「マイナスドライバ」などを用い
傷つけないよう注意し、ほじるようにして取外す。

f. ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」など
を用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして
取外す。

g. 押え板ガスケットを取外す。

h. クッションパッキンは、圧入されているので、取
外す際の傷や圧入力変化で圧入部よりのエア漏れ
などが発生します。したがってクッションパッキ
ンを交換しなければならない場合は、ロッドカバ
ーアッセンブリ、ヘッドカバーアッセンブリで交
換してください。（第2種圧力容器対象品の場合、
ロッドカバー、ヘッドカバーの交換はできません
ので、別途ご相談ください）

i. ブッシュは、押え板に圧入されているので構造的
に取外しが困難なことと、たとえ取り外したとし
ても再圧入時の圧入代が低下してしまいますか
ら、交換しなければならない場合は、押え板アッ
センブリで交換してください。

a. シリンダチューブガスケットを取外す。ガスケッ
トが極端に変形、もしくは切れている場合は交換
する。

b. ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」など
を用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして
取外す。

c. クッションパッキンを取外す。

d. ブッシュはロッドカバーに圧入されているので構
造的に取外しが困難なことと、たとえ取外したと
しても再圧入時に圧入代が低下してしまいますか
ら、交換しなければならない場合は、ロッドカバ
ーアッセンブリで交換してください。

分解1

チューブ内径（mm）
125・140

160
180
200
250
300

使用ナット
1種、M14×1.5
1種、M16×1.5
1種、M18×1.5
1種、M20×1.5
1種、M24×1.5
1種、M30×1.5

適用ソケット
JISB4636 12角22
JISB4636 12角24
JISB4636 12角27
JISB4636 12角30
JISB4636 12角36
JISB4636 12角46

チューブ内径（mm）
125・140・160

180・200
250・300

六角穴付ボルト
M8×1.25×25L
M10×1.5×30L
M12×1.75×35L

六角レンチ呼び
6
8
10

チューブ内径（mm）
125・140

160

使用ナット
2種、M14×1.5
2種、M16×1.5

適用ソケット
JISB4636 12角22
JISB4636 12角24

CS1 SeriesCS1 Series

CS2 SeriesCS2 Series

CS1 SeriesCS1 Series

CS2 SeriesCS2 Series

CS1/CS2 Series　パッキン交換要領 1
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q t e r y ytw

L

L

q t e r y ytw

L

L

eパッキンの装着

パッキン交換2

qシリンダを組み立てる前に各部品は十分に洗浄を行い、
ごみなどの付着のないよう、きれいにしてください。

w組立に際し、あらかじめロッド、ブッシュ、チューブ
およびシールには十分グリースを塗布してください。

e部品に錆が発生している場合は、錆を完全に取り除い
てください。

r組立は清浄な場所で行い、絶対に異物が入らないよう
に注意して行ってください。

tシール装着の際は、シールに傷がつかないように注意
して行ってください。

yチューブにピストン、ブッシュにロッドを挿入する場
合は、それぞれのシールに傷がつかないよう注意して
作業を行ってください。

uタイロッドやボルトの締付けは下表に示す適正な締付
トルクで行ってください。

組立3

または100mm以上
ストローク

2L＝

グリースは、
リチウム石けん基
グリースJIS2号相当品を
使用してください。

100st時
50st割増

125

15～17
3

140

20～22
3

160

24～26
3

塗布
位置
q～y

er

グリース塗布量（g）
チューブ
内径（mm）

グリースは、リチウム石けん基グリースJIS2号相当品を使用して
ください。

100st時
50st割増

125チューブ
内径（mm）

15～17
3

140

20～22
3

160

24～26
3

180

27～29
4

200

30～32
4

250

33～35
5

300 塗布
位置

36～38
5

q～y

er

グリース塗布量（g）

a. ワイパーリング・ロッドパッキン
 パッキンの方向を間違えないように装着してくだ
さい。

b. ワイパーリング以外のパッキン類の装着
 パッキン装着後、ブッシュ内周全面にグリースを
すり込む要領でグリースを塗布してください。

a. ロッドパッキン、クッションパッキンの方向を間
違えないように装着してください。

b. ロッドパッキン、クッションパッキン以外のパッ
キン類（方向性のないパッキンの装着）

 パッキン装着後、ブッシュ内周前面にグリースを
すり込む要領でグリースを塗布してください。

締付トルク（N・m）
チューブ内径（mm）

鉄チュ－ブ
アルミチュ－ブ

タイ
ロッド

49   
39.2

160
75.5
62.8

180
103   
  92.7

200
147.1
132.4

250
254
―

300
451.1
―

押え板ボルト 11 22 38

125 140

締付トルク（N・m）
チューブ内径（mm） 160

62.839.2締付トルク
125 140

qパッキンの取り外し
ワイパーリング、ロッドパッキン、バルブパッキン、
チューブガスケット、押え板ガスケットの取り外しは
「    分解」を参照してください。
ピストンパッキンはパッキン溝が深いため、精密ドラ
イバではなく手でピストンパッキン周囲の一方から押
しつつんで、浮き出たところを引き抜きます。

wグリースの塗布
a. パッキン類
 グリースを薄く塗布してください。
b. シリンダ各部品
 下図の各部品にグリースを塗布しますが、100ST
のシリンダ1本につき表の量が必要です。

1

CS1 SeriesCS1 Series

CS1 SeriesCS1 Series

CS2 SeriesCS2 Series

CS2 SeriesCS2 Series

CS1 SeriesCS1 Series

CS2 SeriesCS2 Series

CS1/CS2 Series　パッキン交換要領 2
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q分解
a. ø4～ø10の場合
 シリンダチューブを万力等で軽く固定し、ロッド
カバーに設けた二面幅をスパナ等でくわえ、反時
計回りに回転させてロッドカバーを外します。

b. ø12～ø20の場合
 適正なプライヤ（穴用Ｃ型止め輪用工具）にて止め
輪を取り外します。

 取り外しの際に止め輪がプライヤから外れて飛び、
人体および周辺機器に損害を与えてしまう恐れが
ありますのでご注意ください。

w既存パッキンの取外し
ピストンパッキン、チューブガスケット（Oリング）は
パッキンの端をつまみ、溝から抜き取ります。
ロッドパッキンは細い時計ドライバ等を使用し、パッ
キン溝から抜取りますが、その際、溝内および軸受部
にキズを付けないよう注意してください。

qパッキンの装着
a. チューブガスケット（Oリング）
 チューブガスケット（Oリング）表面には、パッキン
セットに付属されている専用グリースを薄く塗り、
所定の溝に装着してください（複動形のみ）。

b. ピストンパッキン
 ピストンパッキン側面に設けてある凹凸部の凹部
に専用グリスを塗り込み、その後、所定の溝にね
じれがないように装着してください。

c. ロッドパッキン
 ロッドパッキン全体に専用グリスを薄く塗り、ま
た、U溝部に専用グリスを塗り込みます。

 その後、所定の溝に装着してください。ロッドパ
ッキンには装着の向き（リップ部がヘッド側）があ
りますのでご注意ください（複動形のみ）。

分解方法1

組立方法2

wシリンダチューブへのグリスの塗布
各種パッキンを交換した際はシリンダチューブへのグ
リスの塗布をおすすめいたします。
既存のグリースを奇麗なウエス等で拭き取ってくださ
い。その際、シリンダチューブ内面にキズを付けない
ように注意すると共に、ウエス等の繊維を残さないよ
うに注意してください。
エア漏れの原因になります。

e組立
a. ø4～ø10の場合
 ロッドカバーアセンブリにピストンロッドアセン
ブリを組付け後、シリンダチューブに装着してく
ださい。

 ロッドカバーの締付けは、下表のトルクで行って
ください。

b. ø12～ø20の場合
 ロッドカバーアセンブリにピストンロッドアセン
ブリを組付け後、シリンダチューブに装着してく
ださい。

 適正なプライヤ（穴用C型止め輪用工具）にて止め輪
を装着します。

 装着の際に止め輪がプライヤから外れて飛び、人
体および周辺機器に損害を与えてしまう恐れがあ
りますのでご注意ください。

 また、確実に止め輪溝に入っていることを確認し
てください。

パッキン交換後の製品は作動検査、エア漏れ検査を実施
し、異常がないことを確認してから、使用してください。

検査3

ø4

0.97N・m
±10％

ø6

3.08N・m
±10％

ø8

5.02N・m
±10％

ø10

5.63N・m
±10％

ロッドカバー締付トルク

CUJ Series　パッキン交換要領
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エンドロックユニット

パッキン押え
ø80、100の場合使用

ロックピストンパッキン

シリンダは清浄な場所で分解・組付けする必要がありま
す。きれいなウェスなどを敷き行ってください。
分解の際には、チューブカバーの二面取り部分を万力な
どではさみ、ロッドカバーの二面取り部分にスパナやモ
ンキー等を掛けてゆるめ、ロッドカバーを取外してくだ
さい。再度締めつける時は、分解前の位置より2°位増
締めてください。

分解は、構造図および構造部品を参照して行ってくださ
い。

q外観の清掃
　分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないよう、
外観の汚れを取除いてください。特にピストンロッド
表面とカラー部は注意をお願いします。

w止め輪の取外し
　適切なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて行ってく
ださい。また、取外しの際に止め輪がプライヤから外
れて飛び、人体および周辺機器に損害を与えてしまう
恐れがありますのでご注意ください。

e分解
　ピストンロッド先端にボルトやナットを取付けるなど
してロッドカバー、カラーと共に引き抜き、その後カ
ラーをピストンロッドから取外します。その際チュー
ブ内径やカラー軸受部に傷を付けないように注意して
ください。

シリンダの分解・再組立

シリンダ分解1

注意
q止め輪の着脱
取付け、取外しは適正なプライヤ（C形止め輪取付工
具）にて行ってください。
適正なプライヤ（C形止め輪取付工具）をご使用の場合でも
プライヤの先端部から外れ、止め輪が飛び出し人体および
周辺機器に障害を与えてしまう恐れがありますので注意し
てください。また、取付けの際には確実に止め輪溝に入っ
ているか確認してからエアを供給してください。

wパッキン類の交換は、十分な知識と経験を持った人
が行ってください。
分解、再組付後のシリンダの安全性は作業を行った人の責
任になります。

eパッキン類の交換は部品の角等で手や指を切らない
よう、十分注意して行ってください。

シリンダ保守等でさらにグリースが必要な場合は、
別途グリースパックを用意しておりますのでご利用
ください。また、ø20～ø63にはロックホルダー取
付ボルトが同封してあります。シリンダ分解組み立
てを行う場合には、必ず交換してください。エア漏
れの原因となります。

ロッドカバー固定用ボルト、カラー固定用止め輪の
取外し

a. ø12～ø32
ロッドカバー固定用六角穴付ボルトを六角レンチ
にて外します。

b. ø40～ø63
止め輪を適切なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）
で外し、さらにシリンダチューブ側面にある六角
穴付止めねじを六角レンチ（対辺2mm）で外しま
す。取外しの際に止め輪がプライヤから外れて飛
び、人体および周辺機器に損害を与えてしまう恐
れがありますのでご注意ください。

a. エンドロック取外し（図1）
ロックピストンパッキン
エンドロックユニットのゴムキャップの上から
マニュアルボルトを差込み内部のロックピスト
ンにねじ込みます。（－※Ｌ　ロックタイプの場
合は不要）
六角穴付ボルト2本を外し、エンドロックユニッ
トを引抜きます。
ø20～ø63はロックピストンパッキンを取外し
ます。
ø80、ø100はパッキン押えとロックピストンパ
ッキンを取外します。
次にロックホルダー取付ボルトを外し、ロック
ユニット、ガスケットを取外します。

図1　エンドロック取外し方法

CBQ2 SeriesCBQ2 Series

CQ2K SeriesCQ2K Series

CBQ2 SeriesCBQ2 Series

CQS/CQ2（-Z）/RQ/CXT/CVQ Series パッキン交換要領 1
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傷に注意

つまんで引き抜く

グリース

グリース

溝部のグリース

1cm弱

外周のグリース

摺動部切り上がり部

二面巾部

軸受部

摺動部

qロッドパッキン
　使用工具：精密ドライバーなど
　カバーの前側から図2のように精密ドライバーなどを
差込み抜取ります。
　この時、カバーのパッキン溝に傷をつけないよう注意
してください。

wピストンパッキン
まずピストンパッキンまわりのグリースを拭取ってく
ださい。取出しやすくなります。
ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーでは
なく手でピストンパッキン周囲の一方から押し出すよ
うにして浮き出たところを引き抜きます（図3）。

eチューブガスケット
精密ドライバーなどで抜取ります。

パッキン取外し2
qロッドパッキン
　交換用パッキンの全周に薄くむらなく塗布してくださ
い。また、溝部にはグリースを充填してください（図4）。

wピストンパッキン
　グリースをパッキンの外内周にまんべんなく薄く塗布
してください。ピストンへ装着しやすくするためです。

グリスの塗布3

ロッドカバー、カラーを精密ドライバーなどで差し
込み抜き取ります。カラーのパッキン溝に傷をつけ
ないように注意してください。

図2　ロッドパッキン取外し方法

図4　ロッドパッキン

図5　ピストンパッキン

図3　ピストンパッキン

図6　グリース塗布位置

図7 図8　グリース量

eチューブガスケット
　グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付の際
には脱落防止になります。

rシリンダ各部品
a. シリンダの各部品には図6の摺動部にグリースを塗
布しますが、100ストロークのシリンダ1本につき
表1の量が必要です。目安としては人差し指ですく
った程度が約3（g）です。

ℓ≒100mmまたはストローク×
1
2

20 25 32 40 50 63 80 100
チューブ内径

(mm)ストローク

2
0.5

100st時
50st割増

3
0.5

3～4
1

3～5
1

4～5
1.5

6～8
1.5

8～10
2

3
0.5

表1　塗布量 （g）

CQ2 SeriesCQ2 Series
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b. 各部品の摺動部にグリースを塗布してください。

摺動部面取り部

二面幅部

軸受部

摺動部

摺動部切り上がり部

二面巾部

軸受部

摺動部

摺動部

CQ2/RQ SeriesCQ2/RQ Series

CQ2K SeriesCQ2K Series

CBQ2 SeriesCBQ2 Series

CQS/CQ2（-Z）/RQ/CXT/CVQ Series パッキン交換要領 3

389



グリース

≒
1
m
m

グリース

≒
1
m
m

qロッドパッキン
　パッキンの方向を間違えないように装着します。
　装着後にグリースをパッキンと軸受部にむらなく塗布
してください。
　また小口径の場合には、精密ドライバーなどを使って
塗布してください。

wピストンパッキン
　パッキンがねじれないように装着してください。装着
後にグリースをパッキン外周部とパッキンと溝の間に
塗り込むように塗布してください。

パッキン装着4

eチューブガスケット
　カバーに装着します。

パッキンの向きについては、ロッドカバーAss'yを
ピストン側より目視し、ガイドの内径摺動部よりロ
ッドパッキンの内径摺動部が全て見えるようにお願
いします。

装着後にグリースをパッキンと軸受部にむらなく塗
布してください。

CQ2K SeriesCQ2K Series

CQS/CQ2（-Z）/RQ/CXT/CVQ Series パッキン交換要領 4
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ロッドカバー固定用
六角穴付ボルト

カラー固定用
六角穴付止めねじチューブ内径（mm）

M3×0.5×＊L
M2.5×0.45×6L
M3×0.5×＊L
M2.5×0.45×6L
M5×0.8×＊L
M3×0.5×10L
M5×0.8×＊L
M4×0.7×10L
M5×0.8×＊L

－
－
－

スイッチなし
スイッチ付
スイッチなし
スイッチ付
スイッチなし
スイッチ付
スイッチなし
スイッチ付

－
－
－
－
－
－
－
－
－

M3×0.5×4Lとがり先
M4×0.7×6Lとがり先
M4×0.7×6Lとがり先

推奨締付トルク
（N・m）

0.59～1.06
0.33～0.61
0.59～1.06
0.33～0.61
2.84～5.10
0.59～1.06
2.84～5.10
1.37～2.45
2.84～5.10
0.20～0.39
0.20～0.39
0.20～0.39

12

16

20

25

32
40
50
63

※＊L：六角穴付ボルトの長さは、ストロークで異なります。

CQ2K SeriesCQ2K Series

e止め輪の装着
　適正なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて行ってく
ださい。また、装着の際に止め輪がプライヤから外れ
て飛び、人体および周辺機器に損害を与えてしまう恐
れがありますので注意してください。また、確実に止
め輪溝に入っているかを確認してください。

qロッドカバー、カラーをピストンロッドに挿入
　ピストンロッド先端部または30°の切り上がり部分
および2面巾部にグリースを塗布し、ロッドパッキン
に傷を付けないようにゆっくり丁寧に挿入してくださ
い。

wピストンおよびロッドカバー、カラーをチューブへ挿入
　チューブ挿入部にグリースを塗布し止め輪溝などでピ
ストンパッキンやチューブガスケットを傷つけないよ
うにゆっくり丁寧に挿入してください。

シリンダの組み立て5

a. ロッドカバー固定用ボルト、カラー固定用止め輪の
装着

1）ø12～ø32
ロッドカバー固定用六角穴付ボルトは、六角レン
チを用いて推奨締付トルクにて締付けてくださ
い。（推奨締付トルクは、表を参照ください。）

2）ø40～ø63
カラーは、外周上の穴位置とシリンダチューブの
タップが合うように位置合わせし、推奨締付トル

クにて六角穴付止めねじを締付けてください。（推
奨締付トルクは、表を参照ください。）
また、止め輪は適正なプライヤ（穴用C形止め輪用
工具）で装着してください。装着の際に止め輪が
プライヤから外れて飛び、人体および周辺機器に
損害を与えてしまう恐れがありますので注意して
ください。また、確実に止め輪溝に入っているか
を確認してください。

CQS/CQ2（-Z）/RQ/CXT/CVQ Series パッキン交換要領 5
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呼吸穴は内側

グリース塗布

グリース塗布

ロックホルダ

ロックホルダ用
ガスケット

ロックピストンパッキン

断面

呼吸穴は内側

グリース塗布

ロックホルダ

パッキン押え

カラー、ヘッドカバー

ロックホルダ用
ガスケット

ロックピストンパッキン

断面

グリース塗布

呼吸穴はポート側

ロックホルダ

ロックホルダ用
ガスケット

ロックピストンパッキン

断面

CBQ2 SeriesCBQ2 Series

a. エンドロック装着
ロックピストン表面、ロックホルダー内面にグリス
を塗布し、ガスケット、ロックホルダーを挿入し、
パッキンセットに付属の新しい六角穴付きボルトで
固定します。
エンドロックユニットを挿入し、パッキンセットに
付属の新しい六角穴付きボルトで固定します。
（図9、10、11）

図9　エンドロック部再組付（ø20、ø25） 図10　エンドロック部再組付（ø32～ø63）

図11　エンドロック部再組付（ø80、ø100）

六角穴付きボルト 適用シリンダ内径
ø20～ø63

ø80～ø100

締付トルク
0.71～0.86
2.65～3.24

M3
M5

キャップ、ロックホルダ用ボルト締付トルク

CQS/CQ2（-Z）/RQ/CXT/CVQ Series パッキン交換要領 6
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r組み立て確認
　パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、最
低作動圧力でスムーズに作動するか確認をお願いしま
す。

b. 駆動シリンダをプレートAwに固定している4本
のボルトを外す。注）

c. 駆動シリンダを新しいものと入れ替え4本のボル
トで固定する。この際ピストンロッド@4がプレ
ートAwの穴の内側に当たっていないか確認して
ください。

d. ピストンロッド@4にアダプタ!0をねじ込みスパ
ナを用いて締付ける。

注）短ストローク品の場合プレートAwをスライドブロックq

の隙間が狭いために六角レンチが入らないことがありま
すが、その場合にはプレートAとガイド軸rの締結ボルト
@02本をゆるめてプレートAごと取外して駆動シリンダを
交換してください。

eシリンダのパッキン類のみを交換する場合には2）
でシリンダを取外してから実施してください。交換
要領につきましては、「別紙シリンダ用パッキン交
換要領書」を参考にしてください。

駆動シリンダの交換
q本機の駆動シリンダは標準の薄形シリンダを使用し
ておりますのでそれのみでの交換が可能です。使用
しているシリンダの型式は以下の通りです。

適用型式
CXT□12
CXT□16
CXT□20
CXT□25
CXT□32
CXT□40

駆動シリンダ型式
CDQSB12-＊＊DC
CDQSB16-＊＊DC
CDQSB20-＊＊DC
CDQSB25-＊＊DC
CDQ2A32-＊＊DC
CDQ2A40-＊＊DC

＊＊はストロークを示す

w交換手順
　173ページの構造図を見ながら以下の手順に従って
実施してください。

a. ピストンロッド@4とアダプタ!0の締結をスパナ
を用いて外す。

CXT SeriesCXT Series

CQS/CQ2（-Z）/RQ/CXT/CVQ Series パッキン交換要領 7
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傷に注意

傷に注意

傷に注意

つまんで引抜く

q外観の清掃
　分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないように
外観の汚れを取り除いてください。
　特にピストンロッド表面には注意をお願いします。
wスイッチレール取外し【スイッチ付のみ】
　六角ボルトを緩め、スイッチレールおよびスイッチレ
ール台座を取り外してください。

eロッドカバー取外し

r分解
ピストンロッド先端にボルトやナットを取付けるなど
してピストンロッドを引抜きます。その際、チューブ
内径に傷を付けないように注意してください。

tヘッドカバー取外し

シリンダの分解1

qロッドパッキン
　ロッドカバー後面から精密ドライバーなどを差込み抜
き取ります。ロッドカバーのパッキン溝およびスクレ
ーパを傷つけないように注意してください。

パッキンの取外し2

wクッションパッキン

eピストンパッキン
ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーでは
なく手でピストンパッキン周囲の一方から押し出すよ
うにして浮き出たところを引抜きます。（図4）

　ロッドカバー後面から精密ドライバーなどを差込み
抜き取ります。ロッドカバーのパッキン溝を傷つけ
ないように注意してください。
　同じようにヘッドカバー前面から精密ドライバーな
どを差込み抜き取ります。ヘッドカバーのパッキン
溝を傷つけないように注意してください。（図3）

六角穴付ボルトを緩め、ロッドカバーを取外してく
ださい。

タイロッドボルトを緩め、ロッドカバーを取外して
ください。

六角穴付ボルトを緩め、ヘッドカバーを取外してく
ださい。

タイロッドボルトを緩め、ヘッドカバーを取外して
ください。

HYC SeriesHYC Series

HYC SeriesHYC Series

HYQ SeriesHYQ Series

HYC SeriesHYC Series

HYQ SeriesHYQ Series

HYC SeriesHYC Series

HYQ SeriesHYQ Series

図1

図3

図4

図2

HYQ/HYC Series　パッキン交換要領 1

394

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



グリース
グリース

グリース

摺動部

切り上がり部

二面巾部

軸受部

摺動部

二面巾部

摺動部
切り上がり部

軸受部 摺動部

rチューブガスケット
手で一方から押し出すようにして、浮き出たところを
引抜きます。（図4）

tニードルスクレーパ

eチューブガスケット
グリースを薄く塗布してください。

rロッドスクレーパ
ロッドスクレーパの溝部にグリースを充填してくださ
い。（図9）

tシリンダ各部品

各部品にグリースを塗布してください。（図10）

ニードルスクレーパに先が尖っているものを差込み
抜き取ります。その際、怪我などに注意してくださ
い。（図5）

HYQ SeriesHYQ Series

各部品にグリースを塗布してください。

HYC SeriesHYC Series

図11

HYC SeriesHYC Series

HYC SeriesHYC Series

図10

図9

図5

図6　ロッドパッキン

図8　クッションパッキン

図7　ピストンパッキン

qロッドパッキンおよびピストンパッキン（図6、図7）
　交換用パッキンの全周に薄くむらなく塗布してくださ
い。また、溝部にはグリースを充填してください。

wクッションパッキン（図8）

グリースの塗布3

HYQ/HYC Series　パッキン交換要領 2
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グリース

≒
1
m
m

グリース ≒
1
m
m

ロッド側 ヘッド側

tニードルスクレーパ

手で押し込んで装着します。その際、カバー端面よ
り出っ張らないように装着してください。

HYC SeriesHYC Series

六角穴付ボルトのねじ部に塗布されている接着剤を
拭き取り、再度接着剤（ロックタイト242（青））を
塗布する。
シリンダチューブとヘッドカバーを六角穴付ボルト
で締付ける。

HYQ SeriesHYQ Series

qロッドパッキン
パッキンの方向を間違えないように装着します。
装着後にグリースをパッキンと軸受部にむらなく塗布
してください。

パッキンの装着4

適用ボア 締付トルク（N・m）
2.1～3.9
3.6～6.8

2.1～3.9

3.6～6.8
8.8～16.2

ø20
ø25
ø32
ø40
ø50
ø63

適用ボア 締付トルク（N・m）

8.8～16.2

17.2～31.8

ø32
ø40
ø50
ø63

タイロッドナットのねじ部に塗布されている接着
剤を拭き取り、再度接着剤（ロックタイト242（青））
を塗布する。
シリンダチューブとヘッドカバーをタイロッドボ
ルトで締付ける。

HYC SeriesHYC Series

HYQ SeriesHYQ Series

図12

図15

HYC SeriesHYC Series

図13

HYC SeriesHYC Series

図14

wピストンパッキン
　パッキンがねじれないように装着してください。
eクッションパッキン

rチューブガスケット
　脱落に注意し、装着してください。

パッキンの方向を間違えないように装着します。

qヘッドカバーの締付け。

wシリンダチューブにピストンロッドAss'yを挿入
シリンダチューブ挿入部にグリースを塗布し、ピスト
ンパッキンやチューブガスケットを傷つけないように
ゆっくり丁寧に挿入してください。

シリンダの組立5

表1

表2

HYQ/HYC Series　パッキン交換要領 3
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HYQ SeriesHYQ Series

rスイッチレール取付【スイッチ付のみ】

t組立確認
パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、最
低作動圧力でスムーズに作動するか確認をお願いしま
す。

六角穴付ボルトのねじ部に塗布されている接着剤を
拭き取り、再度接着剤（ロックタイト243（青））を塗
布する。
シリンダチューブとヘッドカバーを六角穴付ボルト
で締付ける。（締付トルク：表1参照）

HYC SeriesHYC Series

タイロッドナットのねじ部に塗布されている接着剤
を拭き取り、再度接着剤（ロックタイト243（青））を
塗布する。
シリンダチューブとロッドカバーをタイロッドボル
トで締付ける。（締付トルク：表2参照）

eロッドカバーの締付

適用ボア 締付トルク（N・m）
1.1～1.9ø20～ø63

HYQ/HYC Series　パッキン交換要領 4
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締結ボルト
ピストンロッド

プレートAss’y

傷に注意

つまんで引抜く

注意
チューブ内径40mm以上のパッキン交換は、当社に修理を依頼してくださ
い。
チューブ内径40mm以上のロッドカバー締付トルクは極めて大きいため、パッキ
ン交換時等で分解の必要が生じた場合は、当社に修理を依頼してください。
また、パッキンセットの供給は可能ですが、当社以外で分解した場合の損傷および
故障については保証の対象外となります。

q外観の清掃
分解時にゴミや異物がシリンダ内に浸入しないように外観の汚れを取り
除いてください。
特にピストンロッドおよびガイドロッド表面には注意をお願いします。

wプレートAss’y取外し
ピストンロッドを引き出した状態で、ピストン
ロッドの2面巾をスパナ等で固定し、ピストン
ロッドを回しプレートから締結ボルトを取外し、
プレートAss’yを引き抜きます。

eロッドカバーAss’y取外し
ロッドカバーの2面巾をスパナ等で回し、ロッ
ドカバーAss’yを取外します。

r分解
締結ボルトにナット部を取付けるなどしてピス
トンロッドを引抜きます。その際、ボディ内径
に傷を付けないように注意してください。

シリンダの分解1

qロッドパッキン
ロッドカバー後面から精密ドライバーなどを差込み抜き取ります。ロッ
ドカバーのパッキン溝を傷つけないように注意してください。

パッキンの取外し2

wOリング（ロッド側）【図1】
手で一方から押し出すようにして、浮き出たところを引抜きま
す。

eピストンパッキン【図1】
ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーではなく手で
ピストンパッキン周囲の一方から押し出すようにして浮き出た
ところを引抜きます。

図1

HYG Series　パッキン交換要領 1
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eスクレーパ
スクレーパ（ピストンロッド部、ガイドロッド部）の溝部にグリ
ースを充填してください。

qロッドパッキンおよびピストンパッキン
交換用パッキンの全周に薄くむらなく塗布してください。また、
溝部にはグリースを充填してください。

wOリング（ロッド側）
グリースを薄く塗布してください。

グリースの塗布3

rシリンダ各部品
各部品にグリースを塗布してください。

qロッドパッキン
パッキンの方向を間違えないように装着します。
装着後にグリースをパッキンにむらなく塗布してください。

wピストンパッキン
パッキンがねじれないように装着してください。

eOリング（ロッド側）
脱落に注意し、装着してください。

パッキンの装着4

HYG Series　パッキン交換要領 2

グリースグリース

ロッドパッキン ピストンパッキン

グリース

摺動部

ブッシュ内面

摺動部

切り上がり部

四面巾部

ボディ内面

ブッシュ内面

摺動部

グリース

≒
1
m
m
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qボディにピストンロッドAss’yを挿入
ピストンパッキンを傷つけないようにゆっくり丁寧に挿入してください。

wロッドカバーの締付
ボディにロッドカバーを締付ける。（締付トルク：表1参照）
その際、Oリングのはみ出しやむしれ等がないように注意してください。

eプレートAss’yの締付
プレートのねじ穴部に接着剤を塗布する。（接着剤の種類：ロックタイト
263【赤】）
プレートAss’yのガイドロッドをボディに挿入する。
ピストンロッドの2面巾をスパナ等で固定し、ピストンロッドを回し締
結ボルトとプレートAss’yを締付ける。
（締付トルク：表2参照）

r組立確認
パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、最低作動圧でスムー
ズに作動するか確認をお願いします。

シリンダの組立5

チューブ内径（mm）
20
25
32

締付トルク（N・m）
140
260
500

チューブ内径（mm）
20
25
32

締付トルク（N・m）
2.1～3.9
3.7～6.7
8.8～16.2

表1

表2

HYG Series　パッキン交換要領 3
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A

図1

図2

図3

a. ヘッドカバー上面のシンヘッドねじ（片側2ヶ所、両側で計4ヶ所）のシンヘッドねじを取外し、ヘッドプレートとベ
ルトクランプを取外します。（図1参照）

b． エンドカバー（移動子の両側）の固定用ボルトを外し、エンドカバーを取外します。（図1参照）
（エンドカバーを取外す際、スペーサ、ストッパー、両丸平行キーが落下する可能性がありますので、紛失にご注意
願います。）

c． トップカバーを取外します。

a. 両面にグリースを塗布したダストシールバンド（表1）を端部がヘッドカバー上面のM3ねじ部と突起部の中間位置（目
安：A寸法）となるように装着します。（図2参照）

b. 両丸平行キーを装着し、エンドカバー、スペーサ、ストッパーを固定ボルトで装着します。（エンドカバー締付トル
クは表2参照）
（エンドカバーを固定する際、エンドカバー下部とシリンダチューブ上面とのクリアランスが1mm程度になるように
固定してください。）（図3参照）

分解1

組立2

MY1B-Z Series　ダストシールバンド交換要領 1

チューブ内径（mm）
25
32
40

表1　ダストシールバンド品番
推奨長さ品番

（ストローク＋184）0/－2
（ストローク＋242）0/－2
（ストローク＋286）0/－2

MY1B25-16B-ストローク
MY1B32-16B-ストローク
MY1B40-16B-ストローク

チューブ内径（mm）
25
32
40

表2　エンドカバー固定用
六角穴付ボタンボルトサイズ、締付トルク

トルク値（N・m）サイズ
0.7
0.7
0.7

M4
M4
M4

チューブ内径（mm）
25
32
40

ダストシールバンド端面部設置位置
A
12
18
18

A

クリアランス　1mm

エンドカバー

ヘッドプレート

トップカバー

エンドカバー

ベルトクランプ

シンヘッドねじ
ボタンボルト

エンドカバー

スクレーパ

サイドスクレーパ

軸受

ダストシールバンド

突起部 M3ねじ

スペーサ
ストッパ

両丸平行キー

ダストシールバンド

突起部 M3ねじ

本シリーズはモデルチェンジ品です。
下記ご確認のうえ手配してください。
•旧シリーズ（生産終了品） MY1B\P.124
•新旧確認方法\P.769、770

401



MY1B-Z Series　ダストシールバンド交換要領 2

c． 片側のダストシールバンドとベルトクランプ、ヘッドプレートをシンヘッドねじにより固定します。（図4参照）
（シンヘッドねじ締付トルクは表2参照）

d． ダストシールバンドの片側を固定後、シリンダを数
回（3～4回）往復させ、ダストシールバンドのたるみ
がないことを確認願います。

e． 反対側のダストシールバンドとベルトクランプ、ヘ
ッドプレートをシンヘッドねじにより固定します。

f． トップカバーを装着し、シリンダを手動にて数回往
復させ、ダストシールバンドの浮き上がり、たるみ
がなければ終了です。

図4

チューブ内径（mm）
25
32
40

表2　ヘッドプレート固定用
シンヘッドねじサイズ、締付トルク

トルク値（N・m）サイズ
0.63
0.63
0.63

M3
M3
M3

シンヘッドねじ

ヘッドプレート

ベルトクランプ

シンヘッドねじ

ヘッドプレート

トップカバー
ベルトクランプ
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MY1B16

MY1B20

両丸平行キー

エンドカバー

スペーサ スクレーバ

ストッパ

六角穴付ボタンボルト

MY1B50・63・80・100

ベルトクランプ

A

B

止めねじ

ダストシールバンド

六角穴付ボタンボルト

エンドカバー

移動子

トップカバー

キャップボルト

ヘッドカバー

六角穴付ボタンボルト

クリアランス　1mm

エンドカバー

シリンダチューブ

ダストシールバンド スライドテーブル

シリンダチューブ
図3

図1

図2

ねじサイズ 締付トルク
（N・m）口径

M3×0.5
M5×0.8

0.3
1.5

10
16・20

50・63・80・100

表2　六角穴付ボタンボルト適性締付トルク

推奨長さ品番
110　　0

－1　+st
160　　0

－1　+st
200　　0

ー1　+st
328　＋2

　0　+st

MY10-16B-st
MY16-16B-st
MY20-16B-st
MY50-16B-st

推奨長さ品番
382　＋2

　0　+st
544　＋2

　0　+st
634　＋2

　0　+st

MY63-16B-st
MY80-16B-st

MY100-16B-st

表1　ダストシールバンド品番

注）止めねじの処理色によって品番が異なりますので、ご確認願います。
（ø10，80，100を除く）
•黒色亜鉛クロメート→MY※※-16B-ストローク
•ニッケルめっき　　→MY※※-16BW-ストローク

a. ヘッドカバーの片側2ヶ所、両側で合計4ヶ所の止めねじ（点線内）を3回転程緩
めます。

b． エンドカバー（移動子の両側）の固定用六角穴付ボタンボルト2本を外して、エ
ンドカバーを取り外します。なお、六角穴付ボタンボルトを取り外した時に、
スペーサ・ストッパおよび両丸平行キーが落下する可能性がありますので、ご
注意願います。（図－1・2参照）

c． 反対側エンドカバーも同様に取外します。
d． トップカバーを取外します。
e． ダストシールバンドを抜き出します。

a. 交換用ダストシールバンドは、あらかじめベルトの両端に図4のよう
にマーキングをした上、全体に注1）グリースを塗布します。

 （出荷時にはダストシールバンドを推奨長さにて出荷しておりますが、
組付前に再度（表1参照）、ご確認願います。）

b． 交換用ダストシールバンドを移動子内に置きます。
c． エンドカバー Ass'y下部とシリンダチューブ上面とのクリアランスが

1mm程度になる様に、エンドカバーを固定します。この時、六角穴
付ボタンボルトの締付トルクは、表2を参照願います。反対側も同様
に固定します。（図2）

 エンドカバー固定時は、スクレーパ・スペーサ・ストッパ・両丸平行キ
ー（ø16, ø20）が装着されていることを確認願います。

 （ø80～ø100は、エンドカバー鉄製のため、上記確認部品は装着さ
れておりません。）

d． ダストシールバンドを両側とも、マジックで線を引いた部分（約
10mm）あたりまでヘッドカバーに差込みます。このとき、ダスト

分解1

組立2

MY1B Series　ダストシールバンド交換要領 1
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ダストシールバンド

シールマグネット

W1 W2

図5

10（ø20≒15）

10（ø20≒15）

図4

 シールバンドを両側に引っ張るようにして（図3）シリンダチューブの
溝にはめ込むことも同時に行ってください。また、ダストシールバン
ドのステンレス板は、0.1mmと薄いので、挿入時に曲げ・折れなど発
生しないよう取り扱いにはご注意ください。（ø16～ø63）
※MY1B10・80・100のダストシールバンド装着方法は、マグネット方式を採用し
ています。図5中のW1・W2のスキマを同じ位になるように取付けてください。
その他の作業は、4項と同じです。

e． ダストシールバンドの浮き上がり等がないように装着後、A側の止め
ねじ2ヶだけを締付けます。

 この時、締付けすぎによるねじ付近のダストシールバンドの浮き上が
りが発生しないよう、調整してください。締付トルクは、0.1N・m
（1kgf・cm）が適当です。
f． ダストシールバンドのたるみを除去するため、移動子を両ストローク
エンドまで３・４回往復させてください。

g． 移動子を必ずB側ストローク端まで戻し、ダストシールバンドが約
10mm、ヘッドカバーに差し込まれていることをマジックの線により
確認後、B側の止めねじも同じように締付けます。

h． トップカバーを装着します。
i． 再び、移動子を数回手で往復させて、ダストシールバンドの浮き上が
り・たるみがなければ終了です。

注1）グリースはリチウム石鹼基グリースの調度1号または2号をご使用ください。

MY1B Series　ダストシールバンド交換要領 2
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ダストシールバンド

止めねじ

A

B

六角穴付ボタンボルト

エンドカバー

ベルトクランプ

六角穴付ボルト ヘッドカバー 

軸受け摺動部およびダストシールバンドへの定期的（1
回／月）なグリース塗布を行うことにより、さらに寿命
の向上が望めますのでお勧めします。
推奨グリースは、グリースパック品番：GR-S-010をご
使用願います。

qダストシールバンドの交換は、『MY1M／Cダストシ
ールバンド交換要領』をご参照ください。

w保護カバー付シリンダ本体設置方法

本体設置方法は『MY1□W本体設置要領』をご参照く
ださい。

e保護カバー付シリンダサイドシール装着方法

サイドシールの装着は『MY1□WKサイドシール装着
要領』をご参照ください。

メンテナンス方法

q分解

a． ヘッドカバーの片側2ヶ所、両側で合計4ヶ所の
止めねじを緩めます。

b． エンドカバー（移動子の両側）の固定用六角穴付ボ
タンボルト2本（4本）をはずしてエンドカバーを取
りはずします。

ダストシールバンド交換1
MY1M／C SeriesMY1M／C Series

c． 反対側エンドカバーも同様に取りはずします。

d． この状態でダストシールバンドを抜き出します。

表1　ダストシールバンド規格表

品　番
MY16-16B-st
MY20-16B-st
MY25-16B-st
MY32-16B-st
MY40-16B-st
MY50-16B-st
MY63-16B-st

規定長さ
st+160＋2　0
st+200＋2　0
st+182＋2　0
st+228＋2　0
st+272＋2　0
st+328＋2　0
st+382＋2　0

注）止めねじの処理色によって品番が異なりますのでご確
認願います。
•黒色亜鉛クロメート→MY□□-16B-ストローク
•ニッケルめっき→MY□□-16BW-ストローク

MY1M/C/□W Series　交換要領 1
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斜線部グリス塗布量≒0.3mm

マジックにて線を引く

カッターにて両側のみ
ゴム切断（斜線部）

10

10（ø25以上）

エンドカバー

1

ダストシールバンド スライドテーブル

スクレーパ

スライドテーブルダストシールバンド

A B

シリンダチューブ

図1

図2

図3

図4

表2　六角穴付ボタンボルト適性締付トルク

口　径
16・20

25・32・40
50・63

ねじサイズ
M3×0.5
M4×0.7
M5×0.8

締付トルク（N・m）
0.3
0.7
1.5

w組立

a． 交換用ダストシールバンドは、あらかじめ図2の追
加工を施した上、注1）図1のとおり全体にグリース
を塗布します。

b． 交換用ダストシールバンドをスライドテーブル内
にとおします。

c． エンドカバー Ass'y下部とシリンダチューブ上面と
のクリアランスが1mm程度になる様に、エンドカ
バーを固定します。この時、六角穴付ボタンボル
トの締付トルクは、表2を参照願います。反対側も
同様に固定します。

d． ダストシールバンドを両側とも、マジックで線を
引いた部分（約10mm）あたりまで、ヘッドカバー
に差し込みます。このときダストシールバンドを
両側に引っぱるようにして（図4）シリンダチューブ
の溝にはめ込むことも同時に行ってください。

e． ダストシールバンドが浮き上がらないできれいに
装着できたら、A側の止めねじ2ヶだけを締め付け
ます。この時の締付トルクは、0.1N・m（1kgf・cm）
が適当です。

f． ダストシールバンドのたるみを除去するため、ス
ライドテーブルを両ストロークエンドまで3・4回
往復させてください。

g． スライドテーブルを必ずB側ストローク端まで戻し、
ダストシールバンドが約10mmヘッドカバーに差
し込まれていることをマジックの線により確認し
てから、B側の止めねじも同じように締め付けます。

h． 再びスライドテーブルを数回手で往復させて、ダ
ストシールバンドの浮き上がりがなければ終了で
す。

注1）図1のように、グリースを均一に塗布してください。なお、
グリースはリチウム石鹼基グリースの稠度、1号または2号
をご使用ください。

MY1M/C/□W Series　交換要領 2
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六角穴付ボタンボルト

カバー

ストローク調整ユニット

qカバー取外し作業

a. 六角穴付ボタンボルトを取り外し、カバーを外します。

w本体設置、調整作業

a. 本体の設置を行います。

b. 保護カバー付のみの場合、設置、調整後カバーを
取付けて終了です。

注）ストローク調整ユニット（オプション）の調整もこの時点で行
います。

本体設置2
MY1□W SeriesMY1□W Series

MY1M/C/□W Series　設置要領
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カバー

六角穴付ボタンボルト

六角穴付ボルト

エンドプレート

サイドシールAss'y

注）スライドテーブルは挿入側エンド
まで移動させてください。

注）サイドシールはヘッドカバー端面まで挿入してください。
挿入する際、折り曲げぬよう注意してください。 注）サイドシールAss'yの向きに注意してください。

ヘッドカバー端面

六角穴付ボタンボルト

エンドプレート

B C

六角穴付ボルト

注）B、C部は全ストローク領域でクリアラ
ンス確認のこと、接触する場合には六角
穴付ボルトを緩め調整後再度締付のこと

注）エンドプレートはカバー下方より
装着しますがその際カバーを不用
意に上方にずらさないでください。

トルク値
0.6

ねじサイズ
M3

ボア径
全ボア共通

カバー締付トルク［N・m］
（六角穴付ボタンボルト）

ボア径
ø16
ø20
ø25
ø32
ø40

ねじサイズ
M3
M4
M5
M6
M6

トルク値
0.6
1.4
2.8
4.8
4.8

エンドプレート締付トルク［N・m］
（六角穴付ボルト）

qエンドプレート取外し作業

a. 六角穴付ボルト2個、六角穴付ボタンボルト
2個を外します。

b. 片側のエンドプレートを外します。

wサイドシール装着作業

a. サイドシールAss'yを端面より挿入します。
注）サイドシールAss'yのステンレス部は非常に鋭利とな
っておりますので取り扱いには十分注意してくださ
い。

eカバー装着作業

a. エンドプレートを取り付け固定します。

サイドシール装着3
MY1□WK SeriesMY1□WK Series

MY1M/C/□W Series　装着要領
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図1

図2

図3

チューブ内径（mm）
25
32
40

表1　ダストシールバンド品番

a. ヘッドカバー上面のシンヘッドねじ（片側2ヶ所、両側で計4ヶ所）を取外し、ヘッドプレートとベルトクランプを取
外します。（図1参照）

b. エンドカバー（移動子の両側）の固定用ボルトを外し、エンドカバーを取外します。（図1参照）
（エンドカバーを取外す際、スペーサ、ストッパー、軸受、サイドスクレーパが落下する可能性がありますので、紛
失にご注意願います。）

a. 両面にグリースを塗布したダストシールバンド（表1）を端部がヘッドカバー上面のM3ねじ部と突起部の中間位置（目
安：Ａ寸法）となるように装着します。（図2参照）

b. エンドカバー、スペーサ、ストッパーを固定ボルトで装着します。（エンドカバー締付トルクは表2参照）
※エンドカバーを固定する際、エンドカバー下部とシリンダチューブ上面とのクリアランスが1mm程度になるように固定してください。
（図3参照）

分解1

組立2

MY1H-Z Series　ダストシールバンド交換要領 1

推奨長さ品番
（ストローク＋184）0/－2
（ストローク＋242）0/－2
（ストローク＋286）0/－2

MY1B25-16B-ストローク
MY1B32-16B-ストローク
MY1B40-16B-ストローク

チューブ内径（mm）
25
32
40

表2　エンドカバー固定用
六角穴付ボタンボルトサイズ、締付トルク

トルク値（N・m）サイズ
0.7
0.7
0.7

M4
M4
M4

チューブ内径（mm）
25
32
40

ダストシールバンド端面部設置位置
A
12
18
18

A

クリアランス　1mm

エンドカバー

ダストシールバンド

突起部 M3ねじ

スペーサ

ストッパ固定ボルト

リニアガイド

サイドスクレーパ
軸受

スライドテーブル

シリンダチューブ

スクレーパ

エンドカバー

ボタンボルト
ヘッドプレート

シンヘッドねじ

ベルトクランプ

ヘッドカバー

409B



c． 片側のダストシールバンドとベルトクランプ、ヘッドプレートをシンヘッドねじにより固定します。（図4参照）
（シンヘッドねじ締付トルクは表2参照）

d． ダストシールバンドの片側を固定後、シリンダを数回（3～4回）往復させ、ダストシールバンドのたるみがないこと
を確認願います。

e． 反対側のダストシールバンドとベルトクランプ、ヘッドプレートをシンヘッドねじにより固定します。
f． シリンダを手動にて数回往復させ、ダストシールバンドの浮き上がり、たるみがなければ終了です。

図4

チューブ内径（mm）
25
32
40

表2　ヘッドプレート固定用
シンヘッドねじサイズ、締付トルク

トルク値（N・m）サイズ
0.63
0.63
0.63

M3
M3
M3

MY1H-Z Series　ダストシールバンド交換要領 2

ダストシールバンド

ヘッドプレート

シンヘッドねじ

ベルトクランプ

ヘッドカバー
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図1
斜線部グリース塗布量≒0.3mm

図2

マジックにて
線を引く

10

10

エンドカバー

キャップボルト（M4）

ダストシールバンド

止めねじ

ベルトクランプ

ガイドカバー

ヘッドカバー

A

B

図3

スライドテーブル

1

スクレーバ バックアッププレート

図4

ダストシールバンド

A B

スライドテーブル

シリングチューブ

分解1

組付2

a. ヘッドカバーの片側2 ヶ所、両側で合計4 ヶ所の、止めねじを緩めます。

b. エンドカバー固定用キャップボルト2本（4本）をはずしてエンドカバーを取外します。

c. 反対側エンドカバーも同様に取外します。

d. この状態でダストシールバンドを抜き出します。

a. 交換用ダストシールバンドは、あらかじめ図2の追加工を施したうえ、注1）図1の
とおり全体にグリースを塗布します。

b. 交換用ダストシールバンドはスライドテーブル内をとおし、装着します。

c. エンドカバー Ass’y下部とシリンダチューブ上面とのクリアランスが1mm程度
になる様に、エンドカバーを調整し固定します。反対側も同様に固定します。（図3）

d. ダストシールバンドのシリンダチューブよりのはみ出し量が、約10mmにダスト
シールバンド端面位置を揃えてヘッドカバー Ass’yに装着し、注3）A側の止めねじ
2 ヶ所を締付けます。

e. ダストシールバンドのたるみを除去するため、スライドテーブルを両ストローク
エンドまで3・4回往復させてください。

f. スライドテーブルを必ずB側ストローク端まで戻し、注4）ダストシールバンドのは
み出し量が10mm以上あることを確認したうえ、注3）ヘッドカバーAss’yに装着し、
B側の止めねじ2 ヶ所を締付けて組立完了となります。

注1）図1のように、グリースを均一に塗布してください。なお、グリースはリチウム石鹸基系万能
グリースをご使用ください。

注2）ダストシールバンドを装着後、手でAとB方向に引っぱりぎみにし、シリンダチューブ溝には
めこんでください。（図4参照）

注3）止めねじの締付けトルクは、0.1N・m｛1kgf・cm｝です。
注4）ダストシールバンドに図2の追加工内のマジックがヘッドカバー Ass’y内にかくれていること

を確認してください。

注2）

推奨長さ品　番
st＋110　＋2

　0

st＋160　＋2
　0

st＋200　＋2
　0

MY10-16B-st
MY16-16B-st
MY20-16B-st

表　ダストシールバンド規格表

注）止めねじの処理色によって品番が
異なりますのでご確認願います。

（ø16以上）
黒色亜鉛クロメート→
　　　MY※※-16B-ストローク
ニッケルめっき→
　　　MY※※-16BW-ストローク

MY1H Series　ダストシールバンド交換要領
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駆動部（シリンダ）

駆動部固定ボルト

ガイド部

ダストシールバンド

キャップボルト

止めねじ

エンドカバー

移動子

ヘッドカバー
A

B

ベルトクランプ

マジック等で線を引きますと目安となります

10° 10°

エンドカバー

スクレーバ

L L

a. 駆動部（シリンダ）固定用キャップボルト4本をはずし、
駆動部をガイド部より取り外します。

b. ヘッドカバーの片側2ヶ所（ø16の場合3ヶ所）、両側で
合計4ヶ所（ø16の場合6ヶ所）の止めねじを緩めます。
（注1）

c. エンドカバー固定用キャップボルト2本をはずし、エン
ドカバーを取り外します。

d. 反対側のエンドカバーも同様に取り外します。

e. この状態でダストシールバンドを抜き出します。

分解1

組立2
a. 交換用ダストシールバンドは、表1の寸法に切断し、両
端部を図1の箇所に表2の寸法にて約10°折り曲げ（図
2）ます。

b.折り曲げた側を下向の方向にして、シリンダチューブに
装着します。（注2）

c.エンドカバー下部とシリンダチューブ上面とのクリアラ
ンスが約1mm程度になる様に、エンドカバーを調整し
固定します。この時、スクレーバが脱落したり、よじれ
て装着されない様ご注意ください。（図3）

d.反対側のエンドカバーも同様に固定します。

e.ダストシールバンドのシリンダチューブよりのはみだし
量が、表2のL寸法になる様端面位置を揃えてヘッドカ
バーに挿入し、A側の止めねじを固定します。（注3）

f.ダストシールバンドにたるみがなくなる様B側にダスト
シールバンドを引張り、B側の止めねじを固定します。

g.移動子を2～3回フルストローク往復させ、浮上り等の
発生がないことを確認します。

h.ダストシールバンド摺動部（シリンダチューブ上面）全体
にグリースを塗布し、駆動部をガイド部に装着します。
（注4）
注1）ø16の場合は、ベルトクランプを取り外してください。
注2）ダストシールバンドは、薄い素材ですので、指定折り曲げ箇所

以外、曲げたりしないよう取扱いにご注意ください。
注3）止めねじの締付トルクは、0.1N・m（1kgf・cm）です。
注4）グリースはリチウム石けん基の稠度1号または2号をご使用くだ

さい。

ボア径
ø16
ø25
ø40

L寸法（mm）
20
8
10

表2　ダストシールバンドL寸法

図1

図2

図3

表1　ダストシールバンド規格長さ
ボア径

ø16
ø25
ø40

規格長さ
ストローク＋160
ストローク＋176
ストローク＋270

＋2
0

＋2
0

＋2
0

MY2C/H/HT Series　ダストシールバンド交換要領
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u六角穴付ボルト

yスライドテーブルAss'y

!2スクレーパ
t軸受

rダストシールバンド

eシールベルト

w止めねじ

q六角穴付ボルト

iベルトクランプ

oヘッドカバー

!0ピストン
Ass'y

!1シリンダチューブ

図1

図2

図3

軸受摺動部およびダストシールバンドへの定期的（1回
／月）なグリース塗布を行うことにより、さらに寿命の
向上が望めますのでお勧めします。

ダストシールバンドの交換は、『MY3□ダストシールバ
ンド交換要領』をご参照ください。

点検・メンテナンス1

分解・組立2

シールベルト交換要領

q分解

a. oヘッドカバー上面2ヶ所のw止めねじを緩めます。

b. iベルトクランプを外します。

c. yスライドテーブルAss'y上面の固定用u六角穴付ボル
ト4本を外します。

d. yスライドテーブルAss'yを取り外します。（この時、
t軸受・!2スクレーパが落下する場合がありますので、
ご注意願います。）（注2）

e. この状態でrダストシールバンドを抜き取ります。

f. 左右4ヶ所のt軸受を!0ピストンAss'yより取り外しま
す。

g. ヘッドカバー固定用q六角穴付ボルト3本を外します。

h. oヘッドカバー本体を!1シリンダチューブより抜き出し
ます。

i. 同じ要領で反対側のヘッドカバーも抜き出します。

j. !0ピストンAss'yを!1シリンダチューブより抜き出しま
す。

k. eシールベルトを!1シリンダチューブより抜き出しま
す。

MY3A/B SeriesMY3A/B Series

MY3A/3B/3M Series　交換要領 1
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図4

エッジ部

六角穴付ボルト

スライドテーブル
スクレーパ

ダストシールバンド

軸受

A

B

止めねじ

ベルトクランプ

w組立

a. この作業においてシールベルトに傷が生じますとエア漏
れの原因となりますのでご注意ください。（特にエッジ
部にご注意ください。図4）

b. シールベルトの全長が推奨長さ（表1）であることを確認
して、全体にグリースを出来るだけ均一に塗布します。

c. 図2、3の手順でピストンAss'yにシールベルトを通し、
シリンダチューブに組付けてください。

d. シリンダチューブ両端のシールベルトのはみ出し長さを
左右同程度にし、ピストンAss'yをゆっくり1回往復さ
せながら、シリンダチューブ開口部にシールベルトをは
め込みます。
さらにピストンAss'yを2、3回往復させ、ピストンパッ
キン前方に溜まった余分なグリースを拭き取ってくださ
い。（ピストンとヘッドカバーの接触面にグリースが付
着しますと、張り付きによる飛び出し現象の原因となり
ます。）

e. 左右のヘッドカバーをシリンダチューブにまっすぐ挿入
し、ヘッドカバー固定用六角穴付ボルトを締付けます。

f. ダストシールバンドを装着します。（注1）

g. 軸受をピストンAss'yに取り付けます。（注1）

h. スライドテーブルAss'yを固定用六角穴付ボルトでピス
トンAss'yに取り付けます。（注1）

i. ヘッドカバー端部よりはみ出したシールベルトをカッタ
ーナイフ等で切り取り、ベルトクランプを装着します。

j. ヘッドカバー上面の止めねじを締付けます。（注1）

k. 以上にて交換作業は終了です。
作業後もエア漏れを生じる場合はお手数でも工場返却修
理を依頼願います。

ダストシールバンド交換要領
q分解

a. ヘッドカバー上面の片側2ヶ所、両側で合計4ヶ所
の止めねじを3回転程緩めます。

b. スライドテーブル上面の固定用六角穴付ボルト4本
を外して、スライドテーブルを取り外します。なお、
スライドテーブルを取り外した時に、軸受、スク
レーパが落下する可能性がありますので、ご注意
願います。

c. この状態でダストシールバンドを抜き出します。

w組立

a. 交換用ダストシールバンドは表1の寸法に切断しま
す。
（出荷時にはダストシールバンドを推奨長さにて出
荷しておりますが、組付前に再度（表－1参照）、ご
確認願います。）

b. 交換用ダストシールバンドをベルトセパレータの
開口部（2ヶ所）を通して、シリンダ本体へ装着しま
す。

c. 軸受を所定の位置にセットします。

d. スクレーバをスライドテーブル溝に装着します。

推奨長さ品　番
st+206
st+225
st+246
st+289
st+336
st+370
st+416
st+218
st+245
st+274
st+321
st+372
st+406
st+452

MY3A16-16C-st
MY3A20-16C-st
MY3A25-16C-st
MY3A32-16C-st
MY3A40-16C-st
MY3A50-16C-st
MY3A63-16A-st
MY3B16-16C-st
MY3B20-16C-st
MY3B25-16C-st
MY3B32-16C-st
MY3B40-16C-st
MY3B50-16C-st
MY3B63-16A-st

表－1　シールベルト品番
ボア径

ø16
ø20
ø25
ø32
ø40
ø50
ø63
ø16
ø20
ø25
ø32
ø40
ø50
ø63

MY3A

MY3B
MY3M注3）

注1）ダストシールバンドの装着（軸受、スライドテーブルAss'y
の取付）は別紙『ダストシールバンド交換要領』を参照くださ
い。

注2）部品が落下した場合には、異物の付着がないことを確認の
うえ再組付してください。

注3）MY3Mは、チューブ内径ø16, ø25, ø40, ø63のみとなり
ます。

推奨長さ品　番
st＋106　0－2
st＋125　0－2
st＋146　0－2
st＋189　0－2
st＋236　0－2
st＋270　0－2
st＋316　0－2

MY3A16-16B-st
MY3A20-16B-st
MY3A25-16B-st
MY3A32-16B-st
MY3A40-16B-st
MY3A50-16B-st
MY3A63-16B-st

MY
推奨長さ品　番
st＋118　0－2
st＋145　0－2
st＋174　0－2
st＋221　0－2
st＋272　0－2
st＋305　0－2
st＋352　0－2

MY3B16-16B-st
MY3B20-16B-st
MY3B25-16B-st
MY3B32-16B-st
MY3B40-16B-st
MY3B50-16B-st
MY3B63-16B-st

表1　ダストシールバンド規格長さ
ボア
径

ø16
ø20
ø25
ø32
ø40
ø50
ø63

MY

MY3A/3B/3M Series　交換要領 2
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e. 固定ボルト位置を合わせながら、スライドテーブ
ルを所定の位置に置き、六角穴付ボルト4本で固定
します。

f. ダストシールバンドのシリンダチューブよりのは
み出し量が表2のL寸法になるよう端面位置を揃え
てヘッドカバーに挿入し、ベルトクランプを押さ
えながらA側外寄りの止めねじを固定します。

g. ダストシールバンドの浮き上がり等がなくなるよ
うにB側にダストシールバンドを引張り、ベルトク
ランプを押さえながらB側外寄りの止めねじを固定
します。

h. A、B両側のシリンダチューブ端付近におけるダス
トシールバンドの浮き上がりがなくなるまでヘッ
ドカバー上面のシリンダチューブ寄りの止めねじ
を締め込みます。
この時、締め付けすぎによるねじ付近のダストシ
ールバンドの浮き上がりが発生しないよう、調整
してください。締付トルクは、0.1N・m［1kgf・cm］
が適当です。

i. スライドテーブルを2～3回ストロークエンドまで
往復させ、ダストシールバンド全体に浮き上がり
の発生がないことを確認します。

j. ダストシールバンド摺動部（シリンダチューブ上
面）全体にグリースを塗布します。

注1）ダストシールバンドは薄い素材ですので曲げたりしないよ
う取扱いにご注意ください。

注2）グリースはリチウム石鹼基グリースの稠度1号または2号を
ご使用ください。

L寸法（mm）ボア径
11.5
14
18
20.5
25
25
29

ø16
ø20
ø25
ø32
ø40
ø50
ø63

表2　ダストシールバンドL寸法（MY3A/B）

MY3A/3B/3M Series　交換要領 3
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ヘッドカバー

止め輪

スペーサ

ピストンガスケット

①ピストンパッキン

③ウェアリングＢ

②ウェアリングＡ

外部移動子

二面取面
二面取面

マグネットＢ

マグネットＡ

ヨークＡ シャフト

ヨークＢ

ルブリテーナＡ

④ルブリテーナB シリンダチューブ

ピストン移動子

CY3B-Z Series　パッキン交換要領 1

1 分解手順

図１．内部構造（代表：CY3B20-Z）

作業項目 注意事項 その他

1．ヘッドカバーの取外し

・ヘッドカバーの一方の二面取部分を万力
等で挟んでください。

・もう一方のヘッドカバーの二面取部分に
スパナ、モンキーレンチなどを掛けて取
外してください。

・シリンダチューブ表面は摺動面ですので、傷、
打痕等は絶対に付けないでください。

・シリンダチューブを直接万力やパイプレンチ
等で挟むことは絶対にしないでください。

・ヘッドカバーは１つしか外すことができませ
ん。ご注意ください。

・ヘッドカバーを再組立する場合は、外す前の
位置よりも3〜5°増締めしてください。

・シリンダチューブおよびヘッドカバーのねじ
部には緩み止めとして接着剤が塗布してあり
ます。

・再組立時には、ねじ部に固まった接着剤、油
分などを取り除いたうえで再度接着剤を塗布
しヘッドカバーを締め込んでください。

［ロックタイト社製　Ｎo.542（赤色）］

2．移動子の取外し

・シリンダチューブから外部移動子および
ピストン移動子を別々に取出してくださ
い。

・外部移動子/ピストン移動子はシリンダチュ
ーブ内で外力または空圧にて強制的に位置関
係をずらし、磁石保持力がない状態で別々に
取出してください。外部移動子/ピストン移
動子が磁力結合した状態で取出すと、移動子
同士が吸着し合い外れなくなります。（取出
し方法 415-2頁：図2参照）ご注意ください。

・パッキンセット類を交換する際は、絶対にマ
グネット/ヨークまで分解しないでください。

　再組立時に磁石の装着方向（極性）を間違う
と、磁石保持力が低下する恐れがあります。

・移動子に使用されているマグネットは非常に
強力ですので、取扱いに十分ご注意ください。

・空圧にて外部移動子/ピストン移動子の位置
関係をずらす場合は、ヘッドカバーを締付け
た状態で行ってください。ヘッドカバーが緩
んだ状態で行った場合、ピストン移動子がヘ
ッドカバーに衝突した際にヘッドカバーが外
れ、ピストン移動子が飛び出す恐れがありま
す。

警告

415-1
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治具を固定した状態で、外部移動子のみ
強制的に外力で移動させてマグネットカ
ップリングを離脱させる

外部移動子

シリンダチューブ

移動子挿入治具
（要製作 415-4頁：図7参照）

CY3B-Z Series　パッキン交換要領 2

2 交換作業

図２．外部移動子の取出し方法（外力を掛ける場合）

名称 交換消耗部品 作業内容

1．ピストン移動子

ø6の場合

ø20～ ø63の場合

図３．ピストンパッキン装着方向

シャフト
（先端ねじなし）

①ピストンパッキン
（リップ外向き）

①ピストンパッキン
（装着位置：既存装着箇所（シャフト先端ねじなし側））

シャフト
（先端ねじあり）

①ピストンパッキン
（リップ外向き）

②ウェアリングＡ

②ウェアリングＡ

パッキンセットにてオーダー
（P.415-5参照）
【適用サイズ】
ø6～ø40（ø50,ø63対応なし）
※）ø50、ø63のメンテナンスが
必要な場合は、当社工場で修理
依頼をしてください。

・①ピストンパッキン装着時には、パッキン溝にパッキ
ンセット付属のグリースパックまたは指定のグリース
パックのグリースを塗布してください。

・ø6のピストンパッキンは装着に方向性があります。図
３のようにリップ部を外側に向けて装着ください。

・ø10/ø15のピストンパッキンは装着に方向性はありま
せん。両側ピストンの溝2か所のうち1か所（任意）のみ
装着してください。

・ø20～ø63のピストンパッキンは装着に方向性があり
ます。必ず、既存の装着箇所（シャフトの先端ねじなし
側）にパッキンを装着してください。反対のピストンの
溝に装着してもシールはしません。

・ピストンパッキン装着後は、パッキンによじれ等がな
いことを確認ください。

・②ウェアリングＡはø10のみ交換できません。交換が
必要な場合は当社にお問合せください。

・部品交換後、シリンダチューブへ挿入する際、ピスト
ン移動子のピストンパッキン、ウェアリングＡにグリ
ースを多めに塗布ください。

2．外部移動子

④ルブリテーナＢ ④ルブリテーナＢ

③ウェアリングＢ

図4. 外部移動子交換部品

・外部移動子の止め輪の一方をスナップリングプライヤ
で取外します。

・スペーサ、ウェアリングＢ、ルブリテーナBを抜き取り、
交換してください。

・ルブリテーナはグリースを約2時間含浸してから装着
してください。

※）交換作業は、外部移動子の片側ずつ行ってください。
絶対にマグネット構成部（マグネット/ヨーク）をボディ
から取出さないでください。シリンダ性能が低下する
恐れが発生します。

・部品交換後、外部移動子をシリンダチューブに挿入す
る際、外部移動子のウェアリングＢ、ルブリテーナに
パッキンセットに付属のグリースパックまたは指定の
グリースパックのグリースを多めに塗布ください。

※）指定グリース（グリースパック）：GR-S-010

①ピストンパッキン
チューブ内径 数量（ケ）

ø6 2
ø10～ø40 1
（ø50, ø63） (1)

②ウェアリングＡ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6 4
ø10 2
ø15 4

ø20～ø40 2
（ø50, ø63） (6)

③ウェアリングＢ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6～ø40 2
（ø50, ø63） (2)

④ルブリテーナＢ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6 なし
ø10～ø40 2
（ø50, ø63） (2)
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移動子挿入治具

ピストン移動子

シリンダチューブ

外部移動子

段差なきこと

ピストン移動子を180°反転させる

手順
（1）シリンダチューブ内周面にグリースを塗布してください。
（2）ピストン移動子を外部移動子上に置いてください（ø6以外の場合）。ø6は各移動子の挿入方向性はありませんので作業

不要です。
（3）図6のようにピストン移動子が外部移動子の中央で吸着できない場合は、ピストン移動子を180°反転して図5のよう

にしてください。間違った方向で各移動子をシリンダチューブに挿入すると、正常な磁石保持力は発生しません。
　また、正常なストロークも出ません。ご注意ください。

（4）シリンダチューブに移動子挿入治具を挿入してください。
（5）各移動子が図5の状態であることを確認したうえ、グリースを塗布した外部移動子をシリンダチューブに挿入してく

ださい。
（6）移動子挿入治具をシリンダチューブから外してください。
（7）グリースを塗布したピストン移動子をシリンダチューブに挿入してください。
（8）外部移動子を手で複数回移動させ、グリースをシリンダチューブ全体になじませてください。
（9）外部移動子をストローク端に移動させ、ピストン移動子端面に付着した余分なグリースを軽くふき取ってください。
（10）シリンダチューブのねじ部に付着したグリースをアルコールなどでふき取った後、接着剤：ロックタイトＮo.542（赤

色）をシリンダチューブまたはヘッドカバーのねじに塗布してからヘッドカバーを締付けてください。
　ø6、ø10はシリンダチューブガスケットに傷等がないことを確認してから締付けてください。接着剤は不要です。

（11）外部移動子とピストン移動子をシリンダチューブ内で所定の位置にはめ込んでください（はめ込み方法 415-4頁：
図9参照）。

（12）外部移動子とピストン移動子が正常な位置関係にあることを確認してください（415-4頁：図8参照）。

移動子挿入治具なしにシリンダチューブに外部移動子をそのまま挿入すると、外部移動子に装着のルブリテーナがシリン
ダチューブのとば口に引っ掛かり破損する恐れがありますので、作業を行う際はご用意ください（415-4頁：図7参照）。

3 外部移動子およびピストン移動子のシリンダチューブ挿入手順（要注意）

CY3B-Z Series　パッキン交換要領 3

図5　正しい方向性（各移動子の中心に位置する）（ø10）

図6　間違った方向性（各移動子の中心に位置しない）（ø10）
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※穴径：任意

※）チューブ挿入時のエアを逃がすため
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カバーを固定する

外部移動子を押す

ピストン移動子

※）ピストン移動子がカバーに当たり、外部移動子がストローク端まで到達できない

外部移動子

図8に示すＡ寸法より大きい側

外部移動子がヘッドカバーに当たっている 空気圧（0.5MPa程度）を供給

※）外部移動子がカバーに当たり、ピストン移動子がストローク端まで到達できない

ピストン移動子がヘッドカバーに
到達していません

A

CY3B-Z Series　パッキン交換要領 4

ø6 ø10 ø15 ø20 ø25 ø32 ø40 ø50 ø63
A 7.6 12 16.6 21.6 26.4 33.6 41.6 52.4 65.4
B 6 10 15 20 25 32 40 50 63
C 4 8 13 18 23 30 36 46 56
D 20 20 30 30 40 50 60 60 60

図7　移動子挿入治具寸法図

チューブ内径 A（mm）
ø6 4

ø10 1.5
ø15～ø32 2

ø40 3
ø50, ø63 8

図8　外部移動子とヘッドカバー間の寸法（正常時）

《移動子のはめ込み方法》
◎外部移動子を外力（手などで押す）にて押し込む方法

◎ピストン移動子を空気圧（0.5MPa程度）にて押し込む方法（上図の反対側）

図9　移動子のはめ込み方法
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ヘッドカバー

止め輪 スペーサ

ピストンパッキン

ウェアリングＢ

ウェアリングＡ

外部移動子

二面取面 二面取面

マグネットＢ マグネットＡ ヨークＡ ヨークＢ

ルブリテーナ

シリンダチューブ

ピストン移動子

CY3B Series　パッキン交換要領 1

1 分解手順

図１．内部構造（代表：CY3B25）

作業項目 注意事項 その他

1．ヘッドカバーの取外し

・ヘッドカバーの一方の二面取部分を万力
等で挟んでください。

・もう一方のヘッドカバーの二面取部分に
スパナ、モンキーレンチなどを掛けて取
外してください。

・シリンダチューブ表面は摺動面ですので、傷、
打痕等は絶対に付けないでください。

・シリンダチューブを直接万力やパイプレンチ
等で挟むことは絶対にしないでください。

・ヘッドカバーは１つしか外すことができませ
ん。ご注意ください。

・ヘッドカバーを再組立する場合は、外す前の
位置よりも3〜5°増締めしてください。

・シリンダチューブおよびヘッドカバーのねじ
部には緩み止めとして接着剤が塗布してあり
ます。

・再組立時には、ねじ部に固まった接着剤、油
分などを取り除いたうえで再度接着剤を塗布
しヘッドカバーを締め込んでください。

［ロックタイト社製　Ｎo.542（赤色）］

2．移動子の取外し

・シリンダチューブから外部移動子および
ピストン移動子を別々に取出してくださ
い。

・外部移動子/ピストン移動子はシリンダチュ
ーブ内で外力または空圧にて強制的に位置関
係をずらし、磁石保持力がない状態で別々に
取出してください。外部移動子/ピストン移
動子が磁力結合した状態で取出すと、移動子
同士が吸着し合い外れなくなります。（取出
し方法 416-1頁：図2参照）ご注意ください。

・パッキンセット類を交換する際は、絶対にマ
グネット/ヨークまで分解しないでください。

　再組立時に磁石の装着方向（極性）を間違う
と、磁石保持力が低下する恐れがあります。

・移動子に使用されているマグネットは非常に
強力ですので、取り扱いに十分ご注意くださ
い。

・空圧にて外部移動子/ピストン移動子の位置
関係をずらす場合は、ヘッドカバーを締付け
た状態で行ってください。ヘッドカバーが緩
んだ状態で行った場合、ピストン移動子がヘ
ッドカバーに衝突した際にヘッドカバーが外
れ、ピストン移動子が飛び出す恐れがありま
す。

警告
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治具を固定した状態で、外部移動子のみ
強制的に外力で移動させてマグネットカ
ップリングを離脱させる

移動子挿入治具（要製作 416-3頁：図7参照）
（外部移動子の挿入またはマグネットカップリングの離脱作業に使用）

外部移動子

CY3B Series　パッキン交換要領 2

2 交換作業

図２．外部移動子の取出し方法（外力を掛ける場合）

名称 交換消耗部品 作業内容

1．ピストン移動子

ø6のピストンパッキン装着方向

図3

リップを外向き
!7

!7
!5

パッキンセットにてオーダー
（WEBカタログ参照）

・ピストンパッキン!7装着時には、パッキン溝にパッキ
ンセットに付属のグリースパックまたは指定のグリー
スパックのグリースを塗布してください。

・ø6のピストンパッキンは装着に方向性があります。図
３のようにリップ部を外側に向けて装着ください。

・ø6以外のピストンパッキンは任意の装着溝1か所に1
枚のみ装着ください。装着の方向性はありません。

・ピストンパッキン装着後は、パッキンによじれ等がな
いことを確認ください。

・ウェアリングＡ!5はø10のみ交換できません。交換が
必要な場合は当社にお問合せください。

・部品交換後、シリンダチューブへ挿入する際、ピスト
ン移動子のピストンパッキン、ウェアリングＡにグリ
ースを多めに塗布ください。

2．外部移動子

図4

止め輪

止め輪
外部移動子
（マグネット構成部）

スペーサ

スペーサ

!3
!0

!8

!6

注

・外部移動子の止め輪!4の一方をスナップリングプライ
ヤで取外します。

・スペーサ!0、ウェアリングＢ!6、ルブリテーナ!8を抜
き取り、交換してください。

・ルブリテーナはグリースを約2時間含浸してから装着
してください。

※）交換作業は、外部移動子の片側ずつ行ってください。
絶対にマグネット構成部（マグネット/ヨーク）をボディ
から取出さないでください。シリンダ性能が低下する
恐れが発生します。

・部品交換後、外部移動子をシリンダチューブに挿入す
る際、外部移動子のウェアリングＢ、ルブリテーナに
パッキンセットに付属のグリースパックまたは指定の
グリースパックのグリースを多めに塗布ください。

※）指定グリース（グリースパック）
ø6, ø10：GR-F-005（外部移動子摺動用）、GR-S-010（シリンダチューブ内部用）
ø15〜ø63：GR-S-010（外部、内部共通）

ピストンパッキン !7

チューブ内径 数量（ケ）
ø6 2

ø10～ø63 1

ウェアリングＡ !5

チューブ内径 数量（ケ）
ø6 －

ø10～ø40 2
ø50, ø63 6

ルブリテーナ !8

チューブ内径 数量（ケ）
ø6 －

ø10～ø63 2

ウェアリングＢ !6

チューブ内径 数量（ケ）
ø6～ø63 2

416-1A



移動子挿入治具

ピストン移動子

シリンダチューブ

外部移動子段差なきこと

ピストン移動子を180°反転させる

手順
（1）シリンダチューブ内周面にグリースを塗布してください。
（2）ピストン移動子を外部移動子上に置いてください（ø6、ø10の場合）。ø6、ø10以外のサイズは各移動子の挿入方向性

はありませんので作業不要です。
（3）図6のようにピストン移動子が外部移動子の中央で吸着できない場合は、ピストン移動子を180°反転して図5のよう

にしてください。間違った方向で各移動子をシリンダチューブに挿入すると、正常な磁石保持力は発生しません。
　また、正常なストロークも出ません。ご注意ください。

（4）シリンダチューブに移動子挿入治具を挿入してください。
（5）各移動子が図5の状態であることを確認したうえ、グリースを塗布した外部移動子をシリンダチューブに挿入してく

ださい。
（6）移動子挿入治具をシリンダチューブから外してください。
（7）グリースを塗布したピストン移動子をシリンダチューブに挿入してください。
（8）外部移動子を手で複数回移動させ、グリースをシリンダチューブ全体になじませてください。
（9）外部移動子をストローク端に移動させ、ピストン移動子端面に付着した余分なグリースを軽くふき取ってください。
（10）シリンダチューブのねじ部に付着したグリースをアルコールなどでふき取った後、接着剤：ロックタイトＮo.542（赤

色）をシリンダチューブまたはヘッドカバーのねじに塗布してからヘッドカバーを締付けてください。
　ø6、ø10はシリンダチューブガスケットに傷等がないことを確認してから締付けてください。接着剤は不要です。

（11）外部移動子とピストン移動子をシリンダチューブ内で所定の位置にはめ込んでください（はめ込み方法 416-3頁：
図9参照）。

（12）外部移動子とピストン移動子が正常な位置関係にあることを確認してください（416-3頁：図8参照）。

移動子挿入治具なしにシリンダチューブに外部移動子をそのまま挿入すると、外部移動子に装着のルブリテーナがシリン
ダチューブのとば口に引っ掛かり破損する恐れがありますので、作業を行う際はご用意ください（416-3頁：図7参照）。

3 外部移動子およびピストン移動子のシリンダチューブ挿入手順（要注意）

CY3B Series　パッキン交換要領 3

図5　正しい方向性（各移動子の中心に位置する）（ø10）

図6　間違った方向性（各移動子の中心に位置しない）（ø10）
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※穴径：任意

※）チューブ挿入時のエアを逃がすため
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カバーを固定する

外部移動子を押す

ピストン移動子

※）ピストン移動子がカバーに当たり、外部移動子がストローク端まで到達できない

外部移動子

図8に示すＡ寸法より大きい側

外部移動子がヘッドカバーに当たっている 空気圧（0.5MPa程度）を供給

※）外部移動子がカバーに当たり、ピストン移動子がストローク端まで到達できない

ピストン移動子がヘッドカバーに
到達していません

A

CY3B Series　パッキン交換要領 4

ø6 ø10 ø15 ø20 ø25 ø32 ø40 ø50 ø63
A 7.6 12 16.6 21.6 26.4 33.6 41.6 52.4 65.4
B 6 10 15 20 25 32 40 50 63
C 4 8 13 18 23 30 36 46 56
D 20 20 30 30 40 50 60 60 60

図7　移動子挿入治具寸法図

チューブ内径 A（mm）
ø6 4

ø10 1.5
ø15～ø32 2

ø40 3
ø50, ø63 8

図8　外部移動子とヘッドカバー間の寸法（正常時）

《移動子のはめ込み方法》
◎外部移動子を外力（手などで押す）にて押し込む方法

◎ピストン移動子を空気圧（0.5MPa程度）にて押し込む方法（上図の反対側）

図9　移動子のはめ込み方法

416-3A



wエンドカバーＣ !6軸用C形止め輪

!4穴用止め輪

!1スペーサ

iヨークＢ @6ウェアリングＢ

@9ルブリテーナ

@5ウェアリングA

@7ウェアリングC@8ピストンパッキン@4チューブガスケット#0スイッチレールガスケット

!5アタッチメントリング

外部移動子

!0マグネットＢ

oマグネットＡ

tピストン

@3六角穴付止ねじ

@2六角穴付ボルト!8スイッチレール uヨークＡ

rシリンダチューブ

eエンドカバーD

ピストン移動子

CY3R Series　パッキン交換要領 1

1 分解手順

図１．内部構造（代表：CY3RG25）

作業項目 注意事項 その他

1．!8スイッチレールの取外し

・@2六角穴付ボルトを六角レンチで取り、
!8スイッチレールを外してください。

・六角穴付ボルトには接着剤が塗布してあ
ります。再組付け時は接着剤を塗布して
ください。

［ロックタイト社製　No.263］

2．weエンドカバーの取外し

・wおよびeエンドカバーの!8スイッチレ
ール取付面にある!5アタッチメントリン
グ固定用の@3六角穴付止めねじを六角レ
ンチで緩めてください。

・専用工具（図2）を使用して!5アタッチメ
ントリングを外してください。先端が曲
がったスナップリングプライヤーでも取
外せる場合があります。

・wおよびeエンドカバーをrシリンダチ
ューブから引き抜いてください。

・!6軸用Ｃ形止め輪をrシリンダチューブ
から取外してください。

・アタッチメントリングを外す前に六角穴付止めね
じを緩めることを絶対に忘れないでください。

・アタッチメントリングは反時計方向でトルクをか
けると外すことができます。

・軸用Ｃ形止め輪の先端は鋭利になっていますの
で、作業中は怪我等にご注意ください。

・シリンダチューブ表面は摺動面ですので、傷、打
痕等は絶対に付けないでください。

専用工具

品番 適用チューブ内径（mm）

CYRZ-V 6, 10, 15, 20
CYRZ-W 25, 32, 40
CYRZ-X 50
CYRZ-Y 63

ピン

アタッチメントリング（穴）

専用工具

図2

2．移動子の取外し

・rシリンダチューブから外部移動子およ
びピストン移動子を別々に取出してくだ
さい。

・外部移動子／ピストン移動子はシリンダチューブ
内で外力または空圧にて強制的に位置関係をずら
し、磁石保持力がない状態で別々に取出してくだ
さい。外部移動子／ピストン移動子が磁力結合し
た状態で取出すと、移動子同士が吸着し合い外れ
なくなります。（取出し方法 P.416-5：図３参照）
ご注意ください。

・パッキンセット類を交換する際は、絶対
にマグネット／ヨークまで分解しない
でください。再組立時に磁石の装着方向

（極性）を間違うと、磁石保持力が低下す
る恐れがあります。

・移動子に使用されているマグネットは非常に強力
ですので、取り扱いに十分ご注意ください。

・空圧にて外部移動子／ピストン移動子の位置関係
をずらす場合は、エンドカバーを締付けた状態で
行ってください。エンドカバーが緩んだ状態で行
った場合、ピストン移動子がエンドカバーに衝突
した際にエンドカバーが外れ、ピストン移動子が
飛び出す恐れがあります。

警告
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治具を固定した状態で、外部移動子のみ
強制的に外力で移動させてマグネットカ
ップリングを離脱させる

移動子挿入治具（要製作 P.416-8：図13参照）
（外部移動子の挿入またはマグネットカップリングの離脱作業に使用）

外部移動子

rシリンダチューブ

CY3R Series　パッキン交換要領 2

2 交換作業

図3．外部移動子の取出し方法（外力を掛ける場合）

名称 交換消耗部品 作業内容

1．ピストン移動子

ø6のピストンパッキン装着方向

図4

（リップを外向き）

@8ピストンパッキン

@8ピストンパッキン
@5ウェアリングＡ

パッキンセットにてオーダー ・ピストンパッキン装着時には、パッキン溝にパッキン
セットに付属のグリースパックまたは指定のグリース
パックのグリースを塗布してください。

・ø6のピストンパッキンは装着に方向性があります。図
４のようにリップ部を外側に向けて装着ください。

・ø6以外のピストンパッキンは任意の装着溝1か所に1
枚のみ装着ください。装着の方向性はありません。

・ピストンパッキン装着後は、パッキンによじれ等がな
いことを確認ください。

・ウェアリングＡはø10のみ交換できません。交換が必
要な場合は当社にお問合せください。

・部品交換後、シリンダチューブへ挿入する際、ピスト
ン移動子のピストンパッキン、ウェアリングＡにグリ
ースを多めに塗布ください。

2．外部移動子-１
　 （内部部品交換）

図5

!4穴用止め輪
外部移動子
（マグネット構成部）

!1スペーサ

!4穴用止め輪
!1スペーサ

@6ウェアリングＢ

@6ウェアリングＢ

@9ルブリテーナ

注

・外部移動子の穴用止め輪の一方をスナップリングプラ
イヤーで取外します。

・スペーサ、ウェアリングＢ、ルブリテーナを抜き取り、
交換してください。

・ルブリテーナはグリースを約2時間含浸してから装着
してください。

注） 交換作業は、外部移動子の片側ずつ行ってください。
絶対にマグネット構成部（マグネット／ヨーク）をボ
ディから取出さないでください。シリンダ性能が低
下する恐れが発生します。

・部品交換後、外部移動子をシリンダチューブに挿入す
る際、外部移動子のウェアリングＢ、ルブリテーナに
パッキンセットに付属のグリースパックまたは指定の
グリースパックのグリースを多めに塗布ください。

※）指定グリース（グリースパック）
ø6,ø10：GR-F-005（外部移動子摺動用）、GR-S-010（シリンダチューブ内部用）
ø15〜ø63：GR-S-010（外部、内部共通）

ピストンパッキン
チューブ内径 数量（ケ）

ø6 2
ø10～ø63 1

ウェアリングＡ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6 －
ø10～ø40 2
ø50, ø63 6

ルブリテーナ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6 －
ø10～ø63 2

ウェアリングＢ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6～ø63 2
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CY3R Series　パッキン交換要領 3

名称 交換消耗部品 作業内容

3．外部移動子-2
　  （@7ウェアリングC交換）

ø6, ø10の場合
・ウェアリングＣを新しいものに交換してください。ウ

ェアリングは装着部にマイナスドライバーなどを差し
込むと容易に外すことができます。

・ウェアリングＣ2個のうち1個のみにスイッチ用磁石が
取付けられ、外部移動子の溝に装着されています。

・ウェアリングＣを交換する際は、スイッチ用磁石にあ
るマーキング側を図6の方向で装着してください。装
着方向が逆ですとスイッチが誤動作します。ご注意く
ださい。

・ウェアリングＣは、穴／溝に押し込むだけで装着が可
能です。

ø15の場合
・ウェアリングＣを新しいものに交換してください。
・ウェアリングＣは、穴に押し込むだけで装着が可能で

す。

ø20, ø25の場合
・ウェアリングＣを新しいものに交換してください。
・ウェアリングＣ摺動面の溝側を外部移動子のスイッチ

用磁石側に向けて装着してください。

・ø20は使用するスイッチ（有接点／無接点）で装着する
ウェアリングＣの種類が異なります。

《無接点スイッチの場合》
左右のウェアリングＣは長手寸法が短いもの2個（同一
品）をそれぞれ装着する。

《有接点スイッチの場合》
スイッチ用磁石側のウェアリングＣは長手寸法が長い
ものを装着する。もう一方のウェアリングＣは無接点
スイッチ用と同じ（短い）もの装着する。

・ウェアリングＣの交換時、スイッチ用磁石が外部移動
子の外に飛び出た場合は、図8のようにスイッチ用磁
石にあるマーキング側を外向きにして装着穴に挿入し
てください。

・ウェアリングＣは、スイッチ用磁石を装着してから取
付けてください。

ø32〜ø63の場合
・ウェアリングＣを新しいものに交換してください。
・図9に示すとおり、4個のウェアリングＣのうち1か所

にスイッチ用磁石が装着されています（他の3か所はな
し）。磁石は、ウェアリングＣ端面の溝側と磁石のマー
キング側を同じ方向にしてウェアリングＣの溝に押し
込んで装着してください。

4．weエンドカバー  ・グリースを塗布したチューブガスケット、スイッチレ
ールガスケットを交換してください。

ウェアリングＣ
チューブ内径 数量（ケ）

ø6, ø10 2
ø15 3

ø20, ø25 2
ø32〜ø63 4

チューブガスケット
チューブ内径 数量（ケ）

ø6〜ø63 2

 スイッチレールガスケット 
（集中配管のみ）

チューブ内径 数量（ケ）
ø10 1

ø15〜ø63 2

図6． ø6、ø10の場合

図7． ø15の場合

図8． ø20、ø25の場合

図9． ø32～ø63の場合

外部移動子-1

外部移動子-1

外部移動子-1

外部移動子-1

磁気シールド板

磁気シールド板

磁気シールド板

摺動面

装着軸
（スイッチ用磁石側）

溝

溝

マーキング（N極）

（磁石内蔵用）

スイッチ用磁石接着済

マーキング（N極）
（外向きに装着）※）ø20：有接点スイッチの場合、この

　  @7ウェアリングＣは長いものを装
　  着

スイッチ用磁石

スイッチ用
磁石

マーキング（N極）

スイッチ用
磁石

@7ウェアリングC

@7ウェアリングC

@7ウェアリングC

@7ウェアリングC

※） ø20用パッキンセットのウェアリン
グＣは無接点用および有接点用と
も入っています。スイッチに合せて
必要なウェアリングＣをご使用くだ
さい。（パッキンセット：無接点用2
個、有接点用1個）

図10

@4チューブ
　ガスケット

#0スイッチレール
　ガスケット

416-6
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移動子挿入治具

ピストン移動子

シリンダチューブ

外部移動子

ピストン移動子を180°反転させる

手順
（1）シリンダチューブ内周面にグリースを塗布してください。
（2） ピストン移動子を外部移動子上に置いてください（ø6、ø10の場合）。ø6、ø10以外のサイズは各移動子の挿入方向性

はありませんので作業不要です。
（3） 図12のようにピストン移動子が外部移動子の中央で吸着できない場合は、ピストン移動子を180°反転して図11のよ

うにしてください。間違った方向で各移動子をシリンダチューブに挿入すると、正常な磁石保持力は発生しません。 
また、正常なストロークも出ません。ご注意ください。

（4）シリンダチューブに移動子挿入治具を挿入してください。
（5） 各移動子が図11の状態であることを確認したうえ、グリースを塗布した外部移動子をシリンダチューブに挿入してく

ださい。
（6）移動子挿入治具をシリンダチューブから外してください。
（7）グリースを塗布したピストン移動子をシリンダチューブに挿入してください。
（8）外部移動子を手で複数回移動させ、グリースをシリンダチューブ全体になじませてください。
（9）外部移動子をストローク端に移動させ、ピストン移動子端面に付着した余分なグリースを軽くふき取ってください。
（10）分解時の逆の手順でエンドカバー等を再組付けしてください。
（11） 外部移動子とピストン移動子をシリンダチューブ内で所定の位置にはめ込んでください（はめ込み方法 P.416-8：

図15参照）。
（12）外部移動子とピストン移動子が正常な位置関係にあることを確認してください（P.416-8：図14参照）。
（13） （12）のシリンダを平らな面に置き、両エンドカバーの上部を押し、回転させてエンドカバー間のガタつきを無くし

てください。
（14）スイッチレールを取付けてください。

移動子挿入治具なしにシリンダチューブに外部移動子をそのまま挿入すると、外部移動子に装着のルブリテーナがシリン
ダチューブのとば口に引っ掛かり破損する恐れがありますので、作業を行う際はご用意ください（P416-8：図13参照）。

CY3R Series　パッキン交換要領 4

図11　正しい方向性（各移動子の中心に位置する）（ø10）

図12　間違った方向性（各移動子の中心に位置しない）（ø10）

3 外部移動子およびピストン移動子のシリンダチューブ挿入手順（要注意）

416-7A



※穴径：任意

※）チューブ挿入時のエアを逃がすため

100～200（任意） D
ø

C

ø
B

－
0

.0
1

 
－

0
.0

4
 

ø
A

＋
0

.1
 

　
0
　

 

A

カバーを固定する

外部移動子を押す

ピストン移動子

※）ピストン移動子がカバーに当たり、外部移動子がストローク端まで到達できない

外部移動子

図14に示すＡ寸法より大きい側

外部移動子がヘッドカバーに当たっている
空気圧（0.5MPa程度）を供給

※）外部移動子がカバーに当たり、ピストン移動子がストローク端まで到達できない

ピストン移動子がヘッドカバーに
到達していません

CY3R Series　パッキン交換要領 5

ø6 ø10 ø15 ø20 ø25 ø32 ø40 ø50 ø63
A 7.6 12 16.6 21.6 26.4 33.6 41.6 52.4 65.4
B 6 10 15 20 25 32 40 50 63
C 4 8 13 18 23 30 36 46 56
D 20 20 30 30 40 50 60 60 60

図13　移動子挿入治具寸法図

チューブ内径 A（mm）
ø6～ø15 1.5
ø20, ø25 2
ø32～ø63 3

※）両端とも同寸法

図14　外部移動子とエンドカバー間の寸法（正常時）

《移動子のはめ込み方法》
◎外部移動子を外力（手などで押す）にて押し込む方法

◎ピストン移動子を空気圧（0.5MPa程度）にて押し込む方法（上図の反対側）

図15　移動子のはめ込み方法
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qピストンパッキン、ルブリテーナおよびウェアリング
の交換等で分解する際は、専用工具が必要となります。
専用工具が必要の際は、表の品番にて手配ください。

wサインロッドレスシリンダは最適なクッション効果が
得られるよう、クッションリングおよびクッションパ
ッキン等の組立を行っています。

　したがって、メンテナンスは工場返却にて実施してく
ださるようお願いします。

　ただし、やむを得ず分解される場合は、次のことにご
注意ください。

a. シリンダチューブより外部移動子、またはピスト
ンを取外すときは、強制的に外部移動子とピスト
ンの位置関係をずらし保持力をなくした状態で
別々に取り出してください。そのまま取り出しま
すと内外のマグネットが吸引し合い、はずれなく
なります。

b. エンドカバー側面の六角穴付止めねじを六角レン
チにてゆるめ、専用工具にてアタッチメントリン
グをエンドカバーから取外し、エンドカバーをシ
リンダチューブより取外します。
シリンダチューブ外周面には、C形止め輪が装着さ
れておりますので、スナップリングプライヤーに
てC形止め輪をはずします。外部移動子とピストン
移動子をシリンダチューブよりはずした際は、マ
グネットの吸着力は強力なため、それぞれの取扱
いに十分ご注意ください。

c. マグネット構成部（ピストン移動子、外部移動子）
は、絶対分解しないでください。
保持力の低下、不適合発生の原因となります。

d. 外部移動子、ピストン移動子を取扱う時は、腕時
計を外して作業してください。強い磁気にて故障
する恐れがあります。

e. マグネットは床に落としたり、金属にぶつけると
こわれますので、ピストン移動子および、外部移
動子の取扱いには十分ご注意ください。

f. シリンダチューブ外周面およびスイッチレール摺
動面には定期的にグリースを塗布してください。

g. クッションリングはヘッドカバーに精密に組付け
られていますので、取外したり、また変形や打痕
等にご注意ください。

分解およびメンテナンス1

適用チューブ内径（mm）品　番
6、10、15、20
25、32、40

50
63

CYRZ-V
CYRZ-W
CYRZ-X
CYRZ-Y

専用工具品番一覧表

REAR/REBR Series　パッキン交換要領

専用工具

F

417A



CY1S-Z Series　パッキン交換要領 1

Ｎo. 工程 作業 備考

1
付属品の取外
し

1）スイッチレール（#0）
を取外してください

（写真2）。
　プラスドライバでス

イッチレール両端部
の十字穴付なべ小ね
じ（#6）を外してくだ
さい。

2）ショックアブソーバ
（$3）、ダンパボルト
（@5）、アジャストボ
ルト（$1）を取外して
ください。（写真3, 
4）

　モンキーレンチなど
で固定ナット（#3）、

（#4）を取外してくだ
さい。

十字穴付なべ小ねじ
　ø6〜ø40：M3

アブソーバ、ダンパボル
トのナットサイズ
　ø6：M6
　ø10/ø15：M8
　ø20：M10
　ø25：M14
　ø32/ø40：Ｍ20
アジャストボルトのナッ
トサイズ
　ø6/ø10/ø15：M4
　ø20/ø25：M6
　ø32/ø40：M8

2

プレートＡの
取外し

（両側配管の
場合）
プレートＣの
取外し

（集中配管の
場合）

1）プレートA（@2）/プレ
ートC（23a）の座ぐ
り面の六角穴付止め
ねじ（#1）を取外して
ください（写真5）。
六角レンチを使用し
て 取 外 し て く だ さ
い。

2）プレートA/プレート
C側の端面外側の六
角穴付ボルト（#2）を
取 外 し て く だ さ い

（写真6）。
　六角レンチを使用し

て 取 外 し て く だ さ
い。

3）プレートA/プレート
Cをガイドシャフト
から取外してくださ
い（写真7）。

六角穴付止めねじ
　ø6：M3
　ø10/ø15：M4
　ø20/ø25：M5
　ø32：M6、ø40：M8
六角穴付ボルト
　ø6：M4
　ø10/ø15：M5
　ø20/ø25：M6
　ø32：M8、
　ø40：M10

※）プレートＡを外す際、
プレートＡが傾くと外
しにくくなりますの
で、まっすぐに外して
ください。

※）プレートＡが外しに
くい場合は、プラスチ
ックハンマー等で軽く
たたきながら取外して
ください。

　ただし、破損にはご注
意ください。

3

シリンダ本体
の取外し

（外部移動子）
（ピストン移
動子）

（シリンダチ
ューブ）

1）外部移動子/ピスト
ン移動子が磁力結合
された状態でシリン
ダチューブ（@7）をプ
レートB（23a）から
引き抜いてください

（写真8, 9）。

※）この時に、シリンダ
チューブから外部移動
子をそのまま引き抜く
とピストン移動子も一
緒に付いてくるので注
意してください。

　必ず、シリンダチュー
ブを持って引き抜いて
ください。

※）部品名称後ろの番号は、カタログ記載の構造図で示す部品番号を示します。

写真1．シリンダ外観

写真7．プレートＡ/プレートＣ取外し

写真3．ショックアブソーバ

ショックアブソーバ$3

写真5．六角穴付止めねじ

六角穴付止めねじ#1

写真8．シリンダ本体の取外しq

プレートＢ（23a）

シリンダチューブ@7

外部移動子

ピストン移動子（チューブ内）

写真6．六角穴付ボルト

六角穴付止めねじ#1

六角穴付ボルト#2

写真4．ダンパボルト

ダンパボルト@5

固定ナット#3

写真2．スイッチレール

十字穴付なべ小ねじ#6

スイッチレール#0

写真9．シリンダ本体の取外しw

ピストン移動子（チューブ内）

シリンダチューブ@7

外部移動子

1 分解手順
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CY1S-Z Series　パッキン交換要領 2

Ｎo. 工程 作業 備考

4

外部移動
子/ピスト
ン移動子
の取出し

1）外部移動子およびピストン移動子をシリンダチューブか
ら取外す場合は、移動子挿入治具（写真10、要製作 
418-3頁：図2）を使用し、磁石保持力がない状態で別々
に取出してください。

2）治具をシリンダチューブに装着してください（写真11）。
3）治具を下向きに置いて、外部移動子を下方向に力をかけてマグネットカップリングを離脱

させた後（写真12）、外部移動子/ピストン移動子をそれぞれ取出してください（写真13）。

・外部移動子とピストン移動
子が磁力結合した状態で取
出すと、移動子同士が吸着
し合い外れなくなります。

　ご注意ください。

・移動子に使用されるマグネッ
トは非常に強力ですので、取り
扱いに十分にご注意ください。

・空圧にて外部移動子/ピスト
ン移動子の位置関係をずら
す方法は、できるだけ避け
てください。

　ピストン移動子が直接プレ
ート面に金属衝突し部品が
破損する恐れがあります

（ゴムダンパなし）。

警告

Ｎo. 工程 作業 備考

5
パッキン
類の交換

《ピストン移動子のパッキン類交換》
1）パッキンセット内のピストンパッキン（r）、ウェアリン

グＡ（t）、ルブリテーナＡ（y）を交換してください（写真
14）。

　　　　　　　　　　　　　　

　

《外部移動子内のパッキン類交換》
2）外部移動子の片側の止め輪（!4）を外してください（写真15）。
3）移動子スペーサ（!2）（移動子ガスケット（!3）含む）を外してください（写真15）。
4）外部移動子チューブAss'y（外部移動子チューブ（!6）、スペーサ（@1）、ウェアリングＢ（!9）、

ルブリテーナＢ（@0）、磁石Ｂ（!7）、外部移動子側ヨーク（!8））を取出してください（写真16）。
5）パッキン類を交換してください（写真17,18）。

　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　

　

・ピストンパッキン装着におい
ては、パッキン溝にパッキン
セットに付属のグリースまた
は指定のグリースパックのグ
リースを塗布してください。

・ø6のピストンパッキンは装
着に方向性があります。

　ピストンパッキンのリップ
部を左右とも外側に向けて
装着してください。

・ø6以外のピストンパッキン
は任意の装着溝1か所に1枚
のみ装着ください。装着方
向はありません。

・ウェアリングＡは、ø10の
み交換できません。交換が
必要な場合は、当社にお問
合せください。

・ルブリテーナは、装着前に
グリースを約2時間含浸し
てから装着してください。

・ルブリテーナＡは、伸びに
くい素材の為、無理に引っ
張ると元に戻らなくなるの
でご注意ください。

・外部移動子チューブAss'y
を取出す際に、大きな衝撃
を掛けないでください。内
部の磁石等が飛び出す恐れ
があります。ご注意ください。

・ウェアリングＢ、ルブリテ
ーナＢを交換する場合は、
外部移動子チューブ左右片
側ずつ行ってください。

・パッキンセットを交換する際
は、絶対にマグネット/ヨーク
まで分解しないでください。

　再組立時に磁石の装着方向
（極性）を間違うと、磁石保持力
が低下する恐れがあります。

※）本要領書記載以外のパッキン類は、使用状況により交換ください。

ピストンパッキンr

チューブ内径 数量（ケ）
ø6 2

ø10～ø63 1

ウェアリングＡt

チューブ内径 数量（ケ）
ø6 －

ø10～ø40 2

ルブリテーナＡy

チューブ内径 数量（ケ）
ø6, ø10 －

ø15～ø40 2

移動子ガスケット!3

チューブ内径 数量（ケ）
ø6～ø40 2

ウェアリングＢ!9

チューブ内径 数量（ケ）
ø6～ø40 2

ルブリテーナＢ@0

チューブ内径 数量（ケ）
ø6 －

ø10～ø40 2

写真10．移動子挿入治具

写真11．移動子挿入治具装着

シリンダチューブ

治具

外部移動子

写真15．外部移動子

移動子スペーサ!2止め輪!4

写真13．内外移動子取出し完了

シリンダチューブ

外部移動子

ピストン移動子

写真12．外部移動子の取出し方法

治具

治具を下向
きにして外
部移動子を
固定。下側
に力をかけ
る。

外力

写真14．ピストン移動子（ø15）

ピストンパッキン（片側のみ）r

ルブリテーナＡy（左右）

ウェアリングＡt
（左右）

写真16．外部移動子チューブAss'y

スペーサ@1

外部移動子チューブ!6

写真17．ウェアリングＢ取出し

スペーサ

ウェアリングＢ!9

写真18．ウェアリングＢ、ルブリテーナＢ

ウェアリングＢ!9

ルブリテーナＢ@0

2 交換手順

418-1A



CY1S-Z Series　パッキン交換要領 3

Ｎo. 工程 作業 備考

6 再組付け

1）パッキン類交換が完了したら、分解時の逆の手順で再組付けを行ってください。
手順
q：シリンダチューブ内周面にグリースを塗布してください。
w：ピストン移動子を外部移動子上に置いてください（ø6、ø10の場合）。ø6、ø10以外のサイ

ズは各移動子の挿入方向性はありませんので、本作業不要です。
e：ピストン移動子が外部移動子の中央で吸着できない（写真20）場合は、ピストン移動子を
180°反転して（写真19）のようにしてください。ピストン移動子が中央で吸着できない状態
の方向でシリンダチューブに挿入すると、正常な磁石保持力が得られません。また、正常な
スロトークも出ません。ご注意ください。

r：シリンダチューブに移動子挿入治具を挿入してください。
t：改めて、各移動子が（写真19）の状態であることを確認してください。
y：外部移動子内部のウェアリングB、ルブリテーナにグリースを多めに塗布してください。
u：グリースを塗布した外部移動子をシリンダチューブに挿入してください。
i：移動子挿入治具をシリンダチューブから外してください。
o：ピストン移動子のピストンパッキン、ウェアリングＡ、ルブリテーナにグリースを多めに塗
布してください。

!0：グリースを塗布したピストン移動子をシリンダチューブに挿入してください。
!1：外部移動子を手で複数回移動させ、グリースをシリンダチューブ全体になじませてください。
!2：外部移動子をストローク端に移動させ、ピストン移動子端面に付着した余分なグリースを軽
くふき取ってください。

!3：!2のアッセンブリをガイドシャフトおよびプレートＢに挿入して、分解時と逆の手順で再組
立してください（平らな面の上で行うこと）。

!4：外部移動子とピストン移動子をシリンダチューブ内で所定の位置にはめ込んでください
（418-3頁：図4-1、4-2）。

!5：外部移動子とピストン移動子が正常な位置関係にあることを確認してください（418-3頁：
図3）。

!6：!5まで終了したら、改めてシリンダを平らな面に置き、プレート間にねじれによるガタつき
がないことを確認してください。

　　ガタつきがある場合は、ボルト等を緩めて再度締付けてください（写真21）。

・移動子挿入治具なしに
シリンダチューブに外
部移動子をそのまま挿
入すると、外部移動子
に装着のルブリテーナ
がシリンダチューブの
とば口に引っ掛かり破
損する恐れがあります
ので、作業の際は治具
をご用意ください。

　（418-3頁：図2参照）

・再組立時は、ボルト、
ビスのねじ部に固まっ
た接着剤、油分などを
取り除いたうえ、緩み
止めとして再度、接着
剤を塗布してくださ
い。

［ロックタイト社製　
No.263（高強度）］

※）指定グリース（グリースパック）：GR-S-010（全サイズ共通）

写真19．正しい方向性（各移動
子の中央に位置する）（ø10）

ピストン移動子が
中央にあることを
確認

写真20．間違った方向性（各移
動子の中央に位置しない）（ø10）

ピストン移動子が
中央で吸着できな
い

写真21．ガタつき確認

ガタなきこと平らな面

3 外部移動子およびピストン移動子のシリンダチューブ挿入手順（要注意）

418-2
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CY1S-Z Series　パッキン交換要領 4

※穴径：任意

※）チューブ挿入時のエアを逃がすため

100～200（任意） D

ø
C

ø
B

－
0

.0
1

 
－

0
.0

4
 

ø
A

＋
0

.1
 

　
0
　

 

すき間なし（両側とも）

ø6 ø10 ø15 ø20 ø25 ø32 ø40
A 7.6 12 16.6 21.6 26.4 33.6 41.6
B 6 10 15 20 25 32 40
C 4 8 13 18 23 30 36
D 20 20 30 30 40 50 60

図2　移動子挿入治具寸法図
図3　外部移動子とプレート間の寸法（正常時）

《移動子のはめ込み方法》

◎外部移動子を外力（手などで押す）にて押し込む方法

《移動子挿入治具》

◎ ピストン移動子を空気圧（0.5MPa程度）にて押し込む方
法（図4-1の反対側）

※）ピストン移動子がプレートに当たり、外部移動子がストローク端まで
　到達できない

すき間が発生している側 外部移動子を押す

ピストン移動子 外部移動子

図4-1　移動子のはめ込み方法（外部移動子を押し込む方法）

※）外部移動子がプレートに当たり、ピストン移動子がストローク端まで
　到達できない

ピストン移動子がプレート端面付近に到達していない

空気圧（0.5MPa程度）を供給

図4-2　移動子のはめ込み方法（ピストン移動子を押し込む方法）

418-3A



ピストンパッキン、ウエアリングなどの交換で分解する
ときはつぎのことにご注意ください。

qシリンダチューブより外部移動子、またはピストン移
動子を取外すときは強制的に外部移動子とピストン移
動子の位置関係をずらし保持力をなくした状態で取出
してください。そのまま取出しますと直接マグネット
が吸引しあいはずれなくなる恐れがあります。

w上記の作業後、各移動子がはなれた状態で六角穴付ボ
ルト（プレートA側）をはずすことによりシリンダチュ
ーブ、およびガイドシャフトA、BよりプレートAを外
してください。（交換作業（パッキンなど）では、その
他の部分は分解しないでください。エア漏れなどの原
因となります。）

eマグネット構成部（ピストン移動子、外部移動子）は絶
対分解しないでください。保持力の低下、不具合発生
の原因となります。

rピストン移動子と外部移動子は方向性（ø6、ø10およ
び保持力Lタイプ）があります。図1を参照してくださ
い。外部移動子（スライドブロック）とピストン移動子
を吸引させて図1-(a)の位置関係になるようにシリン
ダチューブに挿入します。(b)のようになったときは、
ピストンのみ180°反転して挿入します。

tマグネット構成部を取扱うときは、腕時計を外して作
業してください。強い磁気にて故障する恐れがありま
す。

yマグネットは床に落したり、金属にぶつけるとこわれ
る恐れがありますので、マグネット構成部の取扱いに
は十分ご注意ください。

保守について1 その他の使用上の注意事項2
q移動子内部には、鉄製部品が、使用されていますので
水などがシリンダチューブに直接かからないようにし
てください。

wスライドブロックの軸受部分およびシリンダチューブ
外周面には、定期的にグリース塗布をしてください。

e取付け時には、接続配管を十分フランジして、シリン
ダ内部にゴミや切粉が入らないようにしてください。

rシリンダチューブ、ガイドシャフト外周面に傷や打こ
んをつけないようにご注意ください。スクレーパ、ウ
エアリングおよびブッシュの損傷をまねき作動不良の
原因となります。

tマグネット保持力の変更（例えばCY1L25L→CY1L25H）
は当社工場にて行いますので、当社営業にご相談くだ
さい。

yシリンダ（シリンダチューブ、ガイドシャフト表面）に、
水（温水）、クーラント液などがかかる雰囲気でのご使
用は、別途ご相談ください。

図1-（a）　正しい方向 図1-（b）　誤った方向

図1　移動子の方向性

CY1L Series　パッキン交換要領
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MXQ SeriesMXQ Series

エンドプレート

C形止め輪

六角穴付ボルト

ピストンロッドAss’y

テーブル端面B

ボディ端面B

テーブル端面 A

ストローク以上にしないこと

ボディ端面A

テーブルパッキン交換1

注意
qエアスライドテーブルの案内機構であるクロスロー
ラ部は、組付時に予圧調整を行っておりますので分
解しないでください。

wピストンパッキン交換時
専用グリースを用意していますので、ピストンパッキンお
よび摺動部に塗布してください。
（専用グリース品番：GR-L）

エンドプレートを外した状態での注意事項

qエンドプレートとテーブルを接続する六角穴付ボルト
を外す。

wエンドプレートを取外す。

eC形止め輪を外す。（止め輪工具を使用）

rピストンロッドAss’yを引抜く。

エンドプレートを外した際は、
テーブル端面A部がボディ端面A部から
ストローク以上出ないように十分注意してください。
また、テーブル端面B部が
ボディ端面B部から出ないように
十分注意してください。
（ガイド部の鋼球が脱落してしまいます）

MXS/MXQ/MXQR Series　パッキン交換要領 1
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フローティングブッシュ

パッキンサポート

ロッドカバーAss’y

ピストンパッキン

マグネット（片側のみ）

ヘッドキャップAss’y

穴用 C形止め輪

Oリング

ヘッドキャップ

MXS6
A寸法 3.2mm以下

MXS8
3.6mm以下

MXQ（R）6
A寸法 3.2mm以下

MXQ（R）8
3.6mm以下

MXS12
B寸法 5mm

MXS16
6mm

MXS20
8mm

MXS25
10mm

MXQ（R）12
B寸法 5mm

MXQ（R）16
6mm

MXQ（R）20
8mm

MXQ（R）25
10mm

A B

tピストンパッキンにグリースを塗布し、交換する。

yヘッドキャップ側のC形止め輪を外す。（止め輪工具を使用）※MXQRの場合

uヘッドキャップを外しグリースを塗布してOリングを交換する。※MXQRの場合

iフローティングブッシュを外す。

ø6、ø8の場合は、ロッドの二面幅がないため、先の細
いラジオペンチ等で斜線部をチャッキングしてください。
（斜線部以外はチャッキング不可）

ø12～ø25の場合は、ロッドの二面幅部をスパナ等で固
定してください。

MXS/MXQ/MXQR Series　パッキン交換要領 2
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ロッドパッキン

U溝の向き
に注意

Oリング

ロッドカバー

穴用C形止め輪

ヘッドキャップAss’y

ピストンパッキン

穴用C形止め輪

必要に応じてボディ内面にグリースを塗布

マグネット（片側のみ）

ロッドカバーAss’y

パッキンサポート

oパッキンサポートを外す。

!0ロッドカバーAss’yを外す。

!1Oリングにグリースを塗布し、交換する。

!2ロッドパッキンにグリースを塗布し、交換する。

!3ピストンロッドAss’yにロッドカバー Ass’y、パッキンサポートを取付けボディに挿入する。

!4パッキンサポートをC形止め輪で固定する。（止め輪工具を使用）

!5ヘッドキャップAss’yをボディに挿入し、C形止め輪で固定する。（止め輪工具を使用）※MXQRの場合

MXS/MXQ/MXQR Series　パッキン交換要領 3
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フローティングブッシュ

A

斜線部をチャッキング
斜線部以外はチャッキング不可

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNO.263
または相当品を塗布。
組付け後、A部にはみ出た場合は拭き取る。

六角穴付皿ボルト

フローティングブッシュ

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNO.263
または相当品を塗布。

型式 六角穴付ボルト 締付けトルク
（N・m）

MXS12
MXS16
MXS20
MXS25

M3×14
M4×18
M5×20
M6×25

1.0
2.4
4.3
6.9

型式 締付けトルク
（N・m）

MXS6
MXS8

0.21
0.41

型式 A寸法

MXS6
MXS8

3.2mm以下
3.6mm以下

型式 A寸法

MXQ（R）6
MXQ（R）8

3.2mm以下
3.6mm以下

型式 締付けトルク
（N・m）

MXQ（R）6
MXQ（R）8

0.21
0.41

型式 六角穴付ボルト 締付けトルク
（N・m）

MXQ（R）12
MXQ（R）16
MXQ（R）20
MXQ（R）25

M3×14
M4×18
M5×20
M6×25

1.0
2.4
4.3
6.9

ø6、ø8の場合

ø12～ø25の場合

!6ピストンロッドAss’yにフローティングブッシュを取付ける。

MXS/MXQ/MXQR Series　パッキン交換要領 4
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六角穴付ボルト

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNO.263
または相当品を塗布。

型式 六角穴付ボルト 締付けトルク
（N・m）

MXS6
MXS8

MXS12
MXS16
MXS20
MXS25

M2.5×6
M3×6
M4×10
M5×12
M5×14
M6×18

0.5
0.9
2.1

4.3

6.9

型式 段差 t
mm

MXS6
MXS8

MXS12
MXS16
MXS20
MXS25

0.5

0.3

0.5

型式 段差 t
mm

MXQ（R）6
MXQ（R）8

MXQ（R）12
MXQ（R）16
MXQ（R）20
MXQ（R）25

0.3

0.5

型式 六角穴付ボルト 締付けトルク
（N・m）

MXQ（R）6
MXQ（R）8

MXQ（R）12
MXQ（R）16
MXQ（R）20
MXQ（R）25

M2.5×6
M3×6
M4×8
M5×10
M5×16
M6×16

0.5
0.9
2.1

4.3

6.9

テーブルとの段差のないこと

段
差
を
tに
す
る
こ
と

!7エンドプレートを取付ける。

!8エンドプレート取付用ボルを規定トルクで締付ける。

MXS/MXQ/MXQR Series　パッキン交換要領 5
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テーブル六画穴付ボルト (B）

エンドプレート

六角穴付ボルト（A）

C形止め輪

ピストンAss'y

注意
エアスライドテーブルの案内機構であるクロスローラ部
は、組付時に予圧調整を行っておりますので分解しない
でください。

qエンドプレートとテーブルを接続する六角穴付ボルト
を緩める。

パッキン交換1

wエンドプレートを矢印のように移動させて取り外す。

eC形止め輪を止め輪工具を用いて外す。

rピストンロッドAss'yを引抜く。

tピストンパッキンにグリースを塗布し、交換する。

y穴用C形止め輪を外して、ヘッドキャップAss'yを外す。

　 （止め輪工具を使用）

MXF Series　パッキン交換要領 1
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U溝の向き
に注意

Oリング

ヘッドキャップ

MXF8
C寸法 3.6mm以下

MXF16
D寸法 5mm

MXF20MXF12
6mm 8mm

uOリングにグリースを塗布し、交換する。

iフローティングブッシュを外す。

ø8の場合は、ロッドの二面幅がないため、先の細いラ
ジオペンチ等で斜線部をチャッキングしてください。
（斜線部以外はチャッキング不可）

ø12～ø20の場合は、ロッドの二面幅部をスパナ等で
固定してください。

oパッキンサポートを外す。

!0ロッドカバーAss'yを外す。

!1Oリングにグリースを塗布し、交換する。

!2ロッドパッキンにグリースを塗布し、交換する。

穴用C形止め輪

ヘッドキャップAss'y

ピストンパッキン

フローティングブッシュ

ロッドカバーAss'y

パッキンサポート

D

C

ロッドカバー
Oリング

ロッドパッキン



MXF Series　パッキン交換要領 2
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ø8の場合

ø12～ø20の場合

エンドプレート取付用（A）

エンドプレート取付用（B）

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNo.263または
相当品を塗布。

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNo.263または
相当品を塗布。

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNo.263
または相当品を塗布。

締付トルク N・m型式
MXF8 0.41

六角穴付ボルト
M2×8
M2.5×8
M3×10
M4×14

型式
MXF8

MXF12
MXF16
MXF20

締付トルク N・m
0.25
0.47
0.88
2.06

六角穴付ボルト
M2×10
M2.5×10
M3×10
M4×14

型式
MXF8

MXF12
MXF16
MXF20

締付トルク N・m
0.25
0.47
0.88
2.06

!3ピストンロッドAss'yにロッドカバーAss'y、パッキン
サポートを取付けボディに挿入する。

!4パッキンサポートをC形止め輪で固定する。（止め輪工
具を使用）

!5ヘッドキャップAss'yをボディに挿入し、穴用C形止め
輪で固定する。（止め輪工具を使用）

!6ピストンロッドAss'yにフローティングブッシュを取付
ける。

!7エンドプレートを取付ける。

!8エンドプレート取付ボルトを規定トルクで締付ける。

穴用C形止め輪

ヘッドキャップAss'y

必要に応じてボディ内面にグリースを塗布

ピストンパッキン

ロッドカバーAss'y

パッキンサポート

穴用C形止め輪

フローティングブッシュ

フローティングブッシュ

六角穴付皿ボルト

六角穴付ボルト（B）

六角穴付ボルト（A）

斜線部をチャッキング
斜線部以外はチャッキング不可

日本ロックタイト㈱製ロックタイトNo.263
または相当品を塗布。
組付後、A部にはみ出た場合は拭き取る。

六角穴付皿ボルト
M3×14
M4×18
M5×20

型式
MXF12
MXF16
MXF20

締付トルク N・m
1.0
2.4
4.3

C
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MXW Series　パッキン交換要領 1

qストッパブロックAss'yを外す
1） エンドプレート側のストッパブロック取付用ボルト
を外し、ストッパブロックを外す。

＜MXW8の場合＞
1）エンドプレート取付用ボルトを外す。
2） スパナでフローティングブッシュAの二面幅を押さ
え、フローティングブッシュ取付用ボルトを外す。

3）フローティングブッシュB、エンドプレートを外す。
4） スパナでロッド二面幅を押さえ、フローティングブ
ッシュAを外す。

rピストンロッドAss'yを取外す
1） ロッドカバーを固定しているボディ上面側と底面側
の止めねじを外す。

2） 穴用C形止め輪を外し、øB以下の棒等で押してヘッ
ドキャップピストンロッドAss'yを押し出す。

tピストンロッドAss'yからロッドカバーAss'yを外す

y-2 Oリング交換
※よじれ等なきこと

y-1 ピストンパッキン交換
※よじれ等なきこと

eテーブルAss'yを外す
1） テーブル取付用ボルトを外し、テーブルAss'yを外
す。

wエンドプレートAss'yを外す
<MXW12,16,20,25の場合>
1）エンドプレート取付用ボルトを外す。
2） スパナでロッド二面幅を押さえ、フローティングブ
ッシュ取付用ボルトを外す。

3）エンドプレートを取外す。

MXW8 MXW12 MXW16 MXW20 MXW25
A寸法 8 85 14.5 18 23.5
二面幅 3.5 5 6 8 10

MXW8 MXW12 MXW16 MXW20 MXW25
øB寸法 7 11 15 19 24

エンドプレート

ストッパブロックAss'y

六角穴付ボルト
ストッパブロック取付用

六角穴付ボルト
エンドプレート取付用

六角穴付ボルト
フローティングブッシュ取付用

エンドプレートAss'y

フローティングブッシュ

ロッド

ボディ

A

六角穴付ボルト
フローティングブッシュ取付用

エンドプレート

フローティングブッシュB

フローティングブッシュA
二面幅6

ロッド

フローティングブッシュA

六角穴付ボルト
テーブル取付用

テーブルAss'y

øB以下の棒等で
ピストンロッドAss'yを
押し出す

六角穴付止めねじ 棒先
（ボディ上面：2箇所）

六角穴付止めねじ 棒先
（ボディ底面：2箇所）

ピストンロッドAss'y

ヘッドキャップ

穴用C形止め輪

ロッドカバーAss'y

ピストンパッキン

ヘッドキャップ

Oリング

1 パッキン交換
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MXW Series　パッキン交換要領 2

iテーブルAss'y取付け
1） ボディ、ストッパブロックに突き当てテーブルAss'y
の位置決めを行い、ボルトでテーブルAss'yを取付け
る。

y-3 ロッドパッキン、Oリング交換
※よじれ等なきこと

uロッドカバー取付け
1） ロッドカバーAss'yをピストンロッドAss'yに取付け
る。

2）ピストンロッドAss'yをボディに取付ける。
3）ロッドカバーAss'yを止めねじで固定する。
ロッドカバーを固定する止めねじは、図示の順序で
締付けること。
qボディ底面側
wボディ上面側

4）ヘッドキャップ、穴用C形止め輪取付ける。

テーブル取付用
型式 六角穴付ボルト 締付トルク（N・m）

MXW8 M3×16 1.1

MXW12 M4×20 2.5

MXW16 M5×25 5.1

MXW20 M6×35 8.6

MXW25 M8×40 21.6

接着剤：ロックタイト243塗布

MXW8 MXW12 MXW16 MXW20 MXW25
θ° 40° 60° 60° 40° 40°

本図のような向きに
組付のこと

本図のような向きに
組付のこと

本図のような向きに
組付のこと

<MXW12の場合>

<MXW16,20,25の場合>

<MXW8の場合>

ロッドカバー ロッドパッキン
U溝の方向に注意

ロッドカバー

ロッドパッキン
U溝の方向に注意

 Oリング

ロッドカバー

ロッドパッキン
U溝の方向に注意

Oリング

Oリング

ボディ底面側の止めねじは
突き当てからθ°戻すこと

w

q

ボディ上面側の止めねじは
突き当てまで締付けのこと
・締付トルク　0.015N・m

ロッドカバーAss'y

ピストンロッドAss'y

ロッドカバーAss'y

突き当てまで締付けのこと

突き当てからθ°戻すこと
六角穴付止めねじ 棒先
ロックタイト塗布（高強度263）

六角穴付止めねじ 棒先
ロックタイト塗布
 （高強度263）

穴用C形止め輪

ヘッドキャップ

ロッドカバーAss'y挿入方向

<MXW8の場合> <MXW12～25場合>

固定用止めねじ取付用溝 固定用止めねじ取付用溝

ロッドカバーAss'y ロッドカバー Ass'y

突き当てのこと 突き当てのこと

六角穴付ボルト
テーブル取付用

ボディAss'y

テーブルAss'y

ストッパブロックに突き当てのこと
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MXW Series　パッキン交換要領 3

六角穴付ボルト
ストッパブロック取付用

ストッパブロックAss'y

すきまのないこと

!0ストッパブロックAss'y取付け
1） 下記の通りボディに突き当て位置決めを行い、ボル
トでストッパブロックAss'yを取付ける。

ストッパブロック取付用
型式 六角穴付ボルト 締付トルク（N・m）

MXW8 M2.5×15 0.3

MXW12 M3×16 0.6

MXW16 M4×20 1.4

MXW20 M5×30 2.8

MXW25 M6×40 4.8

接着剤：ロックタイト243塗布

oエンドプレートAss'y取付け
＜MXW12,16,20,25の場合＞
1） エンドプレートにフローティングブッシュを取付け
る。

2） スパナでロッド二面幅を押さえ、フローティングブ
ッシュ取付用ボルトを取付ける。

3） エンドプレート取付用ボルトを取付ける。

＜MXW8の場合＞
1） スパナでフローティングブッシュAの二面幅を押さ
え、締付トルク：1.1N・mでフローティングブッシ
ュ取付用ボルトを取付ける。

2） スパナでロッド二面幅を押さえ、フローティングブ
ッシュ取付用ボルトを利用し締付トルク：0.6N・m
でエンドプレートAss'yを取付ける。

3） エンドプレート取付用ボルトを取付ける。

エンドプレート取付用
型式 六角穴付ボルト 締付トルク（N・m）

MXW8 M3×8 0.6

MXW12 M3×8 0.6

MXW16 M4×12 1.4

MXW20 M5×12 2.8

MXW25 M6×16 4.8

接着剤：ロックタイト243塗布

フローティングブッシュ取付用
型式 六角穴付ボルト 締付トルク（N・m）

MXW12 M3×14 1.1

MXW16 M4×20 2.5

MXW20 M5×20 5.1

MXW25 M6×30 8.6

接着剤：ロックタイト263塗布

ボディ

ロッド

A

フローティングブッシュ

エンドプレートAss'y六角穴付ボルト
エンドプレート取付用

六角穴付ボルト
フローティングブッシュ
取付用

ロックタイト263塗布

エンドプレート エンドプレートAss'y

ロックタイト263塗布
ロッド

フローティング
ブッシュB

フローティング
ブッシュA

六角穴付ボルト
フローティング
ブッシュ取付用
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ピストンパッキン

Oリング

ピストン外周にグリース塗布

必要に応じてボディ内面にグリース塗布

ピストンパッキン

エンドプレート

六角穴付ボルト

Oリング

ピストン

エンドキャップ

C形止め輪

ピストン

エンドプレート

Oリング

Oリング

エンドキャップ

MXPJ6の場合
qC形止め輪を外す。（止め輪工具を使用）

wエンドキャップを外す。

eピストンを外す。

パッキン交換1
MXP6の場合
qエンドプレート取付用ボルトを取り外す。

wエンドプレートを取り外す。

eエンドプレートのOリングを取り外す。

rC形止め輪を外す。

　（止め輪工具を使用）

tエンドキャップを外す。

yピストンを外す。

rピストンパッキンにグリースを塗布し、交換する。

uピストンパッキンにグリースを塗布し、交換する。

iOリングにグリースを塗布し、交換する。

tOリングにグリースを塗布し、交換する。

yピストン外周にグリースを塗布する。

uピストンを挿入し、以下逆の手順にて組立てる。

MXP Series　パッキン交換要領 1
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必要に応じて
ボディ内面に
グリース塗布

ピストン外周にグリースを塗布

ジョイントシャフト

エンドプレートAss’y

ねじサイズ
M2×5

締付トルク
0.27N・m

ピストンパッキン
ø8の場合は、ピストン
パッキンの向きに注意

ピストン

ピストンパッキン
ø8の場合は、ピストンパッキンの向きに注意

ガイドブロック部ボディ端面

ジョイントシャフトを外した際は、ガイドブロック部
がボディ端面から出ないように十分注意してください。
（ガイド部の鋼球が脱落してしまいます。）

機種
MXP8
MXP10
MXP12
MXP16

ボルト六角穴対辺

2.5mm

3mm

MXP8、10、12、16の場合
qエンドプレート取付け用ボルトを取り外す。

wエンドプレートを取り外す。

eチューブ、Oリングを取り外す。

rOリングにグリースを塗布し、交換する。

tジョイントシャフトを取り外し、ボディからピストン
Ass’yを取り外す。

yピストンパッキンにグリースを塗布し、交換する。

!0ピストンを挿入し、以下逆の手順にて組立てる。

※エンドプレート取付用ボルトを規定トルクで締付け
る。

oピストン外周にグリースを塗布する。

ボディ Ass’yとの接合面に
すきまがないこと

MXP Series　パッキン交換要領 2

接着剤：
ロックタイト243
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エンドプレート

ピストンAss'y

O リング

チューブ
（ø8の場合、チューブはありません）



ボディ（※1）

エンドプレート（※1）

機種
MXP8
MXP10
MXP12
MXP16

ジョイントシャフト締付トルク
0.4N・m
0.7N・m
1.8N・m
3.6N・m

機種
MXP8
MXP10
MXP12
MXP16

ボルト締付トルク
0.65N・m

1.14N・m

2.70N・m

機種
MXP8
MXP10
MXP12
MXP16

ボルト締付トルク
0.65N・m

1.14N・m

2.70N・m

機種
MXP8
MXP10
MXP12
MXP16

A

0.2

0.5

B

0.2

0.3

(mm)

機種
MXP8
MXP10
MXP12
MXP16

A

0.2

0.5

B

0.2

0.3

(mm)

uボディにピストンAss’yを挿入し、ジョイントシャフトで締め
付ける。

i必要に応じてチューブ内面（斜線部）にグリースを塗布。（前頁
の図を参照）

oチューブ、Oリングを取り付ける。

!0エンドプレートを取り付ける。（※1）

!1エンドプレート取付け用ボルトを規定トルクで締付ける。

※1　エンドプレート取付時に、ボディとエンドプレートの段
差がA、B寸法となるように組み付ける。

!2反対側のエンドプレート取付け用ボルトを取り外す。

!3反対側のエンドプレートを取り外す。

!4チューブ、Oリングを取り外す。

!5Oリングにグリスを塗布し、交換する。

!6必要に応じてチューブ内面（斜線部）にグリースを塗布。

!7チューブ、Oリングを取り付ける。

!8反対側のエンドプレートを取り付ける。（※2）

!9反対側のエンドプレート取付け用ボルトを規定トルクで締付け
る。

※2　エンドプレート取付時に、ボディとエンドプレートの段
差がA、B寸法となるように組み付ける。（※1と同様）

MXP Series　パッキン交換要領 3
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チューブ

Oリング

Oリング

エンドキャップ

Oリング

Oリング

丸棒等でピストンを固定

ピストン移動子 外部移動子

外部移動子

ピストン移動子

押す

六角穴付ボルト

シリンダスクレーパ、ウエアリングBの
装着位置と方向性

シリンダスクレーパ

スペーサ

ウエアリングB

ボディ

ウエアリングB

スペーサ
シリンダスクレーパ

外部マグネット
固定プレート

ウエアリングB（方向性なし）
リップが開いている
方向が外側を向く

ø6
ø8

ø12

0.09
0.09
0.18

締付トルク N・m

接着剤：
ロックタイト243

wa. シリンダAss’yのチューブからエンドキャップを取
外してください。

ea. 丸棒等の冶具をチューブ内に入れてピストン移動
子を固定してください。

注）チューブ内部に傷がつかないように注意してください。

b. 外部移動子を強制的に動かして保持力をなくして
ください。

c. チューブからピストン移動子を取外してください。

d. チューブから外部移動子を取外してください。

ra. ボディ両端面の六角穴付ボルトを緩めスペーサを
取外してください。

注）ボディ内部のマグネットB、ヨークBが外に飛び出さないよ
う注意してください。

b. スペーサからウエアリングB、シリンダスクレーパ
を取外し交換してください。

注）シリンダスクレーパの方向性に注意してください。

c. ボディの基準マークを手前に向けて右端面の六角
穴付ボルトを締め付けて、スペーサがボディに密
着するように取付けてください。

d. ボディの基準マークを手前に向けて左端面の六角
穴付ボルトを締め付けて、スペーサをボディに取
付けてください。このときボディとスペーサの間
にはすきまが空きます。

qa. ガイドブロック固定用スタッドを取外してくださ
い。

注）ガイドブロックの一部がレールから外れてしまうと鋼球が外
に飛び出し、再使用できなくなりますので十分に注意してく
ださい。

b. スイッチレール固定用のスタッドを緩め、スイッ
チレールを取外してください。

c. エンドプレート固定用の六角穴付ボルトを緩めエ
ンドプレートを取外してください。

d. シリンダAss’yを取外してください。

パッキン交換1

MXY Series　パッキン交換要領 1

433

スイッチレール

ガイドブロック固定用スタッド

シリンダAss’y

エンドプレート

エンドプレート固定用六角穴付ボルト

スイッチレール固定用スタッド



基準マーク

すきま 密着

※六角穴付ボルトは交互に
　少しずつ締め付けて
　締付力を均等に配分する。

基準マークを手前にしたときに右側のボルトを先に締め付ける。
（左側のスペーサとボディの間にすきまがあく。）

ピストンパッキン
（リップが開いている
方向が外側を向く）

ø6、ø8の場合

ø12の場合
ø12の場合ピストンパッキンは
片側の溝にだけ装着する。

ピストン

ピストンパッキン、ウエアリングAの
装着位置と方向性

ウエアリングA
（方向性なし）

ピストンパッキン
（方向性なし）

ピストンパッキン

ウエアリングA
ピストン

ウエアリングA

ピストンパッキン
（ø12の場合片側のみ）

接着剤
ロックタイト263

ピストン

ウエアリングA

シャフト

ヨークA

マグネットA

細棒
ウエアリングA

ピストン

Oリング

ヨークAとマグネットAの取外し方

ø6
ø8

ø12

0.09
0.09
0.18

締付トルク N・m

外部移動子組付け時の注意点

ta. 片方のピストンをマイナスドライバで固定し、反
対側のピストンをマイナスドライバで緩めてくだ
さい。

b. ヨークAとマグネットAをシャフトから抜いて、細
棒等に移し変えてください。

注）マグネットAは方向性があり、ばらばらになった場合再使用
できなくなりますので十分に注意してください。

c. ウエアリングA、ピストンパッキンを取外し、交換
してください。

注）MXY6、MXY8はピストンパッキンの方向性に注意してくだ
さい。

注）ウエアリングA、ピストンパッキンには指定グリースを塗布
してください。

注）ピストンパッキン装着後はパッキンによじれ等ないことを確
認してください。

注）MXY12の場合ピストンパッキンは片側にしか装着しません。

d. 逆の手順でシャフトにヨークAとマグネットAを挿
入してください。

e. ピストンをシャフトに右図の規定トルクで締め付
けてください。

注）シャフト先端には指定接着剤（ロックタイト263相当品）を塗
布してください。

注）六角穴付ボルトは規定トルクに到達するまで交互に少しずつ
締め付けて、締め付け力を均等に配分してください。

注）六角穴付ボルトには指定接着剤（ロックタイト243相当品）を
塗布してください。

MXY Series　パッキン交換要領 2
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全面にグリース塗布 内面全周にグリース塗布

ピストン移動子 外部移動子

外部移動子

押す

ピストン移動子

カップリング前 カップリング後

・内側

・外側

チューブの内面と外面にグリース塗布
外部移動子、ピストン移動子をチューブの
端に寄せて規定量塗布しないこと

チューブ

Oリング

Oリング

エンドキャップ

Oリング

Oリング

ya. ピストン移動子の全周にグリースを塗布してくだ
さい。

b. 外部移動子の内面全周にグリースを塗布してくだ
さい。

c. ピストン移動子と外部移動子をチューブに挿入し
てください。

d. ストロークエンドにて外部移動子を手などで押し
て、ピストン移動子と外部移動子のマグネットカ
ップリングを正しい位置にしてください。

e. チューブの内面と外面にまんべんなくグリースを
塗布してください。

注）外部移動子をチューブの端に寄せて内外周全面にグリースを
塗布すると作動時にグリースが全て端に寄ってしまいます。

注）グリースはいずれも指定グリースを使用してください。

チューブに塗布する際の注意点

ua. チューブにエンドキャップを挿入してください。
注）Oリングが外れていないことを確認してください。

MXY Series　パッキン交換要領 3

435



ガイドブロック固定用スタッド

エンドプレート固定用
六角穴付きボルト

締付トルク
0.7N・m

スイッチレール
固定用スタッド

ø6
ø8

ø12

0.32
0.76
2.6

締付トルク N・m

接着剤
ロックタイト243

ø6
ø8

ø12

1.1
2.7
5.4

締付トルク N・m

接着剤
ロックタイト243

エンドプレートとレールの段差は表の値になること。

機種
MXY6
MXY8
MXY12

A
0.3
0.3
0.3

B
0.3
0.5
0.5

C
0.5
3.5
8.5

ia. ガイドブロックの基準マークを手前に向けて左側
のエンドプレート（手前にポート穴が来ます）をレ
ールに仮締めしてください。

注）エンドプレート固定用六角穴付ボルトには指定接着剤（ロッ
クタイト243相当品）を塗布してください。

b. シリンダAss’yを基準マークが手前に来るようにし
てレールとガイドブロックの間に通した後に、右
側のエンドプレートも同様に仮締めしてください。

c. ガイドブロック固定用のスタッドを右図の規定ト
ルクで締めつけてガイドブロックと外部移動子を
固定してください。

注）ガイドブロック固定用スタッドの側面には指定グリースを塗
布してください。ただしねじ部には塗布しないでください。

d. エンドプレート固定用六角穴付ボルトを右図の規
定トルクで本締めしてください。

e. スイッチレール固定用のスタッドを右図の規定ト
ルクで締め付けて、スイッチレールをエンドプレ
ートに取付けてください。

注）エンドプレート、スイッチレール、レールの段差は右図の値
にしてください。

注）ガイドブロックを可動部全域にわたり転動させてスイッチレ
ールとマグネットが接触しないことを確認してください。

MXY Series　パッキン交換要領 4

寸法 A、Bの拡大図

436

基準マーク

基準マーク

ポート

スイッチレール無の場合

エンドプレート

ガイドブロック

外部移動子

スイッチレール有の場合

片側集中配管

BACBA

すきまがあること
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エンドロックユニット

パッキン押
ø80、ø100の場合使用

ロックピストンパッキン

傷に注意

q

e

w

qロッドパッキン

a. 使用工具
 精密ドライバーなど

b. カラーの前側から図2のように精密ドライバーなど
を差し込み抜き取ります。

 このときカラーのパッキン溝にキズを付けないよ
うに注意してください。

q使用工具
　穴用スナップリングプライヤ、スパナ、六角レンチ、
ソケットレンチ（または、エアインパクトレンチ）

wピストンロッドに傷が付かないように固定し、六角レ
ンチまたは、ソケットレンチでプレート取付ボルトを
ゆるめて、ガイドロッドAss’yをはずす。

　または、エアインパクトレンチを使用し、プレート取
付ボルトをゆるめて、ガイドロッドAss’yをはずす。

ガイドロッドはプレートから取り外さずに作業をすす
めてください。

eスナップリングプライヤで止め輪を2つ（ロッド側、
ヘッド側）はずし、カラー、ヘッドカバー、ピストン
ロッドAss’yを抜き取ります。
エアクッション付、エンドロック付の場合、カラーを
取り外す際に以下の部品を取り外す必要があります。
エアクッション付（ø80、ø100）
・シリンダ下面側の止めねじ
エンドロック付
・エンドロックユニット（下記参照）

分解1

パッキンの取り外し2

エンドロックユニット取外し（エンドロック付）
q使用工具
　穴用スナップリングプライヤ、六角棒レンチ、スパナ、
ソケットレンチ（または、エアインパクトレンチ）　精
密ドライバー

wエンドロックユニットのゴムキャップの上からマニュ
アルボルトを差込み内部のロックピストンにねじ込み
ます。（－※L　ロックタイプの場合は不要）

e六角穴付ボルト2本を外し、エンドロックユニットを
引抜きます。

rø20～ø63はロックピストンパッキンを取外します。
　ø80、ø100はパッキン押えとロックピストンパッキ
ンを取外します。

tロックホルダー取付ボルトを外し、ロックユニット、
ガスケットを取外します。

止め輪サイズ

RTW-13
RTW-18
RTW-22
RTW-26
RTW-34
RTW-42
RTW-52
RTW-62
RTW-82
RTW-102

チューブ内径
（mm）
12
16
20
25
32
40
50
63
80
100

プレート取付ボルト
締付トルク（kgf・cm）

14
34
52
88
220
220
440
440
1,240
2,000

図1　エンドロック取り外し方法

図2　ロッドパッキン取り外し方法

注意
シリンダは清浄な場所で分解・組付けをする必要があり
ます。分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないよ
うに外観の汚れを取り、きれいなウエスなどを敷いてか
ら作業を開始してください。

MGP（-Z）/MGPW/MGQ Series パッキン交換要領 1
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カラー

q w

溝部のグリース

外周のグリース

グリース
1mm弱

図8　ロッドパッキン

つまんで引き抜く
wq

グリース

qロッドパッキン
　交換用新パッキンの外周に薄くグリースを塗布してく
ださい。
　これは、カラーへ装着しやすくするためおよび、カラ
ーとの密着をよくするためです。
　また、溝部にはグリースを充満してください。これは
作動用として必要です。

wピストンパッキン

　グリースをパッキンの外内周にまんべんなく薄く塗布
してください。ピストンへ装着しやすくするためです。

eガスケット

　グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付の際
に密着性を向上し脱落防止になります。

rクッションパッキン（エアクッション付のみ）

　グリースをパッキンの外内周にまんべんなく薄く塗布
してください。パッキン溝へ装着しやすくするためで
す。

tシリンダ各部

ガイド部を含むシリンダの各部にグリースを塗布して
ください。

グリースの塗布3

qパッキンの装着

a. ロッドパッキン
 パッキン方向をまちがえないように装着します。
このあと図8のようにグリースをパッキンとブッシ
ュ内面全周にわたって塗布します。また、小口径
の場合には精密ドライバーなどを使って塗布して
ください。

組付け4

図4　クッションパッキン取り外し方

図5　ロッドパッキン

エンドロック付
グリースは「新日本石油マルチパーパスグリース2号」、
「出光ダフニーコロネックス2号」、「共石リゾニックグ
リース2号」などのリチウム石けん基グリースJIS2号相
当品を使用してください。

グリースは表に示すグリースパック、またはリチウム石
けん基グリースJIS2号相当を使用してください。

10g入り
20g入り

GR-S-010
GR-S-020

表　グリースパック品番

eガスケット
　カラーおよびヘッドカバーの外周またはボディ内側
（ø32～）のガスケットを精密ドライバーなどで抜き取
ります。

rクッションパッキン（エアクッション付のみ）

a. 使用工具　精密ドライバーなど

b. 図4のようにクッションパッキンをカラーの後側か
らとヘッドカバーからそれぞれ1つづつ精密ドライ
バーなどを差し込み抜き取ります。この時のパッ
キン溝に傷を付けないように注意してください。

wピストンパッキン
　まずピストンパッキンまわりのグリースを拭き取って
ください。その方が取り出しやすくなります。ピスト
ンパッキン溝は深いため、精密ドライバーではなく図
3のようにピストン周囲の一方からつつんで、押し出
すようにして浮き出たところを引き抜きます。

図3　ピストンパッキン取り外し方法

b. ピストンパッキン
 パッキン装着後、図9のようにグリースをすり込む
要領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。

図9　ピストンパッキン

MGP（-Z）/MGPW/MGQ Series パッキン交換要領 2
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エア通路溝

ガスケットガスケット

エア通路側

ピストン側

図11　クッションパッキン装着位置

e. クッションパッキン（エアクッション付）
 パッキンの方向を間違えないよう装着します。次
にグリースをパッキンの内周にまんべんなく薄く
塗布してください。また、パッキンにはフローテ
ィング機構をもたせてありますので適度な遊びが
あれば、正常です。

図10　ガスケット装着位置

wシリンダ本体の組付け

a. ヘッドカバーをボディに挿入し止め輪で止める
b. カラーをピストンロッドに挿入
 ピストンロッド先端部または30°の切り上がり部
分および2面幅部分にグリースを塗布し、ピストン
パッキンを傷つけないようにゆっくりと丁寧に挿
入してください。

c. ピストンおよびカラーをチューブに挿入し止め輪
で止める

 チューブ挿入部にグリースを塗布し、止め輪溝な
どでピストンパッキンやガスケットを傷つけない
ようにゆっくり丁寧に挿入してください。

d. ガイドロッドAss’yの組付け
 ガイドロッドAss’yを取付ける際、プレート取付ボ
ルトに緩み止め剤を塗布し表1内の締付けトルクに
てボルトを締め込んでください。

以上、組付けが終わりましたら手動でスムーズに動く
ことを確認してください。
さらに、パッキン漏れの有無を確認すれば終了です。

c. ガスケット（ラバークッション付）
 カラーとヘッドカバーの溝部分に装着します。

ø32～はヘッドカバーではなく、ボディの内側の
溝に装着します。またボディ側のガスケットは大
きなサイズのものとなります。

d. ガスケット（エアクッション付）
 カラーとヘッドカバーの溝部分に装着します。

ø32～はヘッドカバーと、ボディの内側の溝に装
着します。また、ボディ側のガスケットは大きな
サイズのものとなります。装着位置は図10のよう
にエア通路溝（通し穴のある溝）には装着しないよ
う注意してください。

MGP（-Z）/MGPW/MGQ Series パッキン交換要領 3
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ロックピストンパッキン

呼吸穴はポート側

グリース塗布断面

ロックホルダ

ロックホルダ用ガスケット

呼吸穴は内側

グリース塗布

グリース塗布

ロックピストンパッキン

断面

ロックホルダ用
ガスケット

ロックホルダ

呼吸穴は内側

グリース塗布

グリース塗布

ロックピストンパッキン

断面

ロックホルダ用ガスケット

呼吸穴は内側

カラー、ヘッドカバー

グリース塗布

パッキン押え

ロックホルダ

ロックピストンパッキン

断面

ロックホルダ用ガスケット

エンドロック付
qエンドロック装着

　ロックピストン表面、ロックホルダー内面にグリースを塗布し、ガ
スケット、ロックホルダーを挿入し、パッキンセットに付属の新し
い六角穴付きボルトで固定します。

　エンドロックユニットを挿入し、パッキンセットに付属の新しい六
角穴付きボルトで固定します。

　（図12、図13、図14、図15参照）

　以上、組付けが終わりましたら手動で、エンドロックが掛かること
と、ロック開放状態にてシリンダがスムーズに動くことを確認して
ください。

M3
M5

六角穴付きボルト 適用シリンダ内径
ø20～ø63
ø80、ø100

締付トルク（N）
0.71～0.86
2.65～3.24

キャップ、ロックホルダ用ボルト締付トルク

図14　エンドロック部再組付（ø50、ø63）

図12　エンドロック部再組付（ø20、ø25）

図15　エンドロック部再組付（ø80、ø100）

図13　エンドロック部再組付（ø32、ø40）

注意
六角穴付きボルトは必ずパッキンセットに付属の新しい
物に交換してください。
エア漏れの原因となります。
六角穴付きボルトは均等に締め付けてください。エア漏
れの原因となります。

MGP（-Z）/MGPW/MGQ Series パッキン交換要領 4
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上部Ass’y

下部Ass’y

引き抜く

六角穴付ボルトC!4

2ヵ所

OリングC@3

2ヵ所

qシリンダが空気漏れによって作動不良になった場合は、
下記手順を参照し、パッキンおよびガスケットを交換
してください。

w交換要領

a． 六角ボルトC!42本を取外し上部Ass’yと下部Ass’y
を分離します。

b． 上部Ass’yの六角ボルトA!26本を取外しプレート
yを外します。

c． ピストンロッドAss’y（ピストンロッドt＋ピスト
ンr）をロッドパッキン側から押してチューブwか
ら引き抜きます。

d． ピストンrよりピストンパッキン@0を外し、新し
いものと交換します。ピストンパッキンには全面
にグリスを塗布します。

e． ロッドカバーeよりロッドパッキン!9を外し、新
しいものと交換します。ロッドパッキンには方向
性があるため、組み上げた時に内部構造図通りの
向きになるように装着します。

f． 六角ボルトB!34本を外しボディqとエンドプレー
トuを分離します。

g． エンドプレート側のOリングC@32個を外し、交換
します。ガスケットには全面にグリスを塗布します。

h． チューブwよりOリングB@2を外し、交換します。
ガスケットには全面にグリスを塗布します。

i． すべて交換が完了したら再組立てします。
 組立手順はa～hの手順を逆に行います。

保守1

q上部Ass’yと下部Ass’yの分離

分解3

qシリンダの各ボルトには、緩み止め用接着剤を使用し
ていますのでボルトをはずしますと硬化済接着剤（粉
状）がでますので、シリンダ内部や摺動部に混入しな
いように十分注意してください。

w組立の際は、ボルトに中強度程度の緩み止め用接着剤
を塗布してください。

e上部Ass’yを下部Ass’yに挿入する際は、下部Ass’y
のブッシュの合わせ目が多少浮き上がっていますので、
合わせ目を上部Ass’yのチューブ部分で押さえるよう
に挿入してください。ブッシュがめくれますと作動不
良の原因となりますので十分注意してください。

rピストンロッドAss’yは分解時と同じ位置になるよう
に取り付けてください。

ピストンロッドAss’yを回転させると、上昇、下降用
ポートが逆になってしまいます。

分解、組立時の注意事項2

注意
シリンダは清浄な場所で分解・組付けをする必要があり
ます。分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないよ
うに外観の汚れを取り、きれいなウエスなどを敷いてか
ら作業を開始してください。

MGF Series　パッキン交換要領 1
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OリングB@2

タンパー!1

六角穴付ボルトA!2

6ヵ所 プレートy

ピストンロッドAss’y

チューブAss’y

ピストンパッキン!1

ピストンパッキンの交換

ロッドパッキンの交換

ロッドパッキン!9

パッキン用溝 リップ開口部を
内側にする

ボディq

OリングA@1

エンドプレートu
六角穴付ボルトBu
6ヵ所

w上部Ass’yの分解

e下部Ass’yの分解

MGF Series　パッキン交換要領 2
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【ヘッドカバー側に止め輪があるタイプの場合】

wプレートとロッドを固定している六角穴付ボルトと六
角穴付止めねじを緩めて外し、プレートをロッドから
引抜きます。

　この際、ねじ部にはロックタイトを塗布していますの
で外れにくい場合もありますので、六角の頭部を壊さ
ないようにしてください。また、プレートも同様に外
れにくい場合もありますので、ロッドを傷めないよう
ギアープーラ等を使用してください。

eヘッドカバー側の止め輪を穴用C形止め輪用プライヤ
を用いて外します。

rロッドをプラスチックハンマ等で、ロッドを傷めない
よう軽くたたいて、ヘッドカバー側より引抜きます。

　この際、軸受部を通りますので、ロッド先端部等にカ
エリ、変形等がないことを確認して行ってください。
もし、カエリ等の支障があればヤスリ・ペーパー等で
修正してください。

tロッドカバー側の止め輪を穴用C形止め輪用プライヤ
を用いて外し、ロッドを利用してrの要領で、ロッド
カバー部を取外します。

【ヘッドカバー側に止め輪がないタイプの場合】

wロッドカバー側の止め輪を穴用C形止め輪用プライヤ
を用いて外します。

eプレートごとロッドをハウジングから引抜きます。

r前記の事項に注意してプレートをロッドから引抜き、
ロッドカバーをロッドから引抜きます。

q再組付けは、分解と逆手順にて行ってください。
ヘッドカバー側に止め輪がないタイプの場合はプレー
トに組付けずに行ってください。
止め輪が装着溝にしっかりと装着されていることを確
認してください。

w最後にプレートをロッドに組付けます。

　この際、ロッドが出端状態となっていることが必要で
すので、ヘッドカバー側の給気ポートより加圧
［0.2MPa以上］します。この状態で、プレートをロッ
ドに押付けて六角穴付ボルトを締付、次に、六角穴付
止めねじを締付けます。

　締付後、最低作動圧力（下表）にて作動させてみて支障
ないことを確認して完了です。（手動で動かしてみて
スムーズに作動することが必要です。）

組立2

パッキン類の再使用は不可ですので、再組付時には新品
と交換してください。

この際、パッキン類に必ずグリースを塗布して、ゴミ等
の混入に注意してください。

分解1

注意
シリンダは清浄な場所で、分解・組付けする必要があり
ます。きれいなウエスなどで拭き取ってから作業を開始
してください。

エンドロック付
qロックユニット部（t～!0）をハウジングより取外
してください。

エンドロック付
yOリングおよびロックパッキンを交換してくださ
い。ロックパッキンは止め輪を外して行ってくだ
さい。
パッキン類の再使用は不可ですので、再組付時に
は新品と交換してください。
この際、パッキン類に必ずグリースを塗布して、
ゴミ等の混入に注意してください。

y i t o

u !0

図1

ボアサイズ（mm）
最低作動圧力（MPa）

6 10 15
0.15 0.1 0.05

20 25 32

エンドロック付
締付後、最低作動圧力（下表）にて作動させてみて支
障ないことを確認してください。また、戻り側でロ
ックがかかることを確認してください。

ボアサイズ（mm）
最低作動圧力（MPa）

6 10 15
0.3

20 25 32

CXS SeriesCXS Series

CXS SeriesCXS Series

CXS SeriesCXS Series

CXSJ/CXS/CXSW Series　パッキン交換要領
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溝部のグリース 外周のグリース

つまんで引き抜く

傷に注意q w e

図4　ロッドパッキンの装着 図5　ピストンパッキンの装着

#8ロッドパッキンA
#5ピストンパッキン
$2シリンダチューブガスケット

向きに注意
してください

装着引っ張りながら

ロングストロークの場合

#8 $2 #5 $2

#8ロッドパッキンA：精密ドライバーなどを差し込み抜き取ります。
 カバーのパッキン溝に傷をつけないように注意してください。（図1参照）
#5ピストンパッキン：図2のように取外してください。
$2シリンダチューブガスケット：精密ドライバーなどで抜き取ります。

パッキンの取外し2

q各パッキンの外周に薄くグリースを塗布してください。
wロッドパッキンの溝部にはグリースを充填してください。

パッキン類へのグリースの塗布3

#8ロッドパッキンA：パッキンの方向を間違えないように装着します。
#5ピストンパッキン：図5のようにパッキンを引っ張りながら装着してください。

パッキンの装着4

図1　ロッドパッキンの取外し

図3　パッキン類へのグリース

図2　ピストンパッキン
 の取外し

qシリンダは清浄な場所で分解・組付を行ってください。
w分解はロックユニットの交換方法（CLG-1）q～eを参照してください。

シリンダの分解1

CLG1 Series　パッキン交換要領 1
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ストローク
ボアサイズ

20
2
0.5

25
3
0.5

32
3
0.5

40
3～ 4
1

表1　グリース塗布量 単位：g

100ストローク時
50ストローク割増

#8ロッドパッキンB ：グリースをパッキンとブッシュ内周全体にわたって塗布してください。（図6参照）
また、小口径の場合には、精密ドライバーなどを使って傷をつけないように塗布してくだ
さい。

#5ピストンパッキン ：グリースを擦り込む要領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。（図7参照）
$2シリンダチューブガスケット：グリースを薄く塗布してください。
●シリンダ各部品：図9の各部品にグリースを塗布してください。
 100stのシリンダ1本につき表1の量のグリースが必要です。
 目安としては人差し指ですくった程度が約3gです。（図8参照）

グリースの塗布5

qゴミ等が付着していないかよく調べ、パッキン等を傷つ
けないように行ってください。

wカバーを元の位置（ロッドカバー側・ヘッドカバー側ポート
が合う位置）より、0°～2°程度まで増締めしてください。

e組み付けが終わりましたら手でスムーズに動くことを確
認してください。

シリンダの組立6
qCLG1シリーズは、ロックユニット（ロングストロークを
除く）およびパッキン（ロッドパッキンB・ピストンパッキ
ン・シリンダチューブガスケット）の交換が可能です。

w上記以外の部品の交換が必要な場合は、当社営業までご
依頼ください。

交換部品7

図9　グリース塗布位置 または100mm以上
ストローク

2L＝

図6　ロッドパッキン 図7　ピストンパッキン 図8　グリース量

1cm弱

L

L

ピストンパッキン
ウエアリング

ブッシュ

1mm弱

グリース

シリンダチューブ
ガスケット

ロッドパッキンB クッション
バルブ

クッションバルブ

ピストンバルブ/
ウエアリング

クッション
リング

クッションリング
ピストンガイド シリンダチューブ

CLG1 Series　パッキン交換要領 2
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チューブカバー

シリンダ
チューブ
ガスケット

ピストンロッドAss'y
○旧

仮軸

○新

手動開放カム ブレーキアーム ブレーキスプリング
ブレーキピストン

FREE

ロックナット

カムガイド

ロック状態 手動ロック開放

rピストンロッドAss'yを抜取ります。

t新しいロックユニットの仮軸と、先程のピストンロッ
ドAss'yとを差換えます。

eチューブカバーを外します。ロックユニットの交換方法8

注）ピストンロッドAss’yを新しいロックユニットに差換え
る際は、ねじ部や二面巾部分でロッドパッキンBを切らな
いよう、十分注意ください。
ご使用前に、必ず手動開放カムをロック状態にしてくだ
さい。

ye→qの逆の手順で再組立してください。
　再度締付る時は、取外した位置より2°位増締めし
てください。

wロッドカバー四角部またはチューブカバーの二面取り
の部分の一方を万力などではさみ、もう一方をスパナ
やモンキーレンチなどを掛けてゆるませ、ロックユニ
ットを取外します。
四角部および二面取り部の寸法は、下表を参照してく
ださい。

q手動ロック開放状態にします。
a.ロックナットをゆるめます。
b.ロック開放ポートに0.3MPa以上の空気圧を供給し
てください。
c.カムガイド上に表示されているFREEの位置に手動
開放カムの二面取の部分がくるように止まるまで回
してください。
d.二面取の部分を固定したままロックナットを締め付
けてください。

注意
CLG1シリーズはロックユニットの交換が可能です。
（ただし、ロングストローク仕様の場合はロックユニットの交
換はできませんので、ご注意願います。）

チューブ内径
（mm）

ロッドカバー四角部
（mm）

チューブカバー二面取り部
（mm）

38
45
45
52

24
29
35.5
44

20
25
32
40

CLG1 Series　パッキン交換要領 3
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qロッドパッキン
精密ドライバーなどを差し込み抜き取ります。
カバーのパッキン溝に傷をつけないように注意してください。（図1参照）

wピストンパッキン
図2のように取り外してください。

eチューブガスケット
図2と同様の方法で取り外してください。

パッキンの取り外し2

つまんで引き抜く
傷に注意
してください

溝部のグリース 外周のグリース

図1　ロッドパッキンの取り外し 図2　ピストンパッキン
 の取り外し

シリンダは清浄な場所で分解・組付を行ってください。
qタイロッドナットをゆるめて、タイロッド4本を抜きます。

wゴムキャップを開けて、附属品のロック開放用ボルトを
ねじ込みます。この時、空気0.2MPa～0.3MPaでロッ
ク開放を行い、ボルトを入れます。（空気圧を入れたまま
で、これ以後の作業を行うことにより確実で容易です。）
ボルトが確実に入ったことを確認して、ユニット部をロッ
ドから抜きます。

シリンダの分解1

チューブ内径 適用ソケット

13（M8）
17（M10）
19（M12）

表1　作業工具

40,50
63

80,100 

図3　パッキン類へのグリース

q各パッキンの外周に薄くグリースを塗布してください。
wロッドパッキンの溝部にはグリースを充填してください。

パッキン類へのグリースの塗布3

CL1 Series　ø40～ø100パッキン交換要領 1
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qロッドパッキン
パッキンの方向を間違えないように装着します。図4のようにパッキンを指で曲げて装着してください。

wピストンパッキン
図5のようにパッキンを引っ張りながら装着してください。

パッキンの装着4

qロッドパッキン
グリースをパッキンとブッシュ内周全体にわたって塗布してください。（図6参照）

wピストンパッキン
グリースを擦り込む要領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。（図7参照）

eシリンダ各部品
図9の各部品にグリースを塗布してください。100stのシリンダ1本につき表2の量のグリースが必要です。
目安としては人差し指ですくった程度が約3gです。（図8参照）

グリースの塗布5

向きに注意
してください

1cm弱

1cm弱

ロッドパッキン／ブッシュ

シリンダチューブガスケット

クッションパッキン

ピストンロッド

L

L

クッションリング

ピストンパッキン

ウエアリング

クッションリング

シリンダチューブ

クッションパッキン

シリンダチューブガスケット

図4　ロッドパッキンの装着

図6　ロッドパッキン
 クッションパッキン

図7　ピストンパッキン

図9　グリース塗布位置

図8　グリース量

図5　ピストンパッキンの装着

または100mm以上
ストローク

2L＝

ストローク
ボアサイズ

32
3～ 4
1

40
3～ 4
1

50
3～ 5
1

63
4～ 5
1.5

80
6～ 8
1.5

100
8～ 10
2

125
15～ 17
3

表2　グリース塗布量（g）

100ストローク時
50ストローク割増

CL1 Series　ø40～ø100パッキン交換要領 2
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図10　タイロッド締付順序

qゴミ等が付着していないかよく調べ、パッキン等を傷つけないように行ってください。

wタイロッドはねじ長さが短い方に手でタイロッドナットを最後までねじ込み、
　シリンダに組み込んでください。

eヘッドカバー側からタイロッドの張力が均一になるようにヘッドカバー側のタイロッド
ナットを締付けてください。
　締付ける際は、表3の適正締付トルクにて締付けるようにしてください。
　支持金具の締付けも同一です。

rユニット部をピストンロッドに挿入し、タイロッド4本を、ねじ部の短い方をロッドカバーの方に
して、組み込んで均等なトルクで締付けます。そして、取付調整が終わるまで開放用ボルト（あるい
は空気）を絶対に抜かないでください。

シリンダの組立6

チューブ内径 適正締付トルク
（N･m）

10.8
24.5
38.2

表3　適正締付トルク

40,50
63

80,100 

長短

qt

rw

e

CL1 Series　ø40～ø100パッキン交換要領 3
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q分解する場所は十分広く取り、ごみなどの少ない場所
で行ってください。

wシリンダを取外した場合、機械側の配管口やゴムホー
スなどの先端は必ずきれいなウエスで保護し、ごみが
入らないように注意してください。

e摺動部には絶対に傷をつけないように注意し、分解し
てください。

rロックアップユニットをピストンロッドより抜き取る
とき、パッキン、ブッシュに傷をつけないために、ロ
ッド先端の2面取部にバリが出ていないか確認し、バ
リが出ている場合は「ヤスリ」を用い取り除いてくださ
い。

tタイロッドナットをゆるめて、タイロッド4本を抜き
ます。

y空気圧0.2MPa～0.3MPaでロック開放して、ロック
アップユニットをピストンロッドから抜いてください。

uヘッド側のタイロッド用ナットを「ソケットレンチ用
ラチェットハンドル」、「ソケットレンチ用T型スライ
ドハンドル」、「ソケットレンチ用スピナハンドル」な
どを用いて緩め、タイロッドより取外す。使用する「ソ
ケットレンチ用ソケット」は表のとおりです。

iタイロッド4本をカバーより取外す。

oパッキン、ブッシュを傷つけないように、押え板（ロ
ッドカバー）をピストンロッドより取外す。

!0ピストンロッドを引っ張り、ピストンをシリンダチュ
ーブより引き抜く。

!1シリンダチューブをヘッドカバーより取外す。

!2ロッドカバー部の分解について（ヘッドカバーも準ずる）

a. シリンダチューブガスケットを取外す。ガスケッ
トが極端に変形、もしくは切れている場合は交換
する。

b. 「マイナスドライバ」を用いクッションバルブをカ
バーより取外す。

 （工具：ねじ回し 呼び 8×150 普通形、普通級）

c. クッションバルブパッキンを「ウエス」などを用い
引き伸ばすようにし、クッションバルブより取外
す。

d. 押え板の六角穴付ボルトを「六角レンチ」を用いて
緩め、押え板を取外す。使用する「六角レンチ」は
下表のとおりです。

e. ワイパーリングを取外す。どうしても手で取れな
い場合は、小さな「マイナスドライバ」などを用い
傷つけないよう注意し、ほじるようにして取外す。

f. ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」など
を用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして
取外す。

g. 押え板ガスケットを取り外す。

h. クッションパッキンは、圧入されているので、取
外す際の傷や圧入力変化で圧入部よりのエア漏れ
などが発生します。したがってクッションパッキ
ンを交換しなければならない場合は、ロッドカバ
ーアッセンブリ、ヘッドカバーアッセンブリで交
換してください。

i. ブッシュは、押え板に圧入されているので構造的
に取外しが困難なことと、たとえ取外したとして
も再圧入時の圧入代が低下してしまいますから、
交換しなければならない場合は、押え板アッセン
ブリで交換してください。

分解1

チューブ内径（mm）
125・140・160

六角穴付ボルト
M8×1.25×25L

六角レンチ呼び
6

チューブ内径（mm）
125・140

160

使用ナット
1種、M14×1.5
1種、M16×1.5

適用ソケット
JISB4636 12角22
JISB4636 12角24

CL1 Series　ø125～ø160パッキン交換要領 4
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q t e r y y tw

L

L

eパッキンの装着

パッキン交換2
qシリンダを組み立てる前に各部品は十分に洗浄を行い、
ごみなどの付着のないよう、きれいにしてください。

w組立に際し、あらかじめロッド、ブッシュ、チューブ
およびシールには十分グリースを塗布してください。

e部品に錆が発生している場合は、錆を完全に取り除い
てください。

r組立は清浄な場所で行い、絶対に異物が入らないよう
に注意して行ってください。

tシール装着の際は、シールに傷がつかないように注意
して行ってください。

yチューブにピストン、ブッシュにロッドを挿入する場
合は、それぞれのシールに傷がつかないよう注意して
作業を行ってください。

uタイロッドやボルトの締付けは下表に示す適正な締付
トルクで行ってください。

iロックアップユニットをピストンロッドに挿入する際は、
空気圧0.2～0.3MPaでロック開放した状態で挿入し、
タイロッド4本をねじ部の短い方をロッドカバーの方に
して取込んで均等なトルクで締付けてください。
　取付調整が終わるまで空気圧を供給し、絶対に途中で
ロックを作動させないでください。

組立3

グリースは、リチウム石けん基グリースJIS2号相当品を使用してくださ
い。

100st時
50st割増

125チューブ
内径（mm）

15～17
3

140

20～22
3

160

24～26
3

塗布
位置

q～y

er

グリース塗布量（g）

a. ワイパーリング・ロッドパッキン
 パッキンの方向を間違えないように装着してくだ
さい。

b. ワイパーリング以外のパッキン類の装着
 パッキン装着後、ブッシュ内周全面にグリースを
すり込む要領でグリースを塗布してください。

締付トルク（N・m）
チューブ内径（mm）

鉄チュ－ブ
アルミチュ－ブ

タイ
ロッド

49   
39.2

160
75.5
62.8

押え板ボルト 11

125 140

qパッキンの取外し
ワイパーリング、ロッドパッキン、バルブパッキン、
チューブガスケット、押え板ガスケットの取外しは
「    分解」を参照してください。
ピストンパッキンはパッキン溝が深いため、精密ドラ
イバではなく手でピストンパッキン周囲の一方から押
しつつんで、浮き出たところを引き抜きます。

wグリースの塗布
a. パッキン類
 グリースを薄く塗布してください。
b. シリンダ各部品
 下図の各部品にグリースを塗布しますが、100ST
のシリンダ1本につき表の量が必要です。

1

CL1 Series　ø125～ø160パッキン交換要領 5
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溝部のグリス 外周のグリス

つまんで引き抜く

傷に注意q w e

図4　ロッドパッキンの装着 図5　ピストンパッキンの装着

#7ロッドパッキンA
#9ピストンパッキン
$0シリンダチューブガスケット

#9$0#7 $0

ロングストロークの場合

向きに注意
してください

装着引っ張りながら

#7ロッドパッキンA：精密ドライバーなどを差し込み抜き取ります。
 カバーのパッキン溝に傷をつけないように注意してください。（図1参照）
#9ピストンパッキン：図2のように取外してください。
$0シリンダチューブガスケット：精密ドライバーなどで抜き取ります。

パッキンの取外し2

q各パッキンの外周に薄くグリスを塗布してください。
wロッドパッキンの溝部にはグリスを充填してください。

パッキン類へのグリースの塗布3

#7ロッドパッキンA：パッキンの方向を間違えないように装着します。
#9ピストンパッキン：図5のようにパッキンを引っ張りながら装着してください。

パッキンの装着4

図1　ロッドパッキンの取外し

図3　パッキン類へのグリース

図2　ピストンパッキン
 の取外し

qシリンダは清浄な場所で分解・組付を行ってください。
w分解はロックユニットの交換方法（CNG-3）q～eをご参照ください。

シリンダの分解1

CNG Series　パッキン交換要領 1
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ストローク
ボアサイズ

20
2
0.5

25
3
0.5

32
3
0.5

40
3～ 4
1

表1　グリース塗布量 単位：g

100ストローク時
50ストローク割増

#7ロッドパッキンA ：グリースをパッキンとブッシュ内周全体にわたって塗布してください。（図6参照）
 また、小口径の場合には、精密ドライバーなどを使って傷をつけないように塗布してください。
#9ピストンパッキン ：グリースを擦り込む要領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。（図7参照）
#0シリンダチューブガスケット：グリースを薄く塗布してください。
●シリンダ各部品：図9の各部品にグリースを塗布してください。
 100stのシリンダ1本につき表1の量のグリースが必要です。
 目安としては人差し指ですくった程度が約3gです。（図8参照）

グリースの塗布5

qゴミ等が付着していないかよく調べ、パッキン等を傷つ
けないように行ってください。

wカバーを元の位置（ロッドカバー側・ヘッドカバー側ポート
が合う位置）より、0°～2°程度まで増締めしてください。

e組み付けが終わりましたら手でスムーズに動くことを確
認してください。

シリンダの組立6
qCNGシリーズは、ロックユニット（ロングストロークを除
く）およびパッキン（ロッドパッキンA・ピストンパッキン・
シリンダチューブガスケット）の交換が可能です。

w上記以外の部品の交換が必要な場合は、当社営業までご
依頼ください。

交換部品7

図9　グリース塗布位置 または100mm以上
ストローク

2L＝

図6　ロッドパッキン 図7　ピストンパッキン 図8　グリース量

1cm弱

L

L

ピストンパッキン
ウエアリング

ブッシュ

1mm弱

グリース

シリンダチューブ
ガスケット

ロッドパッキンA クッション
バルブ

クッションバルブ

ピストンバルブ/
ウエアリング

クッション
リング

クッションリング
ピストンガイド シリンダチューブ

CNG Series　パッキン交換要領 2
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チューブカバー

シリンダ
チューブ
ガスケット

ピストンロッドAss'yP≒0.3MPa

○旧

仮軸

P≒0.3MPa

○新

qロッドカバー四角部またはチューブカバーの二面取り
の部分の一方を万力などではさみ、もう一方をスパナ
やモンキーレンチなどを掛けてゆるませ、ロックユニ
ットを取外します。
四角部および二面取り部の寸法は、下表をご参照くだ
さい。

eロック開放ポートに0.3MPa以上の圧縮空気を加圧
し、ピストンロッドAss'yを抜取ります。

r同様に新しいロックユニットのロック開放ポートに
0.3MPa以上の圧縮空気を加圧し、先程のピストンロ
ッドAss'yと仮軸とを差替えます。

wチューブカバーを外します。

ロックユニットの交換8

注意
CNGシリーズはロックユニットの交換が可能です。
（ただし、ロングストローク仕様の場合はロックユニットの交
換はできませんので、ご注意願います。）

チューブ内径
（mm）

ロッドカバー四角部
（mm）

チューブカバー二面取り部
（mm）

38
45
45
52

24
29
35.5
44

20
25
32
40

注）ピストンロッドAss’yを新しいロックユニットに差替え
る際は、ねじ部や二面巾部分でロッドパッキンBを切らな
いよう、十分注意ください。
新しいロックユニットの仮軸とピストンロッドAss’yの
差換え時は、必ずロック開放ポートに0.3MPa以上の圧
縮空気を加圧した状態のまま行ってください。
ロックユニットより仮軸およびピストンロッドAss’yを
抜いた状態でロック開放ポートに加圧している圧縮空気
を排気した場合（ロック状態にした場合）、ブレーキシュ
ーが変形して、ピストンロッドAss’yが挿入できなくな
り、ロックユニットが使用不能となります。

tw→qの逆の手順で再組立してください。
　再度締付る時は、取外した位置より2°位増締めし
てください。

CNG Series　パッキン交換要領 3
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qロッドパッキン、クッションパッキン
精密ドライバーなどを差し込み抜き取ります。
カバーのパッキン溝に傷をつけないように注意してください。（図1参照）

wピストンパッキン
図2のように取外してください。

eチューブガスケット
図2と同様の方法で取外してください。

パッキンの取外し2

つまんで引き抜く
傷に注意
してください

溝部のグリース 外周のグリース

MNB SeriesMNB Series

ロックユニット交換方法w

（MWB：P.458,MNB：P.459）a～cをご参照ください。
ロックユニット交換方法w（P.460）
a～cをご参照ください。

図1　ロッドパッキン,クッションパッキンの取外し 図2　ピストンパッキン
 の取外し

シリンダは清浄な場所で分解・組付を行ってください。

シリンダの分解1

チューブ内径
六角レンチ対辺寸法

支持金具を
取り外す場合

タイロッドナットを
取り外す場合

4
5
6
8

6
8
10
12

表1　作業工具（MNB）

32,40
50,63
80,100

125

CNA2 SeriesCNA2 Series

チューブ内径 適用ソケット

13（M8）
17（M10）
19（M12）

表2　作業工具

40,50
63

80,100 

図3　パッキン類へのグリース

q各パッキンの外周に薄くグリースを塗布してください。
wロッドパッキンの溝部にはグリースを充填してください。

パッキン類へのグリースの塗布3

MWB/MNB/CNA2 Series　パッキン交換要領 1
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qロッドパッキン、クッションパッキン
パッキンの方向を間違えないように装着します。図4のようにパッキンを指で曲げて装着してください。

wピストンパッキン
図5のようにパッキンを引っ張りながら装着してください。

パッキンの装着4

qロッドパッキン、クッションパッキン
グリースをパッキンとブッシュ内周全体にわたって塗布してください。（図6参照）

wピストンパッキン
グリースを擦り込む要領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。（図7参照）

eシリンダ各部品
図9の各部品にグリースを塗布してください。100stのシリンダ1本につき表3の量のグリースが必要です。
目安としては人差し指ですくった程度が約3gです。（図8参照）

グリースの塗布5

向きに注意
してください

向きに注意
してください

1cm弱

1mm弱

シリンダチューブ
ガスケット

シリンダチューブ
ガスケットロッドパッキンA／

ブッシュ

クッション
パッキン

クッション
パッキン

クッション
リング

ピストンバルブ/
ウエアリング

クッション
リング

ピストンロッド

L

L

シリンダチューブ

図4　ロッドパッキン、クッションパッキンの装着

図6　ロッドパッキン
 クッションパッキン

図7　ピストンパッキン

図9　グリース塗布位置

図8　グリース量

図5　ピストンパッキンの装着

または100mm以上
ストローク

2L＝

ストローク
ボアサイズ

32
3～ 4
1

40
3～ 4
1

50
3～ 5
1

63
4～ 5
1.5

80
6～ 8
1.5

100
8～ 10
2

125
15～ 17
3

表3　グリース塗布量（g）

100ストローク時
50ストローク割増

MWB/MNB/CNA2 Series　パッキン交換要領 2
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MWB/MNB SeriesMWB/MNB Series

図10　タイロッド締付順序

qゴミ等が付着していないかよく調べ、パッキン等を傷つけないように行ってください。

wロックユニットの交換方法は、下記ページを参照ください。
　・MWB（P.458）
　・MNB（P.459）
　・CNA2（P.460）

eタイロッドはねじ長さが短い方に手でタイロッドナットを最後までねじ込み、ヘッドカ
バー側からシリンダに組み込んでください。

rタイロッドの張力が均一になるようにヘッドカバー側のタイロッドナットを締め付けて
ください。
　締め付ける際は、表4,5の適正締付トルクにて締め付けるようにしてください。
　支持金具の締付も同一です。

シリンダの組立6

CNA2 SeriesCNA2 Series

チューブ内径 適正締付トルク
（N･m）

7.4
20
29

表5　適正締付トルク

40,50
63

80,100 

チューブ内径 適正締付トルク
（N･m）

5.1
11.0
25.0

表4　適正締付トルク

32,40
50,63

80,100

qt

rw

e

MWB/MNB/CNA2 Series　パッキン交換要領 3
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MWB SeriesMWB Series

ロックユニットの交換7

チューブ内径（mm） ロックユニット固定用ボルトの
使用する六角レンチサイズ

3

5

6

8

10

32
40・50

63
80
100

警告
MWBシリーズは、ロックユニットの交換は可能ですが、
ロックユニット自体は絶対に分解しないでください。

qMWBシリーズはロックユニットの交換が可能です。

wロックユニット交換方法
1）ロック開放ボルトを本体キャップ端面までねじ
込むか、ロック開放ポートに0.3MPa以上の圧
縮空気を加圧しロックを開放します。

2）シリンダのロッド側のロックユニット固定用ボ
ルト（六角穴付ボルト）を六角レンチを使用し、
取外します。使用する六角レンチは下表をご参
照ください。
また、ロッド先端ナットをご使用の場合は取外
してください。

3）古いロックユニットをシリンダより引き抜きます。

4）新しいロックユニットをシリンダに差込みます。
なお保守用ロックユニットは、工場出荷時はロ
ック開放状態になっています。

5）ロックユニット固定用ボルトを差込み、仮締め
します。
ロック開放状態のまま、手動でピストンロッド
がスムーズに作動することを確認します。

チューブ内径（mm） ロックユニット固定用ボルトの
適正締付トルク（N･m）

1.35～1.65

4.7～5.7

11.3～13.7

22.1～26.9

37.8～46.2

32
40・50

63
80

100

6）上記5）の作動状態が良好であることを確認後、
ロックユニット固定用ボルトを下表の適正締付
ボルトで締付けます。

7）再組立完了後、ロック開放ボルトを六角レンチ
を使用し、手締めにて反時計回りに止まる所ま
で回転させ、止まった所から1/6回転さらに締付
け、ロック状態に戻します。
注）電動ドライバ、エアドライバは使用しないでください。

ロック状態であることを確認し、ロックユニットの開
放ポートに0.3MPa以上のエアを供給時にロック開
放、排気時にロック状態となり、かつロック開放状態
において、最低作動圧でピストンロッドが引っ掛かる
ことなくスムーズに作動することを確認します。
また、ロック開放ボルトから、エア漏れがないことも
確認願います。

MWB/MNB/CNA2 Series　パッキン交換要領 4

P≧0.3MPa

a）エアを加圧して
ロック開放する場合

b）手動でロック開放する場合

ロック開放ボルト

ロッド先端ナット

ロックユニット固定用ボルト

古いロックユニット

新しいロックユニット
（工場出荷時：
ロック開放状態）

ロック開放ボルト
（ロック開放状態にする）

458

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



シリンダチューブ

ヘッドカバーAss'y

タイロッド

タイロッドナット

P≧0.3MPa

ピストンロッド Ass'y

○旧

仮軸

P≧0.3MPa

○新

MNB SeriesMNB Series

チューブ内径（mm） 六角レンチ対辺寸法
6

8

10

32・40
50・63

80・100

警告
MNBシリーズは、ロックユニットの交換は可能ですが、
ロックユニット自体は絶対に分解しないでください。

qMNBシリーズはロックユニットの交換が可能です。

wロックユニット交換方法
a. シリンダのヘッドカバー側のタイロッドナット
（4ヶ）を六角レンチを使用し、緩めます。使用
六角レンチは、下表を参照ください。

b. タイロッド・ヘッドカバー・シリンダチューブを
取外します。

c. ロッド開放ポートに0.3MPa以上の圧縮空気を加
圧し、ピストンロッドAss'yを抜きとります。

d. 同様に新しいロックユニットのロック開放ポー
トに0.3MPa以上の圧縮空気を加圧し、先程のピ
ストンロッドAss'yと仮軸とを差し換えます。

注1）ピストンロッドAss'yを新しいロックユニットに差し換え
る際は、ねじ部や2面巾部分でロッドパッキンBを切らな
い様、十分注意ください。

注2）新しいロックユニットの仮軸とピストンロッドAss’yの
差換え時は、必ずロック開放ポートに0.3MPa以上の圧
縮空気を加圧した状態のまま行ってください。
ロックユニットより仮軸およびピストンロッドAss’yを
抜いた状態でロック開放ポートに加圧している圧縮空気
を排気した場合（ロック状態にした場合）、ブレーキシュ
ーが変形して、ピストンロッドAss’yが挿入できなくな
り、ロックユニットが使用不能となります。

e. b → a 逆の手順で再組立してください。

注意
ピストンロッド表面には、積極的にグリースや
油を塗布しないでください。

MWB/MNB/CNA2 Series　パッキン交換要領 5
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シリンダ
チューブ

タイロッド
ナット

チューブガスケット

タイロッド

バネ座金

ヘッドカバーAss'y

P≧0.3MPa

○旧

仮軸

P≧0.3MPa ピストンロッド Ass'y○新

CNA2 SeriesCNA2 Series

チューブ内径
（mm） 使用ナット 二面巾寸法

JISB1181 2種中
M8×1.25

JISB1181 2種中
M10×1.25

JISB1181 2種中
M12×1.75

取付金具ナット

13

17

19

使用ソケット

JISB4636 
ソケット13
JISB4636 
ソケット17
JISB4636 
ソケット19

40・50

63

80・100

qCNA2シリーズは、ロックユニットの交換が可能で
す。

wロックユニット交換方法
a. シリンダのヘッドカバー側のタイロッドナット
（4ヶ）をソケットレンチを使用し、緩めます。
使用ソケットは、下表を参照ください。　

b. タイロッド・ヘッドカバー・シリンダチューブを
取外します。

c. ロック開放ポートに0.3MPa以上の圧縮空気を加
圧し、ピストンロッドAss'yを抜きとります。

d. 同様に新しいロックユニットのロック開放ポー
トに0.3MPa以上の圧縮空気を加圧し、先程のピ
ストンロッドAss'yと仮軸とを差し換えます。

注1）ピストンロッドAss'yを新しいロックユニットに差し換え
る際、ねじ部や2面幅部分でロッドパッキンを切らない様、
十分注意ください。

注2）新しいロックユニットの仮軸とピストンロッドAss'yの差
換え時は、必ずロック開放ポートに0.3MPa以上の圧縮
空気を加圧した状態のまま行ってください。
ロックユニットより仮軸およびピストンロッドAss'yを抜
いた状態でロック開放ポートに加圧している圧縮空気を
排気した場合（ロック状態にした場合）、ブレーキシュー
が変形して、ピストンロッドAss'yが挿入できなくなり、
ロックユニットが使用不能となります。

e. b → a 逆の手順で再組立してください。

注意
ピストンロッド表面には、積極的にグリースや
油を塗布しないでください。

MWB/MNB/CNA2 Series　パッキン交換要領 6
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q分解する場所は十分広く取り、ごみなどの少ない場所
で行ってください。

wシリンダを取外した場合、機械側の配管口やゴムホー
スなどの先端は必ずきれいなウエスで保護し、ごみが
入らないように注意してください。

e摺動部には絶対に傷をつけないように注意し、分解し
てください。

rロックユニットをピストンロッドより抜き取るとき、
パッキン、ブッシュに傷をつけないために、ロッド先
端の2面取部にバリが出ていないか確認し、バリが出
ている場合は「ヤスリ」を用い取り除いてください。

t    ロックユニットの交換方法に従い、ロックユニッ
トを取外す。

yヘッド側のタイロッド用ナットを「ソケットレンチ用
ラチェットハンドル」、「ソケットレンチ用T型スライ
ドハンドル」、「ソケットレンチ用スピナハンドル」な
どを用いて緩め、タイロッドより取外す。使用する「ソ
ケットレンチ用ソケット」は表のとおりです。

uタイロッド4本をカバーより取外す。

iパッキン、ブッシュを傷つけないように、ロッドカバ
ーをピストンロッドより取外す。

oピストンロッドを引っ張り、ピストンをシリンダチュ
ーブより引き抜く。

!0シリンダチューブをヘッドカバーより取外す。
ロックユニットのワイパーリングを取外す。どうして
も手で取れない場合は、小さな「マイナスドライバ」な
どを用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして取
外す。

!1ロッドカバー部の分解について（ヘッドカバーも準ず
る）

a. シリンダチューブガスケットを取外す。ガスケッ
トが極端に変形、もしくは切れている場合は交換
する。

b. 「マイナスドライバ」を用いクッションバルブをカ
バーより取外す。

 （工具：ねじ回し 呼び 8×150 普通形、普通級）

c. クッションバルブパッキンを「ウエス」などを用い
引き伸ばすようにし、クッションバルブより取外す。

d. 押え板Bの六角穴付ボルトを「六角レンチ」を用いて
緩め、押え板Dを取外す。使用する「六角レンチ」は
下表のとおりです。

e. ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」など
を用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして
取外す。

f. 押え板ガスケットを取外す。

g. クッションパッキンは、圧入されているので、取
外す際の傷や圧入力変化で圧入部よりのエア漏れ
などが発生します。したがってクッションパッキ
ンを交換しなければならない場合は、ロッドカバ
ーAss’y、ヘッドカバーAss’yで交換してください。

分解1

チューブ内径（mm）
125・140

160

使用ナット
1種、M14×1.5
1種、M16×1.5

適用ソケット
JISB4636 12角22
JISB4636 12角24

チューブ内径（mm）
125・140・160

六角穴付ボルト
M8×1.25×25L

六角レンチ呼び
6

q t e r y ytw

L

L

パッキン交換要領2

グリースは、リチウム石けん基グリースJIS2号相当品を使用してくだ
さい。

100st時
50st割増

125チューブ内径（mm）
15～17
3

140
20～22
3

160
24～26
3

塗布位置
q～y

er

グリース塗布量（g）

qパッキンの取外し
ワイパーリング、ロッドパッキン、バルブパッキン、
チューブガスケット、押え板ガスケットの取外しは
「    分解」を参照してください。
ピストンパッキンはパッキン溝が深いため、精密ドラ
イバではなく手でピストンパッキン周囲の一方から押
しつつんで、浮き出たところを引き抜きます。

wグリースの塗布

a. パッキン類
 グリースを薄く塗布してください。

b. シリンダ各部品
 下図の各部品にグリースを塗布しますが、100ST
のシリンダ1本につき表の量が必要です。

1

eパッキンの装着

a. ワイパーリング・ロッドパッキン
 パッキンの方向を間違えないように装着してくだ
さい。

b. ワイパーリング以外のパッキン類の装着
 パッキン装着後、ブッシュ内周全面にグリースを
すり込む要領でグリースを塗布してください。

4

CNS Series　パッキン交換要領 1
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P≧0.3MPa 旧

仮軸
P≧0.3MPa

新

qシリンダを組み立てる前に各部品は十分に洗浄を行い、
ごみなどの付着のないよう、きれいにしてください。

w組立に際し、あらかじめロッド、ブッシュ、チューブ
およびシールには十分グリースを塗布してください。

e部品に錆が発生している場合は、錆を完全に取り除い
てください。

r組立は清浄な場所で行い、絶対に異物が入らないよう
に注意して行ってください。

tシール装着の際は、シールに傷がつかないように注意
して行ってください。

yチューブにピストン、ブッシュにロッドを挿入する場
合は、それぞれのシールに傷がつかないよう注意して
作業を行ってください。

uタイロッドやボルトの締付けは下表に示す適正な締付
トルクで行ってください。

組立3

qCNSシリーズはロックユニットの交換が可能です。

wロックユニット交換方法
a． シリンダのロッドカバー側のタイロッドナット（4
ヶ）をソケットレンチを使用し、緩めます。使用ソ
ケットは、下表を参照ください。

ロックユニットの交換方法4

b． ロック開放ポートに0.3MPa以上の圧縮空気を加圧
し、ロックユニットを外します。

c. 同様に新しいロックユニットのロック開放ポート
に0.3MPa以上の圧縮空気を加圧し、シリンダの
ピストンロッドと仮軸を差し換えます。

d. シリンダのロッド側のタイロッドナット（4ヶ）を
ソケットレンチを使用し、締付けます。

締付トルク（N・m）
チューブ内径（mm）

鉄チュ－ブ
アルミチュ－ブ

タイロッド
49   
39.2

160
75.5
62.8

押え板ボルト 11

125 140

注意
ピストンロッド表面には、積極的にグリースや油を塗布
しないでください。

警告
CNSシリーズのロックユニットは、お客様では、絶対
に分解しないでください。
q強力なスプリングが入っているため（部品が飛び出す危険が
あるため）、カバー A、カバー Bを固定している六角穴付ボ
ルトを緩めたり、取外したりは絶対に行わないでください。

w分解、修理等は必ず当社営業に問合せください。

160

125・140 JIS B1181 2種中
M14×1.5

JIS B1181 2種中
M16×1.5

JIS B4636
ソケット22

JIS B4636
ソケット24

22

24

チューブ内径
（mm） 使用ナット 使用ソケット二面巾

寸法

注）新しいロックユニットの仮軸とピストンロッドAss’yの
差換え時は、必ずロック開放ポートに0.3MPa以上の圧
縮空気を加圧した状態のまま行ってください。
ロックユニットより仮軸およびピストンロッドAss’yを
抜いた状態でロック開放ポートに加圧している圧縮空気
を排気した場合（ロック状態にした場合）、ブレーキシュ
ーが変形して、ピストンロッドAss’yが挿入できなくな
り、ロックユニットが使用不能となります。
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q分解する場所は十分広く取り、ごみなどの少ない場所
で行ってください。

wシリンダを取り外した場合、機械側の配管口やゴムホ
ースなどの先端は必ずきれいなウエスで保護し、ごみ
が入らないように注意してください。

e摺動部には絶対に傷をつけないように注意し、分解し
てください。

rロックユニットをピストンロッドより抜き取るとき、
パッキン、ブッシュに傷をつけないために、ロッド先
端の2面取部にバリが出ていないか確認し、バリが出
ている場合は「ヤスリ」を用い取り除いてください。
別紙ロックユニット交換要領に従い、ロックユニット
を取り外す。

tヘッド側のタイロッド用ナットを「ソケットレンチ用
ラチェットハンドル」、「ソケットレンチ用T型スライ
ドハンドル」、「ソケットレンチ用スピナハンドル」な
どを用いて緩め、タイロッドより取り外す。使用する
「ソケットレンチ用ソケット」は表のとおりです。

yタイロッド4本をカバーより取り外す。

uパッキン、ブッシュを傷つけないように、ロッドカバ
ーをピストンロッドより取り外す。

iピストンロッドを引っ張り、ピストンをシリンダチュ
ーブより引き抜く。

oシリンダチューブをヘッドカバーより取り外す。
ロックユニットのワイパーリングを取り外す。どうし
ても手で取れない場合は、小さな「マイナスドライバ」
などを用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして
取り外す。

!0ロッドカバー部の分解について（ヘッドカバーも準ず
る）

a. シリンダチューブガスケットを取り外す。ガスケ
ットが極端に変形、もしくは切れている場合は交
換する。

b. 「マイナスドライバ」を用いクッションバルブをカ
バーより取り外す。

 （工具：ねじ回し 呼び 8×150 普通形、普通級）

c. クッションバルブパッキンを「ウエス」などを用い
引き伸ばすようにし、クッションバルブより取り
外す。

d. 押え板Bの六角穴付ボルトを「六角レンチ」を用いて
緩め、押え板Dを取り外す。使用する「六角レンチ」
は右上表のとおりです。

e. ロッドパッキンを小さな「マイナスドライバ」など
を用い傷つけないよう注意し、ほじるようにして
取り外す。

f. 押え板ガスケットを取り外す。

g. クッションパッキンは、圧入されているので、取
り外す際の傷や圧入力変化で圧入部よりのエア漏
れなどが発生します。したがってクッションパッ
キンを交換しなければならない場合は、ロッドカ
バーアッセンブリ、ヘッドカバーアッセンブリで
交換してください。

分解1

チューブ内径（mm）
125・140

160
180
200
250

使用ナット
1種、M14×1.5
1種、M16×1.5
1種、M18×1.5
1種、M20×1.5
1種、M24×1.5

適用ソケット
JISB4636 12角22
JISB4636 12角24
JISB4636 12角27
JISB4636 12角30
JISB4636 12角36

チューブ内径（mm）
125・140・160

180・200
250

六角穴付ボルト
M8×1.25×16L
M10×1.5×18L
M12×1.75×22L

六角レンチ呼び
6
8
10

q t e r y ytw

L

L

パッキン交換要領2

グリースは、リチウム石けん基グリースJIS2号相当品を使用してくだ
さい。

100st時
50st割増

125チューブ
内径（mm）

15～17
3

140

20～22
3

160

24～26
3

180

27～29
4

200

30～32
4

250

33～35
5

塗布
位置
q～y

er

グリース塗布量（g）

qパッキンの取り外し
ワイパーリング、ロッドパッキン、バルブパッキン、
チューブガスケット、押え板ガスケットの取り外しは
「    分解」を参照してください。
ピストンパッキンはパッキン溝が深いため、精密ドラ
イバではなく手でピストンパッキン周囲の一方から押
しつつんで、浮き出たところを引き抜きます。

wグリースの塗布

a. パッキン類
 グリースを薄く塗布してください。

b. シリンダ各部品
 下図の各部品にグリースを塗布しますが、100ST
のシリンダ1本につき表の量が必要です。

1

eパッキンの装着

a. ワイパーリング・ロッドパッキン
 パッキンの方向を間違えないように装着してくだ
さい。

b. ワイパーリング以外のパッキン類の装着
 パッキン装着後、ブッシュ内周全面にグリースを
すり込む要領でグリースを塗布してください。

CLS Series　パッキン交換要領 1
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タイロッドナット

P≧0.25MPa

旧-ロックユニット

マニュアル開放ボルト

ベース
シリンダ

バネ座金

ブレーキチューブ固定ボルト

ブレーキチューブアッシー

新-ロックユニット

仮軸

ベースシリンダ

新-ロックユニット

組立3

qCLSシリーズはロックユニットの交換が可能です。

ロックユニットの交換について4

締付トルク（N・m）
チューブ内径（mm）

鉄チュ－ブ
アルミチュ－ブ

タイ
ロッド

49   
39.2

160
75.5
62.8

180
103   
  92.7

200
147.1
132.4

250
254
―

押え板ボルト 11 22 38

125 140

注意
qロックユニットの分解は絶対に行わないでください。
強力なスプリングが入っている部分があり、分解方法を誤
ると大変危険です。
また、ロックユニットは調整を行い出荷しています。
再組付後、再調整が正しく行われないと、仕様を満足する
性能が得られず、大変危険です。

wシリンダ本体、ロックユニットは重量物です。ユニ
ットの交換作業は、作業環境を整えて、2人以上で作
業を行ってください。

e一部ロックユニットを分解する工程がありますが、
それ以外の分解については危険ですので、絶対に行
わないでください。

注意
qロックユニットを挿入の際、ねじ部や2面幅部分でブ
レーキシュー内面をキズつけない様、注意してくだ
さい。

tシール装着の際は、シールに傷がつかないように注意
して行ってください。

yチューブにピストン、ブッシュにロッドを挿入する場
合は、それぞれのシールに傷がつかないよう注意して
作業を行ってください。

uタイロッドやボルトの締付けは下表に示す適正な締付
トルクで行ってください。

qシリンダを組み立てる前に各部品は十分に洗浄を行い、
ごみなどの付着のないよう、きれいにしてください。

w組立に際し、あらかじめロッド、ブッシュ、チューブ
およびシールには十分グリースを塗布してください。

e部品に錆が発生している場合は、錆を完全に取り除い
てください。

r組立は清浄な場所で行い、絶対に異物が入らないよう
に注意して行ってください。

wシリンダのロッドカバー側のタイロッドナット（4ヶ）を
ソケットレンチを使用し、緩めます。
タイロッドナットのサイズについては、下表を参照くだ
さい。

e手動にてロックを開放するか、ロック開放ポートに
0.25MPa以上の空気圧を加え、ロックを開放し、ロッ
クユニットをベースシリンダから抜きとります。

r新しいロックユニットのブレーキチューブアッシー固定
用ボルトを4ヶ所はずし、ブレーキチューブアッシーを
はずします。

trの状態のロックユニットから仮軸を抜き、ベースシリ
ンダに挿入します。

チューブ内径
（mm）

125・140

160

180

200

250

タイロッドナット 二面幅
寸法

JISB1181　1種中
M14x1.5

JISB1181　1種中
M16x1.5

JISB1181　1種中
M18x1.5

JISB1181　1種中
M20x1.5

JISB1181　1種中
M24x1.5

使用ソケット

JISB4636十
二角ソケット22
JISB4636十
二角ソケット24
JISB4636十
二角ソケット27
JISB4636十
二角ソケット30
JISB4636十
二角ソケット36

22

24

27

30

36
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注意
シリンダは、装置に設置する前にポートに簡易的に空気
圧（0.08MPa以上）を加え、作動をご確認ください。
また、装置設置後に手動開放が解除（マニュアル開放ボ
ルト）されていることをご確認ください。

yキーが所定の位置に組付いていることを確認したうえ
で、ブレーキチューブアッシーを組付け、固定用ボルト
にて固定します。

u最後にタイロッドナットを締め付け交換作業の終了で
す。

チューブ内径
125・140

160
180
200
250

ねじサイズ
M6
M8
M8
M10
M12

締付トルク（目安）
4.8
11.9
11.9
24.5
42

（N・m）

チューブ内径
125・140

160
180
200
250

ねじサイズ
M14
M16
M18
M20
M24

締付トルク（目安）
34.3
53.9
73
102
180

（N・m）

ブレーキチューブ固定ボルト

キー

タイロッドナット

バネ座金

CLS Series　パッキン交換要領 3
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サインロッドレスシリンダは最適なクッション効果が得
られるよう、クッションリングおよびクッションパッキ
ン等の組立を行っています。

したがって、メンテナンスは工場返却にて実施してくだ
さるようお願いします。

ただし、やむを得ず分解される場合は、次のことにご注
意ください。

qシリンダチューブより、外部移動子またはピストン移
動子を取り外すときは、強制的に外部移動子とピスト
ン移動子の位置関係をずらし、保持力をなくした状態
で取り外してください。
そのまま取り出しますと、直接マグネットが、吸着し
あい外れなくなります。

w上記の作業後、各移動子が離れた状態で六角穴付ボル
ト（プレートA側）を外すことによりシリンダチューブ、
およびガイドシャフトA、BよりプレートAを外してく
ださい。
（交換作業（パッキンなど）では、その他の部分は分解
しないでください。エア漏れなどの原因となります。）

eマグネット構成部（ピストン移動子、外部移動子）は、
絶対分解しないでください。
保持力の低下、不適合発生の原因となります。

r外部移動子、ピストン移動子を取扱う時は、腕時計を
外して作業してください。強い磁気にて故障する恐れ
があります。

保守について1 tマグネットは床に落としたり、金属にぶつけるとこわ
れますので、ピストン移動子および外部移動子の取扱
いには十分ご注意ください。

y外部移動子とピストン移動子の方向性に注意してくだ
さい（REAS10のみ）。
外部移動子（スライドブロック）とピストン移動子を吸
引させて下図の正しい位置関係（図1）になるようにシ
リンダチューブに挿入してください。誤った位置関係
（図2）になったときは、ピストン移動子を180度反転
して挿入してください。方向性が違ったまま組み付け
られますと、所定の保持力が得られなくなります。

図1　正しい位置関係

図2　方向性が違った位置関係

REAS Series　パッキン交換要領
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ロッドパッキンBロッドパッキンA

ブッシュ厚さ形状

ロッドパッキンA

止め輪

パッキン押え

ポート

つまんで引き抜くwq

L

L≒100mmまたはストローク×1/2

q ty r t w t

e

約3g
1cm弱

シリンダは清浄な場所で分解・組付けする必要がありま
す。きれいなウエスなどを敷き、行ってください。

分解の際には、ヘッドカバーあるいはロッドカバーの二
面を万力ではさみ、ロッドカバーあるいはヘッドカバー
の二面にスパナ、モンキー等を掛けてゆるめ、カバーを
取外してください。

シリンダの分解・再組付け1

qロッドパッキン
ロッドパッキンAの交換はシリンダを取付けた状態で
も行えます。なお、ロッドパッキンBは装着が困難な
ため交換を推奨致しません。穴用C型止め輪取付工具
（スナップリングプライヤ）を使用して止め輪を外し、
ロッドカバーのポートを指でふさいでピストンロッド
を引き出すとパッキン押えとロッドパッキンAが外れ
ます。

パッキンの取外しについて2

グリースはリチウム石鹸基グリースJIS2号相当品を使用
してください。当社ではグリースパック（GR-S-010
（10g入）、GR-S-020（20g入））を用意しておりますの
でご利用ください。

qロッドパッキン
交換用新パッキンには薄くて良いですから内外周にグ
リースを塗布してください。これはカバーへ装着しや
すくするためおよびカバーとの密着をよくするためで
す。また、パッキン溝部にはグリースを充填してくだ
さい。

wピストンパッキン
グリースをパッキンの外内周にまんべんなく薄く塗布
してください。ピストンへ装着しやすくするためです。

eチューブガスケット
グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付けの
際には脱落防止になります。

rシリンダ各部品
シリンダの各部品には図3の各部分にグリースを塗布
しますが、100ストロークのシリンダ1本に付表1の
量が必要です。目安としては人差し指ですくった程度
が約3gです。（図4）

グリースの塗布について3

wピストンパッキン
まずピストンパッキンまわりのグリースを拭き取って
ください。その方が取り出しやすくなります。
ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバー等で
はなく図2のようにピストン周囲の一方からつまんで、
押し出すようにして浮き出たところを引き抜きます。

eチューブガスケット
精密ドライバーなどで抜き取ります。（周りの部材に
傷をつけないようにしてください）

図1

図2　ピストンパッキン取り外し方法

図3　グリース塗布位置

図4　グリース量

ストローク   
100st時
50st割増

ø20

2
0.5

ø25

3
0.5

ø32

3
0.5

ø40

3～4
1

塗布位置

qwerty

er

表1　塗布量(g)
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グリース

qロッドパッキン
向きに注意してロッドパッキンを装着します。ピスト
ンロッド先端ねじ部と二面幅部を通過させる際にはロ
ッドパッキンをやや回転させながらゆっくりと押込み、
ロッドカバーのハウジング部に確実に装着してくださ
い。
つぎに、パッキン押え、止め輪を装着してください。

wピストンパッキン
パッキン装着後、図6のようにグリースをすり込む要
領でパッキン溝内部と外周に塗布してください。

eチューブガスケット
グリースを少量塗布した後、カバーに装着します。

　以上、組付けが終わりましたら手でスムーズに動くこ
とを確認してください。さらに、パッキンからのエア漏
れの有無を確認すれば完了です。

パッキンの装着について4

図6

図5

REC Series　パッキン交換要領 2
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傷に注意q

e

w

つまんで引き抜く
wq

wとeの作業において、
カバーに傷が発生しない
よう注意してください。

シリンダのパッキン交換作業は、金属粉・ゴミなどのな
いきれいな作業台にて分解・組立を行う必要があり、パ
ッキンに金属粉・ごみが付着した場合エア漏れが生じま
すので十分注意いただいたうえで、作業くださるようお
願いいたします。

q取付け用ナットと金具の取外し
フートおよびフランジ等の金具は、取付ナットで固定
されていますのでナットを緩めて金具と取付ナットを
取外してください。

wリリーフ弁ボディ押えの取外し
リリーフ弁ボディ押えは、六角穴付止めねじで固定さ
れていますので六角レンチを使用してねじを緩めます。
カバー側は、ねじの影響で若干の変形が生じています
ので、カバーからリリーフ弁ボディ押えを取外す際は、
リリーフ弁ボディ押えを回しながら取外してください。

パッキン交換1

eロッドカバーの取外し
ロッドカバーとヘッドカバーのリリーフ弁ボディ押え
を取外したシリンダのカバーを取外す場合、バイス（万
力）にてヘッドカバーを固定し、ねじ込まれたロッド
カバーをスパナまたはモンキーレンチにて緩めます。

rピストンロッドアセンブリの取外し
ロッドカバーを取外した後、ピストンロッドアセンブ
リを回転させながらチューブより引き抜いてください。

tヘッドカバーの取外し
ヘッドカバーはバイス（万力）に固定された状態のまま
で、パイプレンチを使用してチューブを回転させてね
じ込まれたチューブを緩めます。この際慎重に作業し
ないとチューブ内部に変形が生じますので十分注意い
ただくようお願いいたします。

yロッドパッキンの取外し
ロッドパッキンは、カバーの溝加工された部分に装着
されていますので、精密ドライバーを使用して取外し
てください。

uピストンパッキンの取外し
ピストンパッキン回りのグリスを拭き取ってピストン
パッキンを取りやすい状態にして、下記要領でピスト
ンパッキンを取外してください。

写真1.RC側 写真2.HC側

写真3.固定（HC側） 写真4.RC側

写真5.HC側

iウエアリングの交換
ウエアリングが摩耗している場合は、精密ドライバー
を利用して取外し交換してください。

RHC Series　パッキン交換要領 1
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ロッドパッキン

ピストン側

グリース

2面幅部
グリース塗布 グリース塗布

グリース塗布 グリース塗布

グリース塗布

リリーフ弁
ボディAssy 

リリーフ弁
ボディ押え

C1面取部
（方向に注意）

C1面取部
（方向に注意）

写真9.塗布

写真7.装着

oクッションパッキンの取外し
クッションパッキンは、ロッドカバーとヘッドカバー
の溝加工された部分に装着されていますので、ロッド
パッキンと同様に精密ドライバーを使用して慎重に取
外してください。

!0各Oリングについて
各部品の取外し作業において、Oリング表面に傷が生
じた場合のみ交換してください。溝加工部分に装着さ
れたOリング（小）は、ピストンパッキンと同じような
方法で取外し交換してください。グリースは、少量塗
布してください。

!1ロッドパッキンの装着
ロッドパッキン全体にグリースを塗布して、パッキン
方向を間違えないように装着します。装着後、ピスト
ンパッキンに変形がないか確認し、歪みが発生してい
る場合は、指でならしてください。

!3ピストンパッキンの装着
ピストンパッキン全体にグリースを塗布して、パッキ
ンを広げてピストンパッキン装着溝に装着させます。
装着後グリースをすり込む要領でピストン外周に塗布
します。

!4ピストンロッドアセンブリへのグリース塗布
下記指定部分にグリースをまんべんなく薄く塗布して
ください。

!5チューブとカバーの仮締め
チューブにヘッドカバーを手でねじ込みアセンブリ状
態にします。

!6チューブ摺動面へのグリース塗布
シリンダチューブの内部にグリースを塗布します。塗
布範囲はシリンダ内径と同等の長さとし、目安として
人差し指に1cm程度（3g）をまんべんなく全周に伸ば
してください。

!7ピストンロッドアセンブリの挿入
3-16まで実施されたアセンブリに、ピストンロッド
アセンブリを挿入します。チューブ端面のねじ部で、
ピストンパッキンが傷つかないように慎重に作業して
ください。

!8ロッドカバーの仮締め
3-17まで実施されたものにロッドカバーを手でねじ
込みます。ロッド先端ねじ部でロッドパッキンを傷つ
けないよう注意してください。

!9カバーの本締め
分解時と同様にヘッドカバーをバイス（万力）で固定し
て、ロットカバーをスパナーまたはモンキーレンチで
ねじ込みます。締付の目安は、分解前のロッドカバー
とヘッドカバーのポート位置関係より、1～2°くらい
増締めしてください。

@0リリーフ弁ボディの装着
カバーにリリーフ弁ボディを装着します。C面取りが
ある方を外側にして回しながらカバー端面まで装着し
てください。

写真6.装着

!2クッションパッキンの装着
クッションパッキン全体にグリースを塗布して、パッ
キンの方向を間違えないように装着します。歪みが発
生している場合は、指でならしてください。

写真8.装着

RHC Series　パッキン交換要領 2
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@1リリーフ弁の固定
六角穴付止めねじは、六角レンチを使用して固定しま
す。締付トルクは下記を参考にして締付けてください。

@2シリンダ設置前の確認
シリンダ設置前に最低使用圧力：0.05MPaにてナラシ
運転を行い、各部に緩みがないか・エア漏れがないか
を確認し、次に最高使用圧力：1.0MPaにてナラシ運
転を行い、各部に緩みがないか・エア漏れがないかを
確認したうえで装置に設置していただくようお願いい
たします。

表3　締付トルク（N・m）

型式
RHC＊20
RHC＊25
RHC＊32
RHC＊40

締付トルク
1.5±10％
1.5±10％
2.6±10％
2.6±10％

RHC Series　パッキン交換要領 3
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ガスケットA

ガスケットC

ロッドパッキンB

ピストンパッキンガスケットA

ロッドパッキンA

ロッドカバー Ass’y シリンダチューブフィッティングボルト

シリンダチューブ

止め輪

ロッド側
から押出す C形止め輪専用

プライヤで取外す

q本シリンダは、下図のパッキンの交換が可能です。

交換可能パッキン1

図1

シリンダの分解2

注意
シリンダは清浄な場所で分解・組付けをする必要があり
ます。分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないよ
うに外観の汚れを取り、きれいなウエスなどを敷いてか
ら作業を開始してください。

qロッドカバーの取外し
フィッティングボルトを緩め、ロッドカバーを取外し
ます。

注意
止め輪の取付け、取り外しは適正なプライヤ（C形止め輪取付け工具）にて
行ってください。
適正なプライヤをご使用の場合でもプライヤの先端から止め輪が外れ、止
め輪が飛び出し人体および周辺機器に障害を与えてしまう可能性がありま
すので注意してください。また、取付けの際には確実に止め輪溝に入って
いるか確認してからエアを供給してください。

w内部部品の取外し
止め輪を取外した後、ロッド側からチューブロッドカバーを押
し込み、ヘッド側から内部部品を抜きとります。

図2

図3

RZQ Series　パッキン交換要領 1
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引抜く

ピストンロッドAss’y

ヘッドカバー Ass’y

平行ピン

インナーパイプ

引抜く

引抜く

傷に注意q w e

つまんで引き抜く

q w

図7

qロッドパッキンの取外し
ロッドカバー前方から精密ドライバーなどを差込み抜
き取ります。このときロッドカバーのパッキン溝に傷
をつけないよう、注意してください。

パッキン取外し3

wピストンパッキンの取外し

a. ピストンパッキン回りのグリースをふき取ってく
ださい。（ピストンパッキンが取り出しやすくなり
ます。）

b. ピストンパッキンの溝は深いため、精密ドライバ
ーではなく、図7のようにピストン周辺の一方から
つつんで、押出すようにして浮き出たところを引
き抜きます。

eヘッドカバーAss’yの取外し。
ピストンロッドAss’yからヘッドカバーAss’yを引き抜きます。
（ピストンロッドAss’yはこれ以上の分解はできません）。

rヘッドカバーから平行ピンを抜き、インナーパイプを取外します。

図4

図5

図6

RZQ Series　パッキン交換要領 2
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グリース

グリース

1
m
m
弱

グリース

ガスケットC

平行ピン

挿
入
２

挿入１

グリース塗布

穴を合わせる

ガスケットA

インナーパイプ

qロッドパッキンおよびピストンパッキン
交換用パッキンの全周に薄くむらなく塗布してください。また、溝部に
はグリースを充填してください。

wガスケット
交換用ガスケットにグリースを薄くむらなく塗布してください。

eシリンダ各部
各部品にグリースを塗布してください。
塗布部品はnシリンダの組立てを参照してください。

グリースの塗布4

qロッドパッキン
パッキンの方向を間違えないように装着します。装着後図9にグリース
をパッキンとブッシュ内面にむらなく塗布します。
ロッドパッキンBには精密ドライバーなどを使って塗布してください。

wピストンパッキン
パッキンがねじれないよう装着してください。装着後に図10のように
グリースをパッキン外周部とパッキン溝の間に塗りこむように塗布して
ください。

eガスケット
脱落に注意して装着してください。

パッキンの装着5

eガスケットの取外し

a. ロッドカバーおよびヘッドカバー外周のガスケット
 ピストンパッキンと同様に、手で一方から押し出すようにして、浮き
出たところを引き抜きます。

b. ヘッドカバー内部のガスケット
ロッドパッキンと同様に、精密ドライバーなどを差込み抜き取ります。
このときロッドカバーのパッキン溝に傷をつけないよう、注意してく
ださい。

図11

図8

図9

図10

qインナーパイプのヘッドカバー挿入部にグリースを塗
布します。

wインナーパイプをヘッドカバーに挿入します。（ヘッ
ドカバーとインナーパイプの穴が合うようにします。）

挿入は、ガスケットを噛み込まないよう、ゆっくり丁
寧に行なってください。

e平行ピンをヘッドカバー、インナーパイプに通します。

rインナーパイプを軽く引っ張り、ヘッドカバーから抜
けないことを確認してください。

tインナーパイプにグリースを塗布します。

yピストンロッドAss’yにヘッドカバー Ass’y（インナ
ーパイプ）を挿入します。
挿入は、ロッドパッキンBを噛み込まないよう、ゆっ
くり丁寧に行ってください。

シリンダの組立て6

RZQ Series　パッキン交換要領 3
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フィッティングボルト ロッドカバーAss’y

挿入

締込み

緩み止め剤塗

締込み

シリンダチューブ

止め輪

グリース塗布
グリース塗布

挿入

ロッドパッキンB
ピストンロッドAss’y

ヘッドカバー Ass’y

グリース塗布

挿入

uシリンダチューブ内面及び、チューブロッド、ピストンA、ピストンB
外周にグリースを塗布します。

iピストンロッドAss’y、ヘッドカバー Ass’yをシリンダチューブに挿入
します。

挿入は、ピストンパッキンやガスケットを噛み込まないよう、ゆっくり
丁寧に行ってください。

oシリンダチューブに止め輪を装着し、ヘッドカバーを止めます。

!0ロッドカバーAss’yをシリンダチューブに装着します。
ロッドパッキンAを噛み込まないよう、ゆっくり丁寧
に装着してください。

!1フィッティングボルトに緩み止め剤を塗布します。

!2フィッティングボルトをシリンダチューブに締込み、
ロッドカバーを固定します。
フィッティングボルトの締付けトルクは表1をご参照
ください。

以上、組立てが終わりましたら、パッキン・シール部よりエア漏れが生じ
ていないか、最低作動圧力でスムーズに作動するか確認をお願いします。

図13

図12

図14

表1

チューブ内径［mm］
32
40
50
63

呼び
M8×0.75
M8×0.75
M10×0.75
M12×1.0

締付けトルク［N・m］
6.2
6.2
15.6
21.0

RZQ Series　パッキン交換要領 4
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MK Series　パッキン交換要領 1

1 注意

2 シリンダの分解

q六角穴付止めねじについて

MKシリーズのシリンダチューブ外面にある六角穴付止めねじは、ピストンロッドの回転機能を保持するために確実に
固定されている必要がありますので、保守で分解する場合以外は絶対に緩めないでください。
保守点検で緩めた場合は、必ず六角穴付止めねじが適正位置まで締付けられているかを確認してください。
適正位置まで達していない場合で使用されますと、ピストンロッドの回転機構が損傷いたします。
また、六角穴付止めねじとガイドピンが変形、破損した場合は使用しないでください。

w止め輪の着脱

取付け、取外しは適正なプライヤ（穴用C形止め輪取付工具）にて行ってください。
適正なプライヤ（穴用C形止め輪取付工具）をご使用の場合でもプライヤの先端部から外れ、止め輪が飛び出し人体およ
び周辺機器に障害を与えてしまう恐れがありますので注意してください。
また、取付けの際には確実に止め輪溝に入っているか確認してからエアを供給してください。

分解は、「6.基本構造」にある構造図を参照して行ってください。

q外観の清掃

分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないよう、外観の汚れを取り除いてください。特にピストンロッド表面とロ
ッドカバー部は注意をお願いします。

w六角穴付止めねじの取外し

六角穴付止めねじを緩めて取外します。

e止め輪の取外し

・ø12, ø16、ø40～ø63は、チューブのロッド側端にあります。
・ø20～ø32は、チューブのヘッド側端にあります。

rシリンダチューブからの分離
・ø12, ø16、ø40～ø63
　チューブから、ロッドカバーをピストンロッドごと引抜きます。
・ø20～ø32
　 ロッドカバーをピストンロッドごとチューブ側に押込み、反対側（チューブのヘッド側）から、ヘッドカバー、Oリン
グを押出した後、ロッドカバーとピストンロッドAss'yを引抜きます。

tガイドピンの取外し
ガイドピンをプライヤやペンチでロッドカバーから引抜くと、ピストンロッドAss'yが外れます。

高さ MK12 MK16 MK20 MK25 MK32 MK40 MK50 MK63
H －0.8 －1.3 ＋0.4 －0.5 ＋0.8 －0.3 －1.0 －1.0

ø20のガイドピンは、プライヤやペンチでつまむ箇所がないため、反対側のロッドカバー内径から押出す必要があります。
その際は、精密マイナスドライバーなど、ガイドピン先端と、ピストンロッド・ガイド溝底の間に入れるような細いもの
を利用してガイドピンを押出してください。

注意
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MK Series　パッキン交換要領 2

3 パッキンの取外し
qコイルスクレーパ

・ø20～ø32
丸R形止め輪を外すと、コイルスクレーパがありますので、その下にあるスクレーパ押えと一緒にロッドカバーから
取外してください。
・ø40～ø63
丸R形止め輪を外すと、コイルスクレーパは、2枚のスクレーパ押えに挟まれていますので、一緒にロッドカバーか
ら取外してください。

wロッドパッキン

ロッドカバーのロッド側より、精密ドライバーなどを差込み抜取ります。
ロッドカバーのパッキン溝に傷をつけないように注意してください。

eピストンパッキン

ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーではなく手でピストンパッキン周囲の一方から押出すようにして浮き
出たところを引抜きます。

ピストンパッキン
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ø20～ø63ø12, ø16

グリース塗布 グリース塗布

溝の壁面にもグリースを塗布

グリース塗布

グリース塗布

ø40～ø63ø20～ø32ø12, ø16

グリース塗布

グリース塗布
L／３

L

MK Series　パッキン交換要領 3

・ロッドカバー

・ピストンロッドAss'y

・シリンダチューブ

4 グリースの塗布
qロッドパッキンおよびピストンパッキン

交換用パッキンの全周に薄くむらなく塗布してください。

ロッドパッキン ピストンパッキン

wチューブガスケット、Oリング（ガイドピン用）

グリースを薄く塗布してください。

eシリンダ各部品

各部品の摺動部分にグリースを塗布してください。
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ø20～ø63ø12, ø16

グリース塗布

グリース塗布

MK/MK2T Series　パッキン交換要領 3

5 パッキンの装着
qコイルスクレーパ

シリンダサイズで異なる部品構成にご注意のうえ、上記「 3パッキンの取外し」を参考に、再組付してください。

wロッドパッキン

パッキンの方向を間違えないように装着します。（下図参照）
装着後にグリースをパッキンにむらなく塗布してください。

eピストンパッキン

パッキンがねじれないように装着してください。装着後にグリースを、パッキン外周部とパッキンと溝の間に塗り込む
ように塗布してください（下図参照）。

rチューブガスケット、Oリング（ガイドピン用）

脱落に注意し装着してください。

ピストンパッキン

MK Series　パッキン交換要領 4
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MK Series　パッキン交換要領 5

t止め輪の装着

適正なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて行ってください。また、装着の際に止め輪がプライヤから外れて飛び、人
体および周辺機器に損害を与えてしまう恐れがありますので注意してください。また、確実に止め輪溝に入っているか
を確認してください。

y組み立て確認

パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、最低作動圧力でスムーズに作動するかの確認をお願いします。

ø20～ø32では、再度チューブ内面にグリースを塗布してから、ヘッドカバー＋Oリングを装着し、最後に止め輪を装着
します。グリースの塗布は下図を参照してください。

注意

ロッドは押出し端にて

グリース塗布

ø20～ø32

6 シリンダの組み立て
qロッドカバーにピストンロッドを挿入

ピストンロッド先端部または30°の切り上がり部分および四面幅部にグリースを塗布し、ロッドパッキンに傷を付けな
いようにゆっくり丁寧に挿入してください。

wガイドピンの取付

ロッドカバーにピストンロッドAss'yを挿入後、ガイドピン穴とガイド溝が一致するように合わせ、ガイドピンを挿入
します。

eピストンおよびロッドカバーをチューブへ挿入

・ø12, ø16、ø40～ø63
q～wで組合せたロッドカバー・ピストンロッドAss'yをチューブのロッド側より挿入し、ガイドピンがチューブ止
めねじ穴の真下にくるよう、ロッドカバーの向きを調節します。
・ø20～ø32
q～wで組合せたロッドカバー・ピストンロッドAss'yをチューブのヘッド側より挿入し、ガイドピンがチューブの
止めねじ穴の真下にくるよう、ロッドカバーの向きを調節します。

r六角穴付止めねじの装着

六角穴付止めねじの先端で、チューブ内のガイドピンを真上から押え、ロッドカバーごとチューブに固定します。

「3．保守点検／注意 q六角穴付止めねじについて」を参照のうえ、確実に締付けを行ってください。
注意
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ø25・ø32：座金
ø40以上：バネ座金

六角穴付ボルト

止め輪

ø20：シム

傷に注意

つまんで引き抜く

q外観の清掃
分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないように外観の
汚れを取り除いてください。
　特にピストンロッド表面には、注意をお願いします。

wアーム等の取外し
　ロッド先端に装着しているアーム等を取外してください。

e六角穴付ボルトの取外し［ø25以上のみ］（図1）
　六角穴付ボルト（座金又はバネ座金付）を取外してください。

r止め輪の取外し（図2）
　適正なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて行ってください。
　また、取外しの際に止め輪がプライヤから外れて飛び、人体
および周辺機器に損害を与えてしまう恐れがありますので注
意してください。

t分解
　ピストンロッド先端部にボルト等を取付け、ロッドカバー
Ass’y、キーと共に引抜き、その後ロッドカバー Ass’yをピス
トンロッドAss’yから取外してください。
　その際、チューブ内径やロッドカバー軸受部に傷を付けない
ように注意してください。

シリンダの分解1

qコイルスクレーバの取外し
　ロッドカバー Ass’y前面からコイルスクレーバを取外してく
ださい。
　その際、ロッドカバー Ass’yのコイルスクレーバ溝に傷を付
けないように注意してください。

wロッドパッキンの取外し
　ロッドカバー Ass’y前面から精密ドライバーなどを差し込み
抜き取ってください。
　その際、ロッドカバー Ass’yのパッキン溝に傷を付けないよ
うに注意してください。

eピストンパッキンの取外し
　ピストンパッキン溝は深いため精密ドライバーではなく、手
でピストンパッキン周囲の一方から押し出すようにして、浮
き出た所を引抜いてください。

rチューブガスケットの取外し
　手で一方から押し出すようにして、浮き出た所を引き抜いて
ください（図4参照）。

パッキンの取外し2

図1

図2

図3

図4

MK2T Series　パッキン交換要領 1
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グリース

グリース

ピストンパッキンロッドパッキン

摺動部

二面巾部 ローラ部（2ケ所）

摺動部
螺旋部（2ケ所） 切り上がり部

ロッドカバーAss'y ピストンロッドAss'y シリンダチューブAss'y

チューブガスケット

グリース

軸受部

≒
1
m
m

図7

グリース

図8

qロッドパッキンおよびピストンパッキンのグリース塗布（図5）
　交換用のロッドパッキンおよびピストンパッキンの全周にリ
チウム系グリース※を薄くムラなく塗布してください。
※SMC推奨グリース：手配可（取扱説明書をご参照ください。）

wチューブガスケットのグリース塗布
　交換用のチューブガスケットの全体にリチウム系グリース※を
薄くムラなく塗布してください。
※SMC推奨グリース：手配可（取扱説明書をご参照ください。）

e各部品のグリース塗布（図6）
　ロッドカバー Ass’y、ピストンロッドAss’yおよびシリンダチ
ューブAss’yの指定部にリチウム系グリース※を薄くムラなく
塗布してください。
※SMC推奨グリース：手配可（取扱説明書をご参照ください。）

グリースの塗布3

qロッドパッキンおよびチューブガスケットの装着（図7）
　ロッドパッキンの方向を間違えないように装着してください。
　チューブガスケットは、ロッドカバー Ass’yから脱落しない
ように装着してください。
　装着後、ロッドパッキンと軸受部にリチウム系グリース※をム
ラなく塗布してください。
※SMC推奨グリース：手配可（取扱説明書をご参照ください。）

wコイルスクレーパの装着
　交換用のコイルスクレーパをコイルスクレーパ溝に確実に装
着してください。

eピストンパッキンの装着（図8）
　ピストンパッキンがねじれないように装着してください。
　装着後、リチウム系グリース※をピストンパッキン外周部と溝
の間に塗り込むように塗布してください。
※SMC推奨グリース：手配可（取扱説明書をご参照ください。）

rチューブガスケットの装着
　脱落に注意し、装着してください。

パッキンおよびコイルスクレーパの装着4

図5

図6

MK2T Series　パッキン交換要領 2
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キー

角部R面側

止め輪

ø25・ø32：座金
ø40以上：バネ座金

ø20：シム

六角穴付ボルト

qロッドカバーAss’yの挿入（図9）
　ピストンロッドAss’yの角部でロッドパッキンを傷付けないようにゆっくり丁寧に挿入してください。

シリンダの組立5

wピストンロッドAss’yの挿入（図10）
　シリンダチューブAss’yの角部でピストンパッキンおよびチューブガスケットを傷付けないようにゆっくり
丁寧に挿入してください。

eキーおよび止め輪の装着（図11）
　キーをキー溝に挿入し、適正なプライヤ（穴用C形止め
輪用工具）にて止め輪を装着してください。
　その際、止め輪の方向を間違えないように装着してく
ださい。（ø20のみ止め輪装着前にシムを入れます。）
　装着の止め輪がプライヤから外れて飛び、人体および
周辺機器に損害を与えてしまう恐れがありますので、
注意してください。
　また、確実に止め輪溝に入っているかを確認してくだ
さい。

r六角穴付ボルトの装着［ø25以上のみ］（図12）
　六角穴付ボルトのねじ部およびロッドカバー Ass’yの
ねじ穴部の接着剤をアルコール等できれいに落とした
後、ロッドカバー Ass’yのねじ穴部に緩み止め用接着
剤（SMC推奨接着剤：ロットタイト242［青］）を塗布し
てください。
　六角穴付ボルト（※ø25・ø32：座金付／ø40以上：バネ
座金付）にて締付けてください。
　締結後、接着剤がはみ出していないか確認してくださ
い。
　はみ出した場合には、余分な接着剤を拭き取ってくだ
さい。

t組立確認
　パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、最
低作動圧力でスムーズに作動するか確認をお願いしま
す。

ねじサイズ適用ボア

M2.5×0.45

M3×0.5

締付トルク（N・m）
0.36±10％

（0.324～0.396）
0.63±10％

（0.570～0.690）

ø25・ø32

ø40・ø50・ø63

締付トルク

図9

図10

図11

図12

MK2T Series　パッキン交換要領 3
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カバー（4面に有）

マイナスドライバー

ガイドピンAss’y

六角穴付止めねじ
（3ヶ）

平行ピン

ガイドチューブ

ガイドチューブ
ボディ

六角ボルト
（4ヶ）

ピン A

ボディ

カバー
（4ヶ）

a. カバー部の溝にマイナスドライバを差込み、マイナ
スドライバを下図の矢印の方向へ軽く起こすと、カ
バーは開きます。

　※過剰に力を加えますとカバーを破損する恐れがあります。

b. 溝内のスパッタを掻き出します。

c. カバーをカチッと音がするまでしめます。

スパッタ除去1

ガイドピンAss’yおよび
クランプアームの交換

2

クランプ位置高さ：LOWタイプの場合
qクランプ部の分解

a. 外観の清掃
 分解時にゴミや異物がシリンダ内に浸入しないよ
うに、外観の汚れを取り除いてください。

b. ガイドピンAss’yの取り外し
 クランプアームの位置をアンクランプ側にし、六
角穴付止めねじ（3ヶ）を取り外し、ガイドピン
Ass’yをガイドチューブから取り外してください。

 ガイドチューブとガイドピンAss’yの位置合わせを
している平行ピンも取り外してください。

c. クランプアームの取り外し
 1）六角ボルト（4ヶ）を取り外し、ボディからガイ

ドチューブを取り外してください。

 2）カバー溝にマイナスドライバーなどを差し込み
開放し、カバー（4ヶ）を取り外してください。
ボディ側面穴からピンAを取り外してください。
カバーを取り外す際、手や指等を切らないよう
に気を付けてください。

注意
q分解、組付けを行う場合は、シリンダにエアが供給さ
れていないことを確認してから行ってください。

wロックユニット部の分解は、絶対に行わないでくださ
い。［CLKQG/CLKQPのみ］
強力なスプリングが入っているため危険です。また、誤っ
た組立を行うとロックの性能を低下させ、機能の満足でき
なくなりますので、お客様での分解は絶対に行わないでく
ださい。
（分解やパーツの交換が必要な場合は、当社にご相談くださ
い。）

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 1
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ボディ

ベースシリンダ

ばね座金
（4ヶ）

六角穴付ボルト
（4ヶ）

クランプアーム

スパッタカバー
割ピン

ピンB

打刻（ピン先端中心部）

ガイドピンAss’y クランプアーム

打刻

178

1
8

wクランプ部の組立

a. 品番の確認
 交換用のガイドピンAss’y、クランプアームに打刻
されている数字が合致しているか確認してくださ
い。

 2）ピンB及びピストンロッドスリット部（両面）の
斜線部にリチウム系グリースを薄くムラなく塗
布してください。
また、ピストンロッドピン穴部には、リチウム
系グリースをムラなく多めに塗布してください。
（グリース溜まり可）。
ピストンロッドスリット部にグリースを塗布す
る際、鋭角のため指などを損傷しないように注
意してください。

 3）ピストンロッドスリット部にクランプアーム（ス
パッタカバー付）を差込み、ピンBを差し込んで
ください。
ピンBの割ピン用穴に交換用の割ピンを挿入し、
先端をラジオペンチにて曲げてください。

 4）クランプアームを回転させ、A～D取付位置と爪
方向が直角になるように回転させてください。
（回転させる際には、ピストンロッドを上下に動
かしながら回転させてください。）

 3）ベースシリンダの六角穴付ボルト（4ヶ）を緩め、
ベースシリンダからボディを取り外してくださ
い。

 4）割ピンを抜き取り、ピンBを取り外し、クラン
プアーム（スパッタカバーも一緒に）取り外して
ください。

ガイドピンAss’y
125, 127, 128, 129, 130
145, 147, 148, 149, 150
155, 157, 158, 159, 160
175, 177, 178, 179, 180
195, 197, 198, 199, 200
245, 247, 248, 249, 250
295, 297, 298, 299, 300

組
合
せ
可
能
数
字

打刻数字
クランプアーム

13
15-16
15-16
18
20
25
30

クランプアーム両面
クランプアームピン穴部
クランプアームカム溝部

≒0.05g
≒0.10g
≒0.50g

グリース塗布量（目安）

ピンB
ピストンロッドスリット部
ピストンロッドスリット穴部

≒0.05g
≒0.05g
≒0.10g

グリース塗布量（目安）

b. クランプアームの取付け
 1）交換用のクランプアームの斜線部（両面）にリチ

ウム系グリースを薄くムラなく塗布してくださ
い。
また、クランプアームのピン穴部及びカム溝部
には、リチウム系グリースをムラなく多めに塗
布してください（グリース溜まり可）。スパッタ
カバー（向きに注意）をクランプアームに装着し
てください。
その際、スパッタカバーのピン穴部とクランプ
アームのカム溝部が見えるように取付けてくだ
さい。

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 2
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クランプアーム

スパッタカバー

ピンB
ピストンロッド

スリット部

両面

DC

B A

ピン穴部
（グリース溜まり可）

カム溝部
（グリース溜まり可）

ピン穴部
（グリース溜まり可）

割ピン

ピンA
グリース塗布範囲

ボディ

ボディ側面穴部
グリース塗布範囲

詳細図

ばね座金
（4ヶ）

六角穴付ボルト
（4ヶ）

ボディ

カバー
（4ヶ）

c. ガイドピンAss’yの取付け
 1）ピストンロッドを引き出した状態にし、ボディ

取付面とクランプアーム爪部位置を確認し、ボ
ディを挿入してください。
ピンAの斜線部にリチウム系グリースを薄くムラ
なく塗布してください。
ボディ側面穴部（ピンA挿入部）にリチウム系グリ
ースをムラなく多めに塗布してください（グリー
ス溜まり可）。
ボディ側面穴からスパッタカバー及びクランプ
アームを介して（詳細図参照）ピンAを挿入してく
ださい。

 2）ベースシリンダのヘッド側からばね座金（4ヶ）、
六角穴付ボルト（4ヶ）の順に締結を行ってくだ
さい。
締付トルク：4～6（N・m）

 3）ボディにカバー（4ヶ）を取付けてください。そ
の際、挿入方向に注意してください。

ピンA
ボディ側面穴部

≒0.05g
≒0.20g

グリース塗布量（目安）

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 3
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ガイドチューブ
ボディ

クランプアーム方向

ピン穴

詳細図

六角ボルト
（4ヶ）

六角穴付止めねじ
（3ヶ）

板厚：1mm×2枚

板厚：0.5mm×2枚

平行ピン

ガイドピンAss’y

ガイドチューブ

シム無の場合

シム付の場合

シム

 4）六角ボルト（4ヶ）のねじ部及びボディのねじ部
の接着剤をアルコール等できれいに落した後、
ボディのねじ部に緩み止め用接着剤（SMC推奨
接着剤：ロックタイト242（青））を塗布してくだ
さい。
ボディにガイドチューブを六角ボルト（4ヶ）に
て取り付けてください。
その際、ガイドチューブのビン穴の位置がクラ
ンプアーム方向に対して右側（詳細図参照）にな
るように取り付けてください。
締付トルク：1.5～1.8（N・m）
六角ボルト（4ヶ）を締結後、接着剤がはみ出し
ていないか確認してください。
はみ出した場合には、余分な接着剤を拭きとっ
てください。

 5）交換用のガイドピンAss’yのピン穴に交換用の
平行ピンを差し込み（シム付の場合は、ガイドピ
ンAss’yと平行ピンを接着剤にて固定してくだ
さい。）、ガイドチューブ側のピン穴の位置に合
わせ、挿入し六角穴付止めねじ（3ヶ：接着剤付
［緑］）で締付けてください。
締付トルク：4.86～5.94（N・m）
ただし、六角穴付止めねじ（3ヶ）の接着剤の色
が“赤”だった場合や、何度も交換しているうち
に接着剤［緑］が剥がれてしまった場合には、六
角穴付止めねじのねじ部及びガイドチューブの
ねじ穴部の接着剤をアルコール等できれいに落
とした後、六角穴付止めねじ（3ヶ）のねじ部に
緩み止め用接着剤（SMC推奨接着剤：ロックタイ
ト243（青））を塗布してください。
締結後、接着剤がはみ出していないか確認して
ください。
はみ出した場合には、余分な接着剤を拭きとっ
てください。

シム付の場合は、ガイドピンAss’yとガイドチ
ューブの間にシムを挿入してください。
シムの順番は、下記を参照し取り付けてください。
組付後、ガイドチューブ外周からシムが飛び出
していないことを確認してください。

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 4
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六角穴付止めねじ
（3ヶ）

ガイドピンAss’y

平行ピン

ガイドチューブ

リング

ガイドチューブ

ピンA

六角穴付止めねじ

スパッタカバー

ボディ

ガイドチューブ

六角ボルト
（4ヶ）

カバー
（4ヶ）

クランプ位置高さ：HIGHの場合
①クランプ部の分解
a. 外観の清掃
 分解時にゴミや異物がシリンダ内に浸入しないよ
うに、外観の汚れを取り除いてください。

b. ガイドピンAss’yの取外し
 クランプアームの位置をアンクランプ側にし、六
角穴止めねじ（3ヶ）を取り外し、ガイドピンAss’y
をガイドチューブから取り外してください。

 ガイドチューブとガイドピンAss’yの位置合わせを
している平行ピンも取り外してください。

c. クランプアームの取外し
 1）六角穴付止めねじを取り外し、ガイドチューブ

からリングを取り外してください。
ガイドチューブ側面穴からピンAを取り外してく
ださい。

 2）六角ボルト（4ヶ）を取り外し、ボディからガイ
ドチューブおよびスパッタカバーを取り外して
ください。

 3）カバー溝にマイナスドライバーなどを差込み開
放し、カバー（4ヶ）を取り外してください。
カバーを取り外す際、手や指等を切らないよう
に気を付けてください。

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 5
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ばね座金
（4ヶ）

六角穴付ボルト
（4ヶ）

ボディ

ベースシリンダ

ピンB

クランプアーム

割ピン

打刻

打刻（ピン先端中心部）

ガイドピンAss’y クランプアーム

178

1
8

 4）ベースシリンダの六角穴付ボルト（4ヶ）を緩め、
ベースシリンダからボディを取り外してくださ
い。

 5）割ピンを抜き取り、ピンBを取り外し、クラン
プアームを取り外してください。

wクランプ部の組立

a. 品番の確認
 交換用のガイドピンAss’y、クランプアームに打刻
されている数字が合致しているか確認してくださ
い。

b. クランプアームの取付け
 1）交換用のクランプアームの斜線部（両面）にリチ

ウム系グリースを薄くムラなく塗布してくださ
い。また、ピン穴部およびカム溝部には、リチ
ウム系グリースをムラなく多めに塗布してくだ
さい（グリース溜まり可）。

 2）ピンBおよびピストンロッドスリット部（両面）
の斜面部にリチウム系グリースを薄くムラなく
塗布してください。
ピストンロッドピン穴部には、リチウム系グリ
ースをムラなく多めに塗布してください（グリー
ス溜まり可）。
ピストンロッドスリット部にグリースを塗布す
る際、スリット部は鋭角のため指などを損傷し
ないように注意してください。

クランプアーム両面
クランプアームピン穴部
クランプアームカム溝部

≒0.05g
≒0.10g
≒0.50g

グリース塗布量（目安）

ピンB
ピストンロッドスリット部
ピストンロッドピン穴部

≒0.05g
≒0.05g
≒0.10g

グリース塗布量（目安）

ガイドピンAss’y
125, 127, 128, 129, 130
145, 147, 148, 149, 150
155, 157, 158, 159, 160
175, 177, 178, 179, 180
195, 197, 198, 199, 200
245, 247, 248, 249, 250
295, 297, 298, 299, 300

組
合
せ
可
能
数
字

打刻数字
クランプアーム

13
15-16
15-16
18
20
25
30

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 6
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カバー
（4ヶ）

ボディ

ばね座金
（4ヶ）

六角穴付ボルト
（4ヶ）

ベースシリンダ

ボディ

ピンB

DC

B A

クランプアーム

カム溝部
（グリース溜まり可）

ピン穴部 
（グリース溜まり可）

両面

スリット部

ピン穴部
（グリース溜まり可）

ピストンロッド

割ピン

c. ガイドピンAss’yの取付け
 1）ピストンロッドを引き出した状態にし、ボディ

取付面とクランプアーム爪部位置を確認し、ボ
ディを挿入してください。
ベースシリンダのヘッド側からばね座金（4ヶ）、
六角穴付ボルト（4ヶ）の順に締結を行ってくださ
い。
締付トルク：4～6（N・m）

 2）ボディにカバー（4ヶ）を取付けてください。そ
の際、挿入方向に注意してください。

 3）ピストンロッドスリット部にクランプアームを
差込み、ピンBを差し込んでください。
ピンBの割ピン用穴に交換用の割ピンを挿入し、
先端をラジオペンチにて曲げてください。

 4）クランプアームを回転させ、A～D取付位置と爪
方向と直角になるように回転させてください。
（回転させる際には、ピストンロッドを上下に動
かしながら回転させてください。）

 3）六角ボルト（4ヶ）のねじ部及びボディのねじ部
の接着剤をアルコール等できれいに落とした後、
ボディのねじ部に緩み止め用接着剤（SMC推奨
接着剤：ロックタイト243［青］）を塗布してくだ
さい。
ピンA及びガイドチューブのピン穴部にリチウム
系グリースを添付してください。

ピンA
ガイドチューブピン穴部

≒0.05g
≒0.10g

グリース塗布量（目安）

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 7
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ピンA
グリース塗布範囲

ボディ

ピン穴

ガイドチューブピン穴部
グリース塗布範囲

スパッタカバー

ガイドチューブ

クランプアーム方向

詳細図 1

詳細図 2

六角ボルト
（4ヶ）

六角穴付止めねじ

ガイドチューブ

リング

スパッタカバー（向きに注意）をクランプアーム
に装着してください。
その際、スパッタカバーのピン穴部とクランプ
アームのカム溝部が見えるように取り付けてく
ださい。
ボディにガイドチューブを挿入してください。
その際、ガイドチューブのピン穴の位置がクラ
ンプアーム方向に対して右側（詳細図1参照）にな
るように取り付けてください。
ガイドチューブ側面穴からスパッタカバーおよ
びクランプアームを介して（詳細図2参照）ピンA
を挿入してください。
ピンA挿入後、六角ボルト（4ヶ）にて取り付けて
ください。
締付トルク：1.5～1.8（N・m）
六角ボルト（4ヶ）を締結後、接着剤がはみ出して
いないか確認してください。
はみ出した場合には、余分な接着剤を拭きとっ
てください。

 4）ガイドチューブにリングを挿入し、六角穴付止
めねじ（接着剤付［緑］）にて取り付けてください。
その際、リングのねじ穴部の位置をクランプア
ームの爪方向と同一方向に向けて締付けてくだ
さい（下図参照）。
締付トルク：1.5～1.8N・m
ただし、六角穴付止めねじの接着剤の色が“赤”
だった場合や、何度も交換しているうちに接着
剤［緑］が剥がれてしまった場合には、六角穴付
止めねじのねじ部およびガイドチューブのねじ
穴部の接着剤をアルコール等できれいに落とし
た後、六角穴付止めねじのねじ部に緩み止め用
接着剤（SMC推奨接着剤：ロックタイト243
［青］）を塗布してください。
締結後、接着剤がはみ出していないか確認して
ください。
はみ出した場合には、余分な接着剤を拭きとっ
てください。

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 8
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ガイドチューブ

シム無の場合

シム付の場合

六角穴付止めねじ
（3ヶ）

ガイドピンAss’y

板厚：1mm×2枚

板厚：0.5mm×2枚

シム

 5）交換用のガイドピンAss’yのピン穴に交換用の平
行ピンを差し込み（シム付の場合は、ガイドピン
Ass’yと平行ピンを接着剤にて固定してくださ
い。）、ガイドチューブ側のピン穴の位置に合わせ、
挿入し六角穴付止めねじ（3ヶ：接着剤付［緑］）で
締付けてください。
締付トルク：4.86～5.94（N・m）
ただし、六角穴付止めねじ（3ヶ）の接着剤の色が
“赤”だった場合や、何度も交換しているうちに
接着剤［緑］が剥がれてしまった場合には、六角
穴付止めねじのねじ部およびガイドチューブの
ねじ穴部の接着剤をアルコール等できれいに落
とした後、六角穴付止めねじ（3ヶ）のねじ部に緩
み止め用接着剤（SMC推奨接着剤：ロックタイト
243（青））を塗布してください。
締結後、接着剤がはみ出していないか確認して
ください。
はみ出した場合には、余分な接着剤を拭きとっ
てください。

シム付の場合は、ガイドピンAss’yとガイドチ
ューブの間にシムを挿入してください。
シムの順番は、下記を参照し取り付けてください。
組付後、ガイドチューブ外周からシムが飛び出
していないことを確認してください。

CKQG/CKQP Series　ガイドピン・クランプアーム交換要領 9
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傷に注意

つまんで引抜く

wパッキンの取外し

a. ロッドパッキンの取外し
 カラー Ass’y前面から精密なドライバーなどを差
込み抜き取ってください。

 その際、カラー Ass’yのパッキン溝に傷を付けな
いように注意してください。

b. ピストンパッキンの取外し
 ピストンパッキン溝は深いため精密ドライバーで
はなく、手でピストンパッキン周囲の一方から押
し出すようにして、浮き出た所を引き抜いてくだ
さい。

c. チューブガスケットの取外し
 手で一方から押し出すようにして、浮き出た所を
引き抜いてください（上図参照）。

CKQG/CKQP Series　パッキン交換要領 1

止め輪

ピン

qベースシリンダの分解

a. 外観の清掃
 分解時にゴミや異物がシリンダ内に浸入しないよ
う、外観の汚れを取り除いてください。

 特にピストンロッド表面とカラー部は、注意をお
願いします。

b. 止め輪の取り外し
 適切なプライヤ（穴用C型止め輪用工具）にて行って
ください。

 また、取り外しの際に止め輪がプライヤから外れ
て飛び、人体および周辺機器に損害を与えてしま
う恐れがありますのでご注意ください。

パッキン類の交換
［CKQG/CKQPシリーズのみ。※CLKQG/CLKQPは、分解不可です。］

3

c. 分解
 ピストンロッド先端穴部にピン等を取付けるなど
してカラー Ass’yと共に引抜き、その後カラー
Ass’yをピストンロッドAss’yから取り外してくだ
さい。

 その際、シリンダチューブ内径やカラー Ass’y軸
受部に傷を付けないように注意してください。
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グリース

≒
1
m
m

グリース

≒
1
m
m

rパッキンの装着

a. ロッドパッキンの装着
 ロッドパッキンの方向を間違えないように装着し
てください。

 装着後、リチウム系グリースをロッドパッキンと
軸受部にムラなく塗布してください。

ロッドパッキンおよび軸受部 ≒0.25g

グリース塗布量（目安）

b. ピストンパッキンの装着
 ピストンパッキンがねじれないように装着してく
ださい。

 装着後、リチウム系グリースをピストンパッキン
外周部と溝の間に塗り込むように塗布してくださ
い。

c. チューブガスケットの装着
 脱落に注意し、装着してください。

ピストンパッキン外周部および溝 ≒0.70g

グリース塗布量（目安）

CKQG/CKQP Series　パッキン交換要領 2

グリース

グリース

ロッドパッキン ピストンパッキン

摺動部

摺動部切り上がり部

eグリースの塗布

a. ロッドパッキンおよびピストンパッキンのグリー
ス塗布

 交換用のロッドパッキンおよびピストンパッキン
の全周にリチウム系グリースを薄くムラなく塗布
してください。

ロッドパッキン
ピストンパッキン

≒0.10g
≒0.30g

グリース塗布量（目安）

b. チューブガスケットのグリース塗布
 交換用のチューブガスケットの全体にリチウム系
グリースを薄くムラなく塗布してください。

c. 各部品のグリース塗布
 ピストンロッドAss’y及びシリンダチューブAss’y
の指定部にリチウム系グリースを薄くムラなく塗
布してください。

チューブガスケット ≒0.15g

グリース塗布量（目安）

グリース塗布量（目安）

ピストンロッド摺動部および
切り上がり部
シリンダチューブ摺動部

Lタイプ
Hタイプ

≒0.20g
≒0.30g
≒0.40g
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角部R両側

tシリンダの組立

a. ピストンロッドAss’yの挿入
 シリンダチューブAss’yの角部でロッドパッキンを
傷付けないようにゆっくり丁寧に挿入してくださ
い。

b. カラー Ass’yの挿入
 ピストンロッドAss’yおよびシリンダチューブ
Ass’yの角部でロッドパッキンおよびチューブガス
ケットを傷付けないようにゆっくり丁寧に挿入し
てください。

c. 止め輪の装着
 適正なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて行って
ください。

 止め輪の方向を間違えないように装着してくださ
い。

 装着の際に止め輪がプライヤから外れて飛び、人
体および周辺機器に損害を与えてしまう恐れがあ
りますので、注意してください。

 また、確実に止め輪溝に入っているかを確認して
ください。

d. 組立て確認
 パッキンシール部よりエア漏れが生じていないか、
最低作動圧でスムーズに作動するか確認お願いし
ます。

CKQG/CKQP Series　パッキン交換要領 3
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C（L）KQG32-X2082　ガイドピン・クランプアーム交換要領 1

1 ガイドピンおよび 
クランプアームの交換

クランプ位置高さ：LOWタイプの場合
①クランプ部の分解
a. 外観の清掃
分解時にゴミや異物がシリンダ内に侵入しないよう
に、外観の汚れを取り除いてください。

b. ガイドピンの取外し
クランプアームの位置をアンクランプ側にし、六角
穴付ボルト（4ヶ）を取外し、ガイドピンをガイドチ
ューブから取外してください。六角穴付ボルトねじ
部には緩み止め接着剤が塗布してあります。ガイド
チューブ側ねじ部に残った接着剤カスは取り除いて
おいてください。

c. クランプアームの取外し
1） 六角穴付ボルト（4ヶ）を取外し、トップカバーを
ボディから取外してください。ガイドチューブの
側面穴からピンBを取外してください。

2） ガイドチューブをボディから取外してください。
ボディとガイドチューブの位置合わせをしている
スプリングピンがあります。紛失に気を付けてく
ださい。（取外さなくても良いです。）

3-1）＜ロックなしの場合＞
ベースシリンダの六角穴付ボルト（4ヶ）を緩
め、ベースシリンダからボディを取外してく
ださい。

3-2）＜ロック付の場合＞
緩める六角穴付ボルトは2本です。位置が決ま
っておりますのでご注意ください。
ロックユニット固定ボルトは絶対に緩めない
でください。

六角穴付ボルト 
（4 ヶ） 

ガイドピン 

ガイドチューブ 

ばね座金 
（4 ヶ） 

六角穴付ボルト 
（4 ヶ） 

トップカバー 

ガイドチューブ 

ボディ 

ピンΒ 

ガイドチューブ

スプリングピン

ボディ

六角穴付ボルト 
（4 ヶ） 

ばね座金 
（4 ヶ） 

ボディ 

ベースシリンダ 

シリンダ 
固定ボルト 

（HIGHタイプも同様）

（HIGHタイプは、ピンBを取外す前に止め輪を外してください。）

（LOWタイプ）

ガイドチューブ

ピンB

穴用C形
止め輪
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C（L）KQG32-X2082　ガイドピン・クランプアーム交換要領 2

4） 連結ピンを取外し、クランプアームを取外してく
ださい。

②クランプ部の組立
a. クランプアームの取付
1） 交換用のクランプアームの斜線部（両面）にリチウ
ム系グリースを薄くムラなく塗布してください。
また、クランプアームのピン穴部およびカム溝部
には、リチウム系グリースをムラなく多めに塗布
してください（グリース溜まり可）。

2） 連結ピンおよびピストンロッドスリット部（両面）
の斜線部にリチウム系グリースを薄くムラなく塗
布してください。また、ピストンロッドピン穴部
には、リチウム系グリースをムラなく多めに塗布
してください（グリース溜まり可）。

3） ピストンロッドスリット部にクランプアームを差
込み、連結ピンを差し込んでください。

4） クランプアームを回転させ、A～D取付位置と爪
方向が直角になるように回転させてください。（回
転させる際には、ピストンロッドを上下に動かし
ながら回転させてください）

b. ガイドピンの取付
1） ピストンロッドを引き出した状態にし、ボディ取
付面とクランプアーム爪部位置を確認し、ボディ
を挿入してください。

2） ベースシリンダのヘッド側からばね座金（4ヶ）、
六角穴付ボルト（4ヶ）の順に締結を行ってくださ
い。締付トルク：2.7～3.3（N・m）

シリンダヘッド側 

ロックユニット 
固定ボルト 

シリンダポート 

シリンダ 
固定ボルト 

クランプアーム 

連結ピン

カム溝部 
（グリース溜り可）

ピン穴部 
（グリース溜り可）

連結ピン 

ピン穴部 
（グリース溜り可） 

ピストンロッド 

スリット部 

両面 

クランプアーム 

AB

C D

ガイドチューブ 

スプリングピン 

ボディ 

（HIGHタイプも同様）

（HIGHタイプも同様）

（HIGHタイプ）
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C（L）KQG32-X2082　ガイドピン・クランプアーム交換要領 3

4） ピンBの斜線部にリチウム系グリースを薄くムラ
なく塗布してください。ガイドチューブ側面穴部
（ピンB挿入部）にリチウム系グリースをムラなく
多めに塗布してください（グリース溜まり可）。ピ
ンBをガイドチューブに差し込んでください。
適正なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて交換
用の止め輪を装着してください。また、確実に止
め輪溝に入っているかを確認してください。（上
手く装着されていないと反対からピンBを押すと
外れます。確認ください。）
ボディにトップカバーをばね座金（4ヶ）、六角穴
付ボルト（4ヶ）の順にて取付けてください。
締付トルク：2.7～3.3（N・m）

HIGHタイプの場合、ピンBの抜け止め用の止め
輪を装着してください。
適正なプライヤ（穴用C形止め輪用工具）にて交換
用の止め輪を装着してください。また、確実に止
め輪溝に入っているかを確認してください。（上
手く装着されていないと反対からピンBを押すと
外れます。確認ください。）

5） 交換用のガイドピンをガイドチューブに六角穴付
ボルト（4ヶ）にて取付けてください。
締付トルク：1.35～1.65（N・m）
複数回の交換により、六角穴付ボルトねじ部の緩
み止め用接着剤がなくなっている場合は、再塗布
を推奨します。（SMC推奨接着剤：ロックタイト
243（青））

詳細図 

六角穴付ボルト 
（4 ヶ） 

トップカバー 

ガイドチューブ 

ボディ 

ピンΒ 

ガイドチューブ側面穴部 
グリース塗布範囲 

ばね座金 
（4 ヶ） 

六角穴付ボルト 
（4 ヶ） 

ガイドピン 

ガイドチューブ 

3） ガイドチューブのピン穴にスプリングピンを差し
込んでください。（取外した場合）
ガイドチューブをガイドチューブ側面穴部（ピン
B挿入部）とクランプアーム爪方向が直角になる
ように回転させ、ボディ側のピン穴の位置に合わ
せ、挿入してください。

ボディ 

ばね座金 
（4 ヶ） 

六角穴付ボルト 
（4 ヶ） 

ベースシリンダ 

ガイドチューブ 

ピン穴 

スプリングピン 

ピン穴 

ボディ 

クランプアーム 

（LOWタイプ）

（HIGHタイプも同様）

（HIGHタイプも同様）

（HIGHタイプも同様）

ガイドチューブ

ピンB

ボディ

止め輪
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傷に注意q w e

つまんで引き抜く

q w

外周のグリース

溝部のグリース

t!8 !9 w@0

図4　グリース塗布位置

シリンダは清浄な場所で分解・組付けする必要があります。きれいなウェスなどを敷き行ってください。

RSGシリーズは、チューブカバーの二面取り部分を万力などではさみ、ヘッドカバーの二面取り部分にスパナやモンキー
などと掛けて緩め、ヘッドカバーを取り外してください。再度締めつける時は、分解前の位置より2°位増締めてください。

RSQシリーズはチューブとカバーの固定ねじ締め後、六角穴付止めねじで固定しています。分解の際は、チューブにねじ
込んである止めねじを緩め、チューブ本体を万力などではさみ、ロッドカバーの二面巾部分にスパナ、モンキーなどを掛
けて緩ませ、カバーを取外してください。再度締付ける際は、取外した位置より2°～3°増締めした後、カバーを止めね
じで固定してください。

シリンダの分解・再組立1

qロッドパッキン

　使用工具：精密ドライバーなど

　カバーの前側から図1のように精密ドライバーなどを差込
み抜取ります。

　この時、カバーのパッキン溝に傷をつけないよう注意して
ください。

wピストンパッキン

　まずピストンパッキンまわりのグリースを拭取ってくださ
い。取り出しやすくなります。

　ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーではなく、
図2のようにピストン周囲の一方から包んで、押し出すよ
うにして浮き出たところを引き抜きます。

eチューブガスケット

　精密ドライバーなどで抜取ります。

パッキンの取外しについて2

qロッドパッキン

　交換用新パッキンには薄くて良いですから外周にグリース
を塗布してください。これは、カバーへ装着しやすくする
ためおよびカバーとの密着をよくするためです。また、溝
部にはグリースを充填してください。これは作動用として
必要です。（図3）

wピストンパッキン

　グリースをパッキンの外内周にまんべんなく薄く塗布して
ください。ピストンへ装着しやすくするためです。

eチューブガスケット

　グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付の際には
脱落防止になります。

rシリンダ各部品

　シリンダの各部品には図4の各部分にグリースを塗布しま
す。

グリースの塗布について3

図1　ロッドパッキン取り外し方法

図2　ピストンパッキン取り外し方法

図3

RSQ/RSG Series　パッキン交換要領 1
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グリース

1mm弱

グリース

図6　ピストンパッキン

図5　ロッドパッキン

レバー部

倒す

六角穴付止めねじ

図7

ショックアブソーバ

交換

図8

qロッドパッキン

　パッキン方向を間違えないように装着します。このあと図5のよう
にグリースをパッキンとブッシュ内周全面にわたって塗布します。
また小口径の場合には、精密ドライバーなどを使って塗布してくだ
さい。

wピストンパッキン

　パッキン装着後、図6のようにグリースをすり込む要領でパッキン
溝内部と外周に塗布してください。

eチューブガスケット

　カバーに装着します。

　以上、組み付けが終わりましたら手でスムーズに動くことを確認し
てください。

　さらに、パッキン漏れの有無を確認すれば完了です。

パッキンの装着について4

qショックアブソーバを交換する場合は、ピストンロッド部の六角穴
付止めねじ（M3）を緩め（目安：一回転程度）、レバーを倒してくださ
い。（図7参照）

　使用工具：六角レンチ　対辺1.5mm

wレバー部を倒した状態で、ショックアブソーバを外し、新品のショ
ックアブソーバと交換します。

　再度ピストンロッド部の六角穴付止めねじ（M3×0.5）を締めます。
（図8参照）

　止めねじが突き当たってから、1/4回転を目安としてください。

　締め過ぎた場合、六角穴付止めねじの破損、ショックアブソーバが
作動不良になる可能性があります。

　締付トルク：0.29N・m

　使用工具：六角レンチ　対辺1.5mm

ショックアブソーバ交換5
手配番号チューブ内径

RB1007－X225
RB1407－X552

32
40・50

交換部品：ショックアブソーバ

RSQ/RSG Series　パッキン交換要領 2
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図1

図2

つまんで引き抜く

RSH/RS2Hシリーズはピストンパッキン、シリンダチュー
ブガスケット、Oリング、スクレーパ（RSHシリーズのみ）
の交換が可能です。

上記以外の部品の交換が必要な場合は、当社営業までご依
頼ください。

パッキン類の交換1

注意
パッキン類の交換は部品の角部で手や指を切らないよう、
十分注意して行ってください。

qピストンパッキン
　まずピストンパッキンのまわりのグリースを拭き取って
ください。その方が取り出しやすくなります。
　ピストンパッキン溝は深いため、精密ドライバーではな
く図2のようにピストン周囲の一方から包んで、押出す
様にして浮き出たところを引き抜きます。

wチューブガスケット
　精密ドライバーなどで抜取ります。

eOリング
　精密ドライバーなどで抜取ります。

rスクレーパ（RSHシリーズのみ）
　精密ドライバーなどを差込み抜取ります。この時カバー
のパッキン溝を傷つけないよう注意してください。

パッキンの取外しについて3

●六角穴付ボルト締付トルク
　ø20：3.0N・m
　ø32：5.2N・m
　ø50：12.5N・m
　ø63：24.5N・m
　ø80：42.0N・m

シリンダの分解・再組付2
注意

シリンダは洗浄な場所で分解・組付けをする必要があり
ます。きれいなウエス等を敷いて行ってください。
分解の際、シリンダの六角穴付ボルト（ø20：2ヶ、ø32～ ø80：
4ヶ）を六角レンチを使用して緩めます。図1のようにシリンダチ
ューブからロッドカバーとピストンロッドを取り外します。
再度組付を行う際、六角穴付ボルトに緩み止めを塗布し、締付け
てください。

RSH20 RSH32, RS2H50/63/80

q w

RSH/RS2H Series　補修用部品交換要領 1
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図3

注意
組付け終了後には必ず作動および気密性に異常がない事を
確認してください。

qピストンパッキン
　パッキン装着後、図4のようにグリースをすり込む要領
でパッキン溝内部と外周に塗布してください。

wチューブガスケット
　カバー、および底板（RSHシリーズのみ）に装着します。

eOリング
　カバーに装着します。

rスクレーパ
　スクレーパ方向を間違えないように装着します。
　グリースをパッキン内周に、精密ドライバーなどを使っ
て塗布してください。

パッキンの装置について5

RS2H50/63/80

qピストンパッキン（RSH、RS2H：37番）
　グリースをパッキン内外周にまんべんなく薄く塗布して
ください。ピストンへ装着しやすくするためです。

wチューブガスケット（RSH：40番、RS2H：39番）
　グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付の際に
は脱落防止になります。

eOリング（RSH：41番、RS2H：40番）
　グリースを薄く塗布してください。シリンダ組付の際に
は脱落防止になります。

rスクレーパ（RSH：39番）
　交換用新パッキンには薄くてよいですから外周にグリー
スを塗布してください。これは、カバーへ装着しやすく
するためおよびカバーとの密着をよくするためです。

tシリンダ各部品
　シリンダの各部品には図3の各部分にグリースを塗布し
ます。

グリースの塗布について4
注意

グリースは当社推奨グリースを使用してください。
グリースパック品番：GR-S-010(10g入)、GR-S-020（20g入）

RSH20/32

$0 #9 #7t e

グリース

図4

#9 $1 $0 t #7 e $0

RSH/RS2H Series　補修用部品交換要領 2
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～ RSHシリーズの場合 （図5）～
qストッパ部の六角穴付ボルト（2ヶ所）およびショックア
ブソーバ固定用の止めねじを緩め、レバーホルダからス
トッパを取り外してください。

wレバーを90度傾け、調整ダイヤルを緩め取り外してくだ
さい。

eショックアブソーバを引き抜き、新品のショックアブソ
ーバと交換します。

r調整ダイヤルをねじ込んだ後、ストッパを六角穴付ボル
トで固定します。その際、六角穴付ボルトに緩み止めを
塗布してください。
●六角穴付ボルト締付トルク：1.5N・m

t止めねじでショックアブソーバを固定します。
●止めねじ締付トルク：1.5N・m

～ RS2Hシリーズの場合 （図6）～
qレバーホルダ部に設けてあるショックアブソーバ固定用
の止めねじ（M4）を緩め、レバーを90°傾け、ショックア
ブソーバを引き抜いてください。

w止めねじでショックアブソーバを固定します。
●止めねじ締付トルク：1.5N・m

ショックアブソーバ交換6

注意
ショックアブソーバ交換後、止めねじを確実に締付けた後、
ショックアブソーバのロッド端面にグリースを塗布してく
ださい（図7）。

図5

図6

図7

六角穴付ボルト

調整ダイヤル

ストッパ

止めねじ（M4）

ショックアブソーバ

レバー

レバー

グリースの塗布

グリース

5
m
m
程
度

止めねじ（M4）

ショックアブソーバのロッド

ショックアブソーバ
のロッド

RSH/RS2H Series　補修用部品交換要領 3
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キャップ

キャップ

止め輪

止め輪

止めねじ装着穴

六画穴付止めねじ

Oリング

Oリング

q六角穴付ボルトを外す
wカバーを外す
eフィンガを交換する
a. フィンガ、ボディ、カバー及びフィンガのT溝部に
薄く専用グリースを塗布する。

b. フィンガのT溝にピストンを引掛けるように挿入す
る。

r六角穴付ボルトでカバーを固定する。

qカバーとフィンガを外す。（フィンガ交換要領参照）
w六角穴付止めねじを緩める。（六角穴付止めねじサイ
ズ表参照）
※MISについては、ストロークアジャスタ付以外は六
角穴付止めねじはありません。

eスプリングプライヤーで止め輪を外し、キャップを外
す。
※ø8については当社までご相談ください。

フィンガ交換1

パッキン交換2

チューブ
内径

六角穴付
ボルト 六角対辺 締付トルク

（N・m）
M2×6
M2.5×6
M4×10
M5×14
M6×15

1.5
2
3
4
5

0.24
0.36
1.5
3.0
5.2

8
12
20
25
32

チューブ
内径

六角穴付
止めねじ 六角対辺 締付トルク

（N・m）
M2×6
M2×6
M3×8
M4×8
M4×8

0.9
0.9
1.5
2
2

0.176
0.176
0.63
1.5
1.5

8
12
20
25
32

六角穴付ボルト

フィンガ

カバー

六角穴付ボルト

カバー

フィンガ

フィンガ、ピストン連結部

フィンガ ピストン

注）組立の際は、接着剤（日本ロックタイト（株）製 No.243または相当
品）を塗布し、締付トルクで締結のこと。
交換作業が困難な場合は、当社までご依頼ください。

MIW/MIS Series　フィンガ／パッキン交換要領 1
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ピストンパッキン

ピストンAss’y

ロッドパッキン

ピストンAss’y

ピストンパッキン

装着方向に注意

rピストンAss’yを取り出し、パッキンを交換する。交換するパッキンには
専用グリースを塗布しておく。

tピストン外周とボディのピストン摺動部に薄く専用グリースを塗布し、
逆の手順で組立を行う。

スクレーパオプションの取付3

機種

締付トルク

使用ボルト（N・m）

0.176

0.36

0.63

0.63

1.5

MIW8
MIS8

MIW12
MIS12
MIW20
MIS20
MIW25
MIS25
MIW32
MIS32

注意
qスクレーパ取付時のねじ締付けは、制限範囲内のト
ルク値で適性に締付けてください。
制限範囲以上による締付けは、破損の原因となり、締付け
不足の場合は、位置ずれや落下の原因となります。

スクレーパ取付ねじ

スクレーパ

スクレーパ取付ねじ

スクレーパ

MIW/MIS Series　フィンガ／パッキン交換要領 2
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ヘッドカバー

チューブガスケット

バックアップリング

ピストンロッドAss’y

軸受
ロッドカバー

に圧入

ロッドカバー

スクレーバー
ピストンパッキン

チューブガスケット

ロッドパッキン

シリンダチューブ

分解図1

注意
qピストンロッドAss’yは分解できません。また、軸受はロッ
ドカバーに圧入されているため取外しできません。

wシリンダの分解・修理に際し、パッキン類は新品と交換して
ください。

eパッキン類の接する部品の洗浄にガソリン・灯油などの燃料
油や溶剤などを使用した場合は、十分拭き取るか乾燥させた
上でパッキンを組込んでください。

rパッキン類およびハウジングには、作動油（そのシリンダに
使用する油）またはグリースを塗布し、滑りやすくしてから
組込んでください。

tパッキンはシール方向を確認して組込んでください。

y装着時にドライバーなどを使用する場合は、先端を丸めパッ
キンおよびハウジングに傷を付けないようにしてください。

uパッキン類の取扱に際しては、過大な伸長や変形を与えない
よう十分注意してください。

※上表の締付トルクにてカバー再組付してください。

カバー締付トルク
締付トルク（N・m）チューブ内径（mm）
23.5±2.4
35.3±3.5
68.6±6.8
117.7±11.7
215.7±21.6
372.6±37.3
804.1±80.4
1470±147

20
25
32
40
50
63
80

100

CH□KD Series　パッキン交換要領
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分解図1

注意
qピストンロッドAss’yは分解できません。また、軸受はロッ
ドカバーに圧入されているため取外しできません。

wシリンダの分解・修理に際し、パッキン類は新品と交換して
ください。

eパッキン類の接する部品の洗浄にガソリン・灯油などの燃料
油や溶剤などを使用した場合は、十分拭き取るか乾燥させた
上でパッキンを組込んでください。

rパッキン類およびハウジングには、作動油（そのシリンダに
使用する油）またはグリースを塗布し、滑りやすくしてから
組込んでください。

tパッキンはシール方向を確認して組込んでください。

y装着時にドライバーなどを使用する場合は、先端を丸めパッ
キンおよびハウジングに傷を付けないようにしてください。

uパッキン類の取扱に際しては、過大な伸長や変形を与えない
よう十分注意してください。

※上表の締付トルクにてカバー再組付してください。

カバー締付トルク
締付トルク（N・m）チューブ内径（mm）
23.5±2.4
35.3±3.5
68.6±6.8
117.7±11.7
215.7±21.6
372.6±37.3
804.1±80.4
1470±147

20
25
32
40
50
63
80

100

六角穴付止めねじ

ロッドパッキン

スクレーバー

ヘッドカバー

チューブガスケット

シリンダチューブ

ピストンパッキン 

バックアップリング

チューブガスケット

軸受
ロッドカバー

に圧入

ピストンロッドAss’y

ロッドカバー

バックアップリング

スイッチ取付金具

CH□KG Series　パッキン交換要領
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丸R形止め輪

⑦ブッシュ
エア抜きバルブ

銅球
②ロッドカバー

⑦バックアップリング

⑥BクッションリングB

チューブガスケット
丸R形止め輪

⑮クッションパッキン

銅球

エア抜きバルブ

③ヘッドカバー

⑩クッションバルブ

CR形止め輪

36マグネットプレート
34マグネット

⑤ピストン
ピストンガスケット

⑥AクッションリングA
ピストンガスケット

Bピストンロッド

チューブガスケット
⑮クッションパッキン

CR形止め輪

⑩クッションバルブ

クッションバルブパッキンB

クッションバルブパッキンA

スクレーバ

ロッドパッキン
ピストンパッキン

⑦バックアップリング

Aシリンダチューブ

クッションバルブパッキンA
クッションバルブパッキンB

分解図1

注意
qロッドカバー、ヘッドカバーはねじ込み式です。

wピストンロッドAss’yは分解できません。また、ブッシュは
ロッドカバーに圧入されているため取外しできません。

eシリンダの分解・修理に際し、パッキン類は新品と交換して
ください。

rパッキン類の接する部品の洗浄にガソリン・灯油などの燃料
油や溶剤などを使用した場合は、十分拭き取るか乾燥させた
上でパッキンを組込んでください。

tパッキン類およびハウジングには、作動油（そのシリンダに
使用する油）またはグリースを塗布し、滑りやすくしてから
組込んでください。

yパッキンはシール方向を確認して組込んでください。

u装着時にドライバーなどを使用する場合は、先端を丸めパッ
キンおよびハウジングに傷を付けないようにしてください。

iパッキン類の取扱に際しては、過大な伸長や変形を与えない
よう十分注意してください。

o再組付の際に、ロッドカバー・ヘッドカバーのポートの位置
がずれる可能性がありますので注意ください。

CHN Series　パッキン交換要領
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分解図1

注意
qピストンロッドAss’yは分解できません。また、ブッシュは
パッキンホルダーに圧入されているため取外しできません。

wシリンダの分解・修理に際し、パッキン類は新品と交換して
ください。

eパッキン類の接する部品の洗浄にガソリン・灯油などの燃料
油や溶剤などを使用した場合は、十分拭き取るか乾燥させた
上でパッキンを組込んでください。

rパッキン類およびハウジングには、作動油（そのシリンダに
使用する油）またはグリースを塗布し、滑りやすくしてから
組込んでください。

tパッキンはシール方向を確認して組込んでください。

y装着時にドライバーなどを使用する場合は、先端を丸めパッ
キンおよびハウジングに傷を付けないようにしてください。

uパッキン類の取扱に際しては、過大な伸長や変形を与えない
よう十分注意してください。

※上表の締付トルクとなる様に、タイロッドナットを対角・均等に徐々
に締付けてください。

タイロッドナット締付トルク
締付トルク（N・m）

CHSD CHSG
チューブ内径（mm）

10.8±1.08
24.5±2.45
24.5±2.45
42.2±4.22
137.3±13.73
137.3±13.73

10.8±1.08
24.5±2.45
24.5±2.45
53.9±5.39
107.8±10.78

32
40
50
63
80

100

ロッドカバー

止めねじ

クッションパッキン

ホルダーガスケット

ブッシュ

ロッドパッキン

スクレーバ

ピストンロッド
Ass’y

ピストンパッキン

※バックアップリング

※バックアップリング

シリンダチューブ

タイロッドナット

タイロッド

ヘッドカバー

クッションパッキン

止め輪
シリンダチューブ

ガスケット

止め輪

シリンダチューブガスケット

※CHSGシリーズのみ附属

パッキンホルダー

バックアップリング

タイロッドナット

CHSD/CHSG Series　パッキン交換要領
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分解図1

注意
qピストンロッドAss’yは分解できません。また、軸受はロッ
ドカバーに圧入されているため取外しできません。

wシリンダの分解・修理に際し、パッキン類は新品と交換して
ください。

eパッキン類の接する部品の洗浄にガソリン・灯油などの燃料
油や溶剤などを使用した場合は、十分拭き取るか乾燥させた
上でパッキンを組込んでください。

rパッキン類およびハウジングには、作動油（そのシリンダに
使用する油）またはグリースを塗布し、滑りやすくしてから
組込んでください。

tパッキンはシール方向を確認して組込んでください。

y装着時にドライバーなどを使用する場合は、先端を丸めパッ
キンおよびハウジングに傷を付けないようにしてください。

uパッキン類の取扱に際しては、過大な伸長や変形を与えない
よう十分注意してください。

※上表の締付トルクとなる様に、タイロッドナットを対角・均等に徐々
に締付けてください。

タイロッドナット締付トルク
締付トルク（N・m）

CH2FCH2E CH2G・H
チューブ内径
（mm）

24.5±2.4
24.5±2.4
24.5±2.4
42.1±4.2
107.8±10.7
147.1±14.7

14.7±1.4
19.6±1.9
24.5±2.4
39.2±3.9
68.6±6.8
73.5±7.3

11.8±1.1
11.8±1.1
14.7±1.4
24.5±2.4
44.1±4.4
94   ±9.4

32
40
50
63
80

100

CH2□ Series　パッキン交換要領

クッションパッキン

止め輪

クッションバルブ

ニードルガスケット

チュ－ブガスケット

ロッドカバー
ホルダーガスケット

スクレーバ
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